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本 報告 書 「TPBSの 開発普 及 に 関す る研 究 」は 当協会 の な か に設 置 さ れ た情

報化 促 進 委 員会 が昭 和47年4月 以 降1年 が か りで 開 発を して きたTPBS企 業

モ デル ・TPBS自 治 体 モ デル の成 果 を報 告書 の 形で とりま とめ た もの で あ る
。

石 油 危 機.資 材不 足,物 価上 昇,公 害 問 題,消 費 者 運動,国 際 化 の波 な ど企

業 を と りま く環 境 は ダ イナ ミックに 変化 しつ つ あ ります。 他方 で は 企業 の内 部

事情 と して 人件 費 の上昇,労 働 時 間 の短 縮,研 究 開発強化 の 必 要性.企 業 の

社 会 的 責 任の 強 調,新 製 品 計 画 の 実 現可 能 性 の検討,海 外進 出 な どの 問題 が 山

積 して い るのが 現状 です。

又,一 方 都 市 問題 もま す ます 複雑 に な って きま したや 住 宅 ・公 害 ・交 通 ・福

祉 等 の 問題 が孤 立 したか た ち で な く相 互 にか らみ あ って解決 をせ ま って きて い

ます。

石 油 危機,物 資 不 足,イ ン フ レか ら市 民 生 活を 守 る対策 も考 え な くては な り

ません。 こん な時 代 こそ.計 画 の不 毛 性 に絶 望 せ ず,5年 先,10年 先 の ビ ジ

ョン を 大胆 に描 きだ し,し か もそ の ビ ジ ・ ンを実現 す るため の 移行 段 階 を 多 角

的に かつ 綿 密 に検 討 す る こ とが重 要 です。

TPBS(TargetSθtting・POユicyM。de1Buiユding&Schθduユing

Systθm)は この よ うな理 想 と現 実 の 間 をつ な ぐた め の意思 決定 ツー ル と して,

3年 がか りで開 発 を進 めて きた シス テ ムで す。 す なわ ち未来 指 向型 で あ る と共

に,実 現性 を も追求 す る シス テムで す。

な茄・,本 シス テ ムは 今 後 さ らに 関 係各 方 面 の ご意 見や ご批 判,ご 協 力 をお願

い す る次第 で あ ります。



最後に本 システ ム開発にあた り,多 大 な協 力を頂 きました住友電気工業㈱ と

藤沢 市には,紙 上をか りて厚 く御礼 申 し上 げます。

昭和49年7月

財団法人 日 本 情 報 開 発 協 会

理事長 稲 葉 秀 三

坪
.
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§1 TPBSの 特 色

TPBS(T・ ・q・t・S・tti・g,P・li・yM6'd・IB。ildi。g&S,h。d。1-

ingSyst㎝)と は 、 自治 体 が かsえ てい る様 々の 問 題 を、 従来 の よ うに 現

状延 長予 測型 で将 来 の問 題 を考 え、 それ に基 づい て 問題 に対 処 して い こ うと

す る考 え方 で はな く、 各 々の 自治 体の 新 し く望 ま しい環 境 、 そ の将 来 の 可能

性 か ら ビ ジ ョンを 創造 し、そ れ を現 状 に 結 びつ け る こ とに よ り、 ビ ジ ョン を

達成 す る た め に、 どの よ うな手 順 、方法 を用 い て い け ば よい か を計 画 化 して

い く手 法 で ある。

自治 体TPBSの 特 色 と して は、

(1)自 治体 の長 期 ビジ ョンを作 成 し、具 体 的 にそ の実現 計 画 を つ くるこ と

が で き る。

(2)自 治 体 の トッ プが コ ン ピ ュー ター と人 間 の対 話 を しなが ら、問 題

点 をみ つ けた り、 改 善 した りす るこ とに よ り、 種 々の情 況 に適 切 に対 処

しつS意 思の 決 定 を行 な うこ とが で きる。

(3)計 画 を い ろい ろ な条件 の変化 や 新 しい問題 に あ わ せ て弾 力的 に変 更 す

る こ とが で きるo

(4)自 治体 が一 方的 に ビ ジ ョ ンを市民vatoし つ け るの で は な く、 市民 と一

体 にな って手 づ く りの ビジ ョンと具 体的 計 画 の作 成 に と り組 む こ とが で

きるo

以 上 の4点 が考 え られ るが 、 この こ とは 自治体TPBSは 今 まで の 自治 体

の政策 決 定 の プ ・セ スに お い て持 ち得 なか った種 々の特 色 を もつ こ とに よ り、

これ か らます ます複 雑 化 してい くと考 え られ る環 境 問 題 、住 宅 問題 、交通 問

題 、福 祉 問題 等 の様 々 な都 市 問題 に適 確 に対処 す る こ とを可 能 にす る と考 え

られ るo

なお 、TPBSは

第1フ ェー ズ 予備 調 査 ・現状 分析 ・問題 発 見

第2 ,フ ェー ズ ビ ジ ョン構 想 ・方 針 ・手順

第3フ ェー ズ 具 体 計 画 ・達成 度 ・政 策効 果

以 上の3つ の フェー ズか ら成立 してお り、具 体的 な 問題 点 をふ ま え づx、

一5一



た だ単 な るそ れ らの 対症 療 法 的解 決 に と どま る こ とな く、望 ま しい ビジ ョン

達 成 に向 け て行 動 して い く所 に最 大 の特 色 を もつ もので ある。

次 に具 体 的 にTPBSを 運 用 して い く場 合の 作 成 手順 につ い て のべ てい く。

(図1=1)

図1-1自 治 体TPBSの 作 成手順

'第1フ
=一 ズ 縫 難 ●現状分析

自治 体 の 特 性 ・構 造 分 析

自治体の現 状 ・問題 点 の把握

籔 稟'難 度

自治体 ビジョン年次 計 画 の積 算

自治体 ビジ ョン計画実現
の基本要因設定

達 成 確率 ・政 策 効 果 を考 慮 し
た 最 適計 画 へ の フィー ドバック

二6:

ビジョン構想
方 針 ・手順

自治体 ビジョン構想 の 創造

自治 体 ビジ ョン ・マ ップ作成

時 借 議 ン繊 方法

自治 体 ビジ ョン実現
プ ロ ジ ェ ク ト 作 成

、
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図1-1に 示 され てい る作成 手 順 に従 って本 研究 にお いて は 、藤沢 市 の 協

力 を得 て 、 次に のべ る よ うな形 で 自治体TPBSの 展 開 を試 み る。

(D自 治 体 の特 性 ・構 造 分析

こ こで は、 地方 中核 都 市 と大 都 市 周 辺 の ペ ッ トタ ウン と推 定 さ れ る

都 市 群 に つい て 、種 々の 角 度か ら分 析 を行 な うこ とに より、 そ の 中 に お

け る藤 沢 市の 特色 を明 らか に してい く。

(ii)自 治体 の現 状 ・問題 点 の把握

こ こで は、 藤沢 市 の現状 の 把握 を行 ない つ つ、藤沢 市 の 当 面 してい る

問題 点 また将来 お こ る で あ ろ う問題 点 に つ いて 明 らか に してい く。

㌔佃 自治体 ビジ ョン構 想 の創 造

こ こ では 、㈲ で明 らか に された 藤 沢 市 の現 状 、問題 点 をふ まえ つ つ 、

これ か らの藤 沢 市の あ るべ き姿 、望 ま しい ビジ ョンを創 造 してい く。

㈲ 自治体 ビジ ョン ・マ ップの作 成'

ここ では、 ㈲ にお い て 創造 され た い くつ かの ビジ ョン につ い て、 各 々

の ビ ジョ ンを達 成 す る た め に とるべ き達 成方法 、 手順 を 考慮 しつ つ 、 ビ

ジ ョン ・マ ップの 作成 を 行 な う。

(V)自 治 体 ビジ ョン実 現 プ ロジェ ク ト作 成

ここで は 、 ビジ ョ ン ・マ ッ プの作 成 に お いて 明確 化 され た達 成 目標 を

具体 的 な実 現 してい くた め の プ ロジ ェ ク トを設 定 しそ れ らの規 模 年 次 計

画 を 作成 す る。

(vD自 治体 ビジ ョン年 次 計画 の積 算

eeこ で は(V)に おい て 設定 した各 々の プ ロジェク トにつ い て 、積 算 基 礎

に基 づい た年 次別 の予 算 の 積算 を 行 な う。

輌 自治 体 ビジ ョン計 画実 現 の 基 本要 因選 定

こ こで は 、各 々の プ ロジ ェク トを 推定 してい く場 合 に ク リテ ィ カル な

フ ァク ター とな る もの を洗 い 出す と と もに 、そ れ らの相 互 関連 性 につ い

て分析 す る。

珊 最 適計 画 へ の フ ィー ドバ ック

こ こでは(vi)剛で 提出 され た結果 に もとず い て、 ビジ ョン達 成 の た め の

計画 を より最 適 な計画 へ も ってい くた めの フ ィー ドバ ック の論理 に つ い

!
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§2 自治体の特性 と構造 分析

本 章 に お い て は 、ま ず 東京 、大 阪 、横 浜 の周 辺衛 星 都 市 と地 方 中核 都 市

(人 口20万 ～30万)の 自治体(藤 沢 市は この人 口帯 に位 して い る)の 特

性 及 びそ れ らの 自治体 の 構 造 を分 析 す るこ とに よ り、藤 沢市 の これ ら 自治体

の中 にお け る位置 及 びそ の特 性 を浮 きぼ りに させ た 。

そ こ で 、まず本 章 にお い ては

(D東 京 ・大 阪 ・横 浜 等 の大 都 市 の周辺 のベ ッ トタ ウ ン と推 定

され る都市A群

㈲ 入 口が20万 ～30万 に達 して い る地 方 中核都 市B群

につ い て、 昭 和48年10'月15日 付 を も って実 施 し た 「新 しい ビ ジ ョ ン

に つ い て の ア ン ケ ー ト調 査 」 に つ い て 分 析 を行 な うこ とに よ り、各 自治

体 の 特性及 び構 造 を明 確 に した。

このア ン ケー ト調査 は

(1)都 市 の 特性

(iD都 市 のか か え て い る問題 点

㈲ 都 市 の新 しい ビ ジ ョン

の3つ を 中心 に調 査 を実 施 した。

本 調査 の対 象都 市は 東 京 、大 阪 、横 浜 の周 辺 衛 星都 市20と 地 方 中核 都市

40と したが 、そ の 内42都 市 か ら解 答 を得 た。

周 辺衛 星 都 市(A群)16

藤 沢 、町 田 、三鷹 、国 分寺 、武蔵 野 、大 宮 、草 加 、松 戸 、船 橋 、昭 島 、新

座 、鳩 ケ谷 、大 和 、高 尾 、八 尾 、枚 方

地方 中核 都 市(B群)26

函館 、 旭川 、八 戸 、秋 田、 山形 、 福 島、宇 都 宮 、富山 、 金 沢 、福 井 、長野

日立 、清 水 、豊橋 、岡 崎 、一宮 こ豊 田、明 石 、奈 良 、福 山 、徳 島 、 高 松 、

大分 、 宮 崎 、平塚 、川 越

な お 、本 調 査 の ア ンケー ト調査結 果 と して こ の実 数値 、得点 表 につ い ては

付属 資料1に の べて ある。

以 上 の 結果 を用 いて 、 こ こでは 藤 沢 市 の も って い る と思 われ る次 に示 す2
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つの性 格 、す なわ ち

(i)大 都 市の 衛 星都 市 と して この性 格 の共 通点,

(ii)20～30万 の地 方 中核 都 市 と してこ の性 格 の共 通 点

を藤沢 市 が どの点 で もち、 ま た どの よ うな問題 点 、 ビジ ョ ンを か かえ てい る

か 、そ の共 通 性 と異 質性 を さ ぐる こ とを試 み た。

直

」
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§2-1人 口特性 、人 口世渡 、人 口構成

(i)人 口につ いて.

各 都 市の 人 口特性 、人 口密 度 、人 口構 成 にう い て整理 した ものを 付 属 資

料2に 示 す 。

昭和33年/昭 和48年 の15年 間 の 人 口増 加 率 につ いて は 、A群 都 市

とB群 都 市 と顕 著 な性 格 が 出て い る。 す なわ ち 、A群 では歴 史的 に古 く且

つ地 域 面 積 の狭 い 武蔵 野 市 が すで に飽和 状 態 に達 して1.3倍 の増 加 率 に と

ど ま って い る以外 すべ て約2倍 以 上 の増 加率 となb平 均3.02倍 の 増 加 率

とな って い るの に反 して、B群 では 自動 車産 業 都 市 と して異状 に 増 加 した

豊 田 を除 き2倍 を こえ る都 市 は な く、 比 較的 増 加 率 の高 い平 塚 、浦 和 、川

越 はA群 に近 い ペ ッ トタ ウン と して の性 格 を も ってい る と考 え られ る。平

均 して1.6倍 に とどま って い る。 す な わ ち 、A群 はB群 の 約2倍 の

増 加 率 を示 して い る。 この よ うな 中 で藤 沢 市 は2.1倍 の増加 率 を示 してお

り これ か らよ うや く安 定 方 向に 移 行 し ょうと して い る もの と考 え る こ とが

で き よ う。

(川 都 市特 性 につ い て

この面 で もA群 とB群 に顕 著 な特 性 が あ る。A群 にお いて は農 業 都 市

一ナ住 宅都 市 と なっ た解答 が圧 例 的 に多 く
、 比較 的 市 政施 行 日の古 い武 蔵 野

大 宮 が 、す で にB群 に近 い住 宅都 市 → 商 業都 市へ 変 化 してい る解 答 を よせ

ている 。 一 方B群 では 商業 、 もし くは 工 業都 市 として とど ま って お り、15・

年 間 に そ の性 格 をま った く変 え て しま っ た都 市は コ ン ビナー ト誘 致 都 市 以

外 には な く、 ま た住 宅都 市 に現 在 と ど ま って い る都 市 もない。 基 本 的 に は

農業 →住 宅 → 産 業 → 多核

の 一つ の成長 変 化 パ ター ンが あ る と考 え られ る。 しか し、い くつか の都 市

につ い て は 上述 の成 長 パ ター ンの あ る ス テー ジで 飽和 状 態 に達 して しま っ

て お り、 そ の都 市に お い て は都 市 機能 が 未成 熟 の ままお かれ てい る とい う

問 題 に 直 面 してい る。

この よ うな中 で、 藤沢 市は今 日衛 星 都 市 と しての性格 をそ なえ つ つ住 宅

都 市 的 な傾向 を強 く持 ち つつ あ る と考 え られ る。
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㈹ 人 口密度 に つい て

A群 では人 口の急激 な増 加 に と もない 、人 口密 度 も急 激 に増 加 してteり 、

1平 方 粁 当 り平 均5,560人 に達 してteり 、特 に武蔵 野 市 では12,000人 と

な ってい る。 一 方B群 では古 い 歴 史 を もつ 金 沢 市 が8,100人 にな って い る

が 、 平 均1,600人 と3分 の1以 下 の密 度 とな っ てい る。 これ はA群 は急

激 に成 長 し飽和 状 態 に達 して しま って い る が 、機 能 的 には必 ず しもバ ラン

ス してい ない所 に 問 題 点 が あ る こ とを 示 してい る。 一方地 方 中 該都 市 は再

開 発 す る余 裕 が 十 分 あ る こ とを示 してい る。 藤沢 市 は1平 方 粁 当 り3,600

人 でA群 の特 徴 を も ってい るが 、'しか しま だ住 宅都 市 と して の再 開 発 は可

能 で あ る と考 え られ る。

(iv)人 口構 成 につ い て

人 口の急 激 な増 加 は 必 然 的 に人 口構 成 に も変 化 を与 え てお りま す 。A群

に お い て は0才 か ら10才 の乳幼 児人 口がB群 よ り増加 してい る。 す なわ

ちA群 の20.9%に 対 しB群 は17.3%に とど ま って いる。

これ は後 述 す る都 市 の か か えて い る現 在の問 題 点 と強 い 相 関 を も ってい

る。 す なわ ち、保 育園 、幼稚 園 、学校 施 設不 足 の問 題が 重 点 施策 と な って

い る都 市 はA群 特 に20%以 上 の0～10才 人 口を かか え る大部 分 の都市

だ か らで あ る。 藤沢 市 も0～10才 人 口が21.3%で あ り、保 育 園 、幼稚

園 、学校 施 設不 足 の問 題 が 、 これ か らの大 きな課題 と なる と考 え られ る。.

、
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§2-2都 市 性 指 標

こ こでは 、都 市性 を示 す代 表 的 な指 標 をい くつ か と り、それ に つ いて整 理

を行 な った。

各 指標 につ いて都 市 性 の高 い上 位 よ り順位 を つけ、 少い 点数 が都 市性 の高

い 目安の ように してある。 次 にA群 、B群 の平 均 を示 してtoく 。

合 計 得点

A群 平均520.06229～30位

B群 平 均481.61519～20位

差 合 計 得 点

38.447

以上 都市 性 を示 す 指標 を整 理 した ものを付 属資 料1に 示 す 。

ltk・、 ここ で は都 市 性 を示 す指 標 を都 市 の規 模 、機 能 、成 長 の3つ の分野

に分 け、A群 、B群 、藤 沢 市 につ い て比較 した。(表2-1)

ω 都市 の形 態 的 次元

都市 の形 態 的 次 元 は 、都 市 と して の歴 史 、規 模 を示 す もの も含 まれ てお り、

都 市の政 策 も強 く反 映 さ れ る次 元 で ある。

A群B群 の比較 を行 な うとB群 が一般 的 に上 位 を 占め てい る こ とがわ か

る。 これ は都 市 と しての歴 史 の差 に よる もの と考 え られ る。

藤沢 市の特 性 として は両 者 の特 徴 をかね そ な え てい る形 に な って い る。

この次 元 は 、本 質的 に は 同質 の も ので ある か ら、い ず れA群 がB群 の水 準

に達す る もの と考 え られ るo

(ロ)都 市 の機 能 的次 元

都 市の機 能的 次 元 にお い て は 、A群 は衛 星都 市 と して大 都 市 との連 結 、 大

都 市 の延長 と して この機 能 的 発 達 が め ざま しい こ とを示 して い る。鉄 道 、 ガ

ス、電話 にそ の兆 がみ え てい る。 一方B群 で は地 方 中該都 市 、或 い はそ の 都

市の特性を示 した面が強 くあ らわれている。商業従 業者数 、大企業数 、道路

数 が そ の典 型 的 な もので あ る。'

藤沢 市 の特 性 と して は この 次 元 で も両者 の特 徴 を兼 ね備 え てい る と考 え ら

れ るo
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表2-1 A群,B群 と藤沢市との順位比較表

(数字は順位平均)

分 野
都市群

指標 A 藤 沢市 B

都 市の

形態的次元

1人 当 り予算額

〃 市 民所得

大学短大 数

競輪 ・競馬

交通事 故

10万 当 り医者数

総合病院数

被保護世 帯数

障害者施 設数

ねたきり老 人数

投票 率

20.7

16.5

22.2

14.9

10.6

25.5

19.8

21.2

17.8

23.0

28ユ

5位

17.

20.

17.

11.

26.

27。

4.

11.

17.

11.

2L9

15.2

15.5

10.4

22.4

15.2

19.1

16.8

15.4

18.0

15.5

⇔

都市 の
機能的 次元

商業従業者率

大企業数

工場数

コンビナー ト数

都市銀行 数

道路数

鉄 道 ・パス数

空港数

下水道

上 水道

都市 ガス

公園面積

電 話

30.7

27.9

28.0

2.0

19.4

22.2

9.6

9.0

20.8

14.8

12.7

26.7

17.6

24.

4.

27.

16、

11.

29.

8.

3.

19.

7.

10.

36.

15.6

15.7

14.0

2.0

19.0

14.5

152

5.1

15.4

25.6

21.3

16.3

22.4

都市の
成長的次元

人 口増 加 率

農 業人 口率

住宅 団 地 数

ピックス トア数

103

11.2

21.9

16.9

11.

3.

34.

4.

26.8

27.2

14.5

29.8
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●

←う 都 市 の成 長 的 次元

都 市 の成 長的 次 元 で は 、B群 で はす で に成長 期 をす ぎ、 バ ランス の とれ た

安 定 期 に 入 ってい る のに対 しvA群 は 猛烈 な成 長 度 を示 してい る。 これ がA

群 の最 大 の特 徴 で あb、 藤 沢 市 も今 ま で はA群 のパ ター ンを と って きて いる 。

次 に 、藤沢 市 の特 性 を具 体 的 に浮 きぼ りにさ せ るた めに 、地 方 中核 都 市 の

代 表 的 な都 市 と して金 沢 を 、大 都 市 周 辺 の衛 星都 市 の代表 的 な都 市 と して高

槻 を選 び出 し、 この2都 市 と藤沢 市 との 比較 を行 な った。

比 較 した図 を図2-1に 示 す。 ●

なお 、 図 にお いて は 、縦 軸 に順位 を示 し、横 軸 に 指標 を とり 、藤 沢 市 の順

位 の高 い もの か ら左 か ら右 に並 べ て ある。

これ か らわか る こ とは藤 沢 市 にお い て特 徴 的 な こ とは

(1)下 水道 の普及 率 が 非 常に 高 い

(2)人 口増 加率 が高 い

(3)市 民 所 得 はそnほ ど大 き くは な い

(4)上 水道 の普 及率 は あまbよ くない

(5)人 口十 万人 当bの 医者 数 は少 ない

(・6)総 合病院 数 も少 な い

(7)電 話 普及 率は あまbよ くない

等 の項 目が 他 の2都 市 とは顕 著 な違 い を示 して い る ことで あb、 この こ とが

今 日の藤沢 市 を特 徴 づけ てい る と と もに 、現 在 の 問題 点及 び 将来 の問題 点 を

も示唆 して い る と考 え られ る。
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一金 沢

高槻

図2-1藤 沢市と金沢市、高槻市との順位比較
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§2-3都 市 の 現 在 の 問 題 点

各都 市 の現在 の問 題 点 を整 理 した もの を付属 資 料3に 示 す。

現 在 の 問題 点 と して は 、保 育 所 ・幼稚 園 を含む 公共 施 設 の不 備 が圧倒 的 に

一位 を 占め て お り(30/42)次 に 交通 対 策(19/42)人 口問 題(17/t42)と

な ってい る。以 下財 政 不 均 衡 、公 害 、土木 施 設 の順 に な ってteb、10以 上

の解 答 が得 られ た。 藤 沢市 の現 在 の問 題 点 と しては 表2-2に 示 され てい る

が

(1}下 水処理

② 教 育 施設 の不 備

(3)交 通 混雑 及 び交通 公 害

(4)公 園 緑 地 の確保

が上 位 にあげ られ て い る。

この ことは 、各 市 の持 つ 現在 の問題 点 と藤 沢市 の もつ 問題 点 はほ とん ど相

違 は ない とい う こ とを 示 して いる 。

なお 、表 に おい て点 数は そ の 項 目を あげ た人間 の数 を示 して い る。

環境 問題 に つい ては

点河 川 汚 濁

騒 音

工 場 公 害

海 水 汚 濁

臭 気

の順 にな ってい るo

百
6

7
・

〔
0

」
4

4

何等 か の形 で環 境 問題 が 存 在 してい る都 市は25で あ り＼ そ の う ち深 刻化

して い る都 市7、 解 決方 向 に 向 ってい る都市17、 とな って い る。

辞 別 にみ る とA群 は4都 市 にす ぎず 、 これ はA群 が大 都 市 のペ ッ トタ ウン

的 な環 境 に ある こ とに関 係 して い る と考 え られ 、4都 市 の環境 問題 も大 都 市`

的 な もの とい え る。

これ らの対策 と しては

公害 防止 施 設へ の 補 助 金 、資金 援 助12点
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表2-2 藤沢 市の現在 の問題点

順位 問 題 項 目 点数

1 下 水処理 13点

2 教育施設 の不備 12

2 交通混雑 及 び交通公害 12

4 公園緑地 11

5 保育 園及 び幼稚 園 8

6 新庁舎 7

6 ごみ処理 7

8 公共用地 6

8 道路整備 6

10 河 川,海 の汚 染 5

11 流通機構 4

11 地域再開発 4

13 市立病院 3

13
『物 価

3

15 駅前広場 2

15 人 口抑制 2

15 用途地域の管理 2

18 市民 の市財政問題 は理 解 の欠除 1

18 シ ビ ル ミニ マ ム の 設 定 1

18 余暇対策を抜本 的に 1

18 歯科医 の予約制 について 1

18 公害住宅の積極的な確保 1

18 市営住宅 が不足 1

18 特別 養護 老 人 ホー ムが ない 1

公 害 規制 基 準 の設 定

公害 監 視 制 度

が そ の主 た る もの とな ってい る。

12点

11
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§2-4都 市 の 将 来 の 問 題 点

各 都市 の将来 の問題点 を整理 した もの を付属 資料4に 示す。

代表的 なもの としては

交通対策20点

学校等公共用 地の確保16

都市計画実行 の困難性14

入 口問題8

緑 地7

があげ られ る。 これ を現在 の問題点 と比較 すると

順位

第1位

第2位

第3位

第4位

第5位

第6位

現 在 の 問 題 将 来 の 問 題 点

‡㌶ 共用地'施設〉 く 葦灘 共用地、施設

1璽甑/難 ∵:
す なわ ち、 現在 上位 を しめ て い る問 題 の うち 、環 境 問題 は 何 とか解 決 の 方

向 にむ か っ てお り、 財政不 均 衡 は他 の 問題 に お きか え られ てな くな って い る

が 、残bの4つ は依然 未解 決 の問 題 と して残 って い る。一 方将 来 新 たに 問題

に なる もの として 、・緑地 の 確保 と ゴ ミ処理 、水 資源 不 足 が あげ られ てい る。

これ らを辞別 にみ て みる と

現 在 の 問 題

学校等 公共用地施設

交通対策

人 口問題

財政 不均衡

環境 問題

都市計画実行の困難

全 体

30

19

17

13

12

11

A群

15

1

11

9

4

4

B群

15

18

6

4

8

7

す な わ ち、A、B共 通 の 問題 は公共 用 地 施 設 の問題 で あb、A群 特 有 の問
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題 と して は人 口抑 制 等 の人 口増 加 対 策 と 、そ れ に帰 因 す る 財政 不均 衡 問 題 だ

と言 え よ う。 一方B群 で は新 しい都 市計 画 が 比較 的 出来 に くい とこ ろ よb交

通 、環境 問 題 が大 き な問題 とな って きて い る し、都 市計 画実 行 の困 難 性 も比

重 が 重 くな ってい るo

次 に,将 来 の問 題 につ い て辞 別 にみ る と

将 来 の 問 題

交通対策

学校等公共 用地施設

都 市計画実行の困難

人 口問題

緑 地

ゴミ処理

水資源不足

全 体

20点

16

14

8

7

5

5

A群

3点

8-

4

4

4

2

0

B群

17点

8

10

4

3

3

5

学 校等 公共 用地 、施 設 確保 の比 率 は 下が っ てい るが 、依 然2位 に と どま り、

A、B群 共 通 の 問題 とな って い る。 ま た人 口問題 もA、B群 共通 の問 題 とな

b、 緑地確 保 に つ いて も同様 の こ とが言 える 。交 通 対 策 はB群 の問 題 で ある

が 、将来 も大 き な問 題 と して残 ってい る。 ま た、都 市計 画に つい て も傾 向 は

同 じ と考 え られ 、A、B群 と も現 在 の問 題傾 向 が将来 の問 題 に も及 ん で いる

と考 え られ る。

藤 沢市 の今 後 の問 題 点 に つい ては表2-3に 示 され てい るが

(1)自 動 車公 害 、過 密 、道路 の マ ヒ

(2)ゴ ミの処 理

(3)学 校等 公 共用 地確 保

(4)住 民 サー ビス(住 民 運 動)

が上位 に あげ られ てい る。

この点 で も藤 沢 市 と他都 市 と の違い はほ とん ど ない とい うのが実 状 で あ る。
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表2-3 藤沢市の今後 の問題 点

順位 一 問 題 項 目 点数

1 自動 車公害過密道路 のマ ヒ 20点

2 ゴ ミの処 理 11

3 学校等公共用地確保 8

3 住 民 サー ビス(住 民 運動) 8

5 老人対策 7

5 幼稚園の不足 7

7 病院不足赤字 5

7 住民難 5

9 下水処理 4

9 公害(ス モ ッグ、松 が枯 れ る 、海) 4

9 河川汚濁 4

12 政策費 の減少 3

12 市庁舎の収容能力が全 くなくなる 3

12 生活用品対策 及 び大型店 進出に よる小規模店対策 3

15 余暇利用対策 2

15 子供の性教育,母 子関係 の正常化 2

15 都市計画決定施設の施工が困難,西 部 との調整 2

15 共 同,互 助 の精 神 が な くな る 2

15 農業対策 2

15 管理 職の質の低下 で将来が不安 2

15 緑地公 園 2

15 水資源不足 2

23 人 口 抑 制,. 1

23 歴史資料の散逸が進行 1

23 大型店 と小店舗 との競合 1

23 地震対策 1

23 高層 ビル消防力の低下 1

23 税の未納者が 出る(固 定資産税の急騰 で) 1

23 鵠沼耕地整理内権利関係がマヒ 1

23 身障 児者 がますます増加する 1
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§2-5都 市 の 新 し い ビ ジ ョ ン

(D都 市 の長 期 ビジ ョンに つ い て

都 市 の長 期 ビジ ョンに つ い て整 理 した もの を付 属 資料5に 示 す。

順位 の高 い もの か ら並 べ る と

ビ ジ ョ ン

緑 と文化都市 の建 設

部市生活環境整備計画

都市 と産業 との 調和

老人福祉 政策 の充実

都市生活の安定確保

都市機能 の充実

全 体

18点

14

10

8

8

7

A群

7点

5

2

1

5

1

B群

11点

9

8

7

3

6

緑 と文 化 とい う理 想都 市 の建 設 が1位 を 占め て い る が、現 実 的 な問題点 の

解 消 とい うべ きもの が ビジ ョ ン とな っ てい る もの が多 くある。

都 市生 活環 境 のむ ず か しさ の解 消 、産 業 特 に農 業 との ジ レン マ、都 市機 能

の マ ヒの回 復 、都 市 生 活 あ 安全 の不 安 定等 が上位 を 占め てい る。 老 人福 祉 政

策 が6位 を 占め て い る こと は 、福 祉政 策 の不 充足 を示 してい る と考 え られ る。

A、B群 の差 は この 面 では ほ とん どみ られ ない 。

総括 的 にいえ ぱ現 在 、将 来 の都 市 の問 題 点 の むず か しさを ビジ ョン と して

示 した ものが 多い と言 え よ う。

藤沢 市に つい て も同 様 な項 目が ビジ ョン として あげ ら れ てい る(表2-4)

上 位 の もの と して は

(1)緑 の市そ れは 藤 沢 市

(2)総 合 的 な市 民 の憩 い の場 設 置

(3)駅 周 辺 の交 通網 の整 備 及 び新 しい 交通 シ ステ ム

(4}下 水 道完 備

(5)市 政 の市 民 参加

が あげ られ てい る。
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表2-4 藤 沢 市 の ビ ジ ョ ン

順位 問 題 項 目 点数

1 緑の市それは藤沢市 15

2 総合的な市民 の憩の場設置 12

3 駅周辺 の交通網の整備及 び新 しい 交通 システム 10

4 下水道完備 8

4 市政 の市民参加 8

6 地域環境及 び住 宅建 設 7

7 学 園都市へ 6

8 主要道路 の舗装 、歩車道分離 5

8 河川浄化 5

10 都 市と農業 の融和 3

10 人 口の適正配置 3

10 ゴ ミの収 集 を完 全 に やる
3

10 コ ミ ュ ニ テ ィ計 画 の 達 成
3

14 老人福祉施設の整備 2

14 心身障害者福祉 の完全実施 2

14 市立幼稚園の設置 と該 当児入園 2

14 社会教育の充実 2

18 自動車 公 害 が な くなる 1

18 広域行政 の拡 大かつ能率 化 1

18 県 市に よる教育二重行政 の解消 1

18 都市計画決定権の市長 全面委譲 1

18 外国派遣研修 は恒常的 に行 う 1

18 社会体 育をさかんにする 1

18 す ぐやる課 を作 り市民本位 の政 治 1

18 自分の もの は 自分 で 処理 す る運 動 1

18 消費流 通機構を改革する 1

18 生活安全(身 体 や家計) 1

18 江の島片瀬海岸両開発 1
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次 に 、藤 沢市 に つい て現在 の問 題 点 、今後 の 問題 点 、 ビ ジ ョンの 各項 が相

互 に どの よ うな関連 性 を も って い るの か に つ いて示 すo(表2-5)

なお 、各 々に つ い て は順 位 別 に示 す 。

これ か らわか る こ とは 、現在 の問 題 点 で1位 で ある下 水処理 が 、今 後 の問

題 点 で は9位 で あ り、 ビ ジョ ンで は4位 にな ってい る 。

'こ の こ とは 、現 状 で は問 題 で あ るが ビジ ョ ン として確 立 され 、そ れ が達 成

され る確 率 が 高 いた めに 、今 後 の問 題 に はな ら ない だ ろ うとい うこ とを示 し

てい る。 同 様 の こ とが 、公 園緑 地 に つい て も言 え よう。

特異 的 な もの と しては 、 交通 混 雑及 び交通 公 害が あげ られ るが 、 これ は ビ

ジ ョン と して も当然 とり あげ られ なけ れ ば な らないが 、 今後 もます ます問 題

に な って い くで あろ う とい うこ とを示 してい る。

ま た今 後新 し く問 題 とな りそ うな も の と して 、 ゴ ミ処 理 及 び公 共 地確 保 の

2つ が あげ られ る。

(li)市 民 参 加 につ い て 付 属 資料6

地 方 自治 に対 す る市 民 の参 加 は 今 後都 市 問題 の最 大 の問題 の一つ にな る と.

考 え られ る。

これ には2つ の面 が あ る と思 わ れ る。1つ に は 市 当局 か らの働 き かけ に よ

る もの 、 も う1つ は 市民 側 か らの働 きか け に よ る もの であ る。 自分 達 の住 む

都 市は 自分達 で、 自分 達 の手 で何 で も してい くとい う考 え 、行 動 に基 点 があ

る ので あるが 、 それ を市当 局 の 指 導 で行 な うか 、市民 自 らの参 加運 動 で 行な

うか の差 異 で あ る と考 え られ る。

しか し、 日本 で は まだ そ の前 夜 的段 階 で、 今 回 の ア ンケー トも市当 局側 の

政 策決 定 に対 す る初 歩的 な方 法 につい ての み と どめ てい る 。

A)ビ ジ ョン作 成 に対 す る 市民 へ の 何等 か の働 きか け を行 って い る都 市は

37都 市 に のぼ ってい るが 、意 識調 査 に よるもの と、市 か らの 積 極 的 パ ン フ

レ ッ ト配 布 、市長 との対 話 がそ の 代 表 的 な方法 と な って いる。

革 新 系 市長都 市 の1/2が 市長 との対 話 を行 なっ てい る と報 告 され て い る。

B)こ の よう な色 々 な メデ ィア に よ る市 民 の意 見 の市当 局 の 吸収 は今 日の

所 も っぱ ら布当 局担 当者 、 あ るいは 市長 の立 案 の 参加 になっている段階 にす ぎ

ず 、一 つの市 民 の意 見 として直 接 取 り入 れ る制 度 に な ってい る都市 は な い の
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表2-5 藤 沢 市 の問 題 点 と ビジ ョンの 関 連 性

1.現 在 の 問題 点 2.今 後 の問 題 3.ビ ジ ョ ン

1 下水処理

、

1 交通 混雑及 び交通公 害
[

・」

r
r

1 公 園 、 緑地

2 教育 施設の不備 2 ごみ処理 ㊦ 2 市民憩の場

2 交通混雑及び交通公害 3 公共用地 3 交通混雑及 び交通公害

4 公園緑地 3 住 民 サー ビス 4 下 水処理

5 保育園 及び幼稚園 5 老人対 策 4 市政の住 民参加

6 新庁舎 5 保育園及 び幼稚 園 6 住宅建 設

6 ごみ処理 7 病院不足、赤字 7 学園都市

8 公共用地 7 住宅難 8 道路舗装 、歩車道 分離

8 道路整備 9 下水処理 」
一

8 河川 、海 の浄 化 ・

10 河川海の 汚染(公 害) 9 河川 、海 の汚染(公 害) 10 都市 と農業 の融和〉

12新 庁舎

15公 園緑地_1

10 人 口の適正配置

10 ごみ処理

10 コ ミュユ テ ィ 計 画 達 成

14老 人 対 策

14、保育 園,幼 稚 園



が 現状 で ある。 現在 市 議 会 と い う間 接 代表 性 に よる決 定方 法 が と られ て いる

が 、市民 直 接 代表 性 を要 求 す る 声が 重 要案 件 に つ いて は強 くな りつ つ ある。

これ を どの よ うに取 り入 れ 、解 決 し て い くのか が 、今後 の 問題 で あろ う。

C)市 当局 か ら の市 民 の 自治 へ の 参加 促 進方 法 に つい て は 、市民 との懇談

会,相 談 とい う最 も初 歩 的 段階 が最 も多 く13都 市 とな っ て いる。 しか し市

民 アン ケー ト(11}モン ロー 制 度(5)に よる 非参加 の 中 か らの意 見 吸 収 段階 よb、

ようや く形 式的 参加 段 階 に入 った こ とを示 す もの と言え よ う。 この段 階 での

市長 との対 話(6)市 民集 会(5)ロ ー リン グ ・システ ム(4)等 の方 法 を含 め て26都

市 が この段 階 に入 った こ とを 示 して い る。実 質 的参 加 方法 と して の市 民 直接

自治方 式 、市民代 表 制度 に向 って活 発 な 議論 が 今 後展 開さ れ る こ とが予想 さ

れ るo

D)市 当局 か ら市民 へ の 自 由参 加 へ の働 きか け とし て ロー リング ・シス テ

ムが23都 市 で採 用 さ れて い ます が 、計 画策 定 の為 の何 等 かの 委 員会 の設 置

が16都 市 で行 な われ てい ま す 。

この 面か らの市民 代表 制 が 検 討 され てい るとい う証 拠 で あ ろ う。

E)こ の傾 向に 対 す る間接 代 表 制 に よ る議 会 の反 応 は 、 これ を是 と して積

極 的 に支 援 してい る都 市 は13、 そ の 結果 を参 考 と してい る都 市 が10と な

ってい るo
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§3藤 沢 市 の ビ ジ ョ ン 構 想 の 創 造

●

本 章 に お いて は 、 まず 藤 沢 市 の市 役 所職 員 に対 し て実 施 したア ンクー ト調

査 よ り得 られた 藤 沢市 の現 状 の 問題 点 、将来 の問題 点 、 ビジ ョ ンをKJ法 に

より分 析 し、 こ れか らの藤 沢 市 の ビジ ョ ン設 定 の基 礎 と した 。

次 に 、 こ のKJマ ップに基 づい て 、 ト ップ会談 にお いて具 体 的 に5つ の ビ

ジョ ンを創造 し、特 に5つ の ビジ ョンの 内 、これ か らの 藤沢 市 に おい て 重 要

性 を も って くる と考 え られ る教 育 と市 民参 加 につ い ては 、個 別作 業 部会 を開

いて ビジ ョン マ ッ プを 作成 した。
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§3-1 藤 沢 市 の 問 題 点 の 分 析

こ こで は まず 、 §2に お い て の べた 藤沢 市 の現 状 の問 題点
、将 来 の問 題点 、

ビ ジ ョンに 列挙 さ れ て いる項 目につ い てKJ法 を適 用 し
、KJマ ップを作 成

した。

この マ ップを表3-1に 示 すo

この マ ップか らわ か る ことは、 藤 沢市 の現 在及 び 将来 の問題点 及 び ビジ ョ

ンは 大 別 して

(Dミ ビル ミニマ ムに 関 す る もの

(ii)コ ミュ ニ テ ィプ ランニ ン グに 関 す る もの

㈲ 住民 参 加 に関 する もの

㈲ 以 上3つ を側 面 的 に援 助 す る た めの新 市政体 制 の整備 に関 する

もの

以 上 の4つ に分 け られ る。

そ して各 々は次 に示 す よ うに展 開 す る こ とがで きる。(表3-2
、表

、3-3・ 表3-4)

ン
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」

●

相 参 加 によ る緑 と文化 の鯨 司

、

近隣社会(町 内会)

などの意識の検討 (すぐやる市民本位

新 市政 体 制の整 個

市の重点施策

/
教育行政の改善

る教育

の解消

施設の

了する

住民錘 乙よる

±地利o植 立

公書対策

}

.〆

木

撒

餌

⇔

ロ

舩

入

交
/

の殴施安

登

通

蘭

交

全ー
　
ピ
/

＼ ク

老人福祉対策

　( ＼
教育対策

屹i呉 〆
社会教 の充実

学校教育 社会教育

ぺ の施蜘

運 ㌘
⑭

正配置

職員対策

運 ヅ

7
誌含的 市民の

憩いの 設置

市民文イセンタ_
～ンの完成

藤沢文ぽ=市民の

化作品の刊行

市民の地域集会施

設を完備する

コミュニティプランニング

学園都市

4M9市 構造

公立学校の房致

有名×学(特に医学部)

の跨致

公立高校湧鼓

遥
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表3-2 シ ビ ル ミ ニ マ ム の マ ッ プ

シ ビル

ミニ マ ム

公害対策

社A

福 祉 対 策

生活安定

ゴ ミ対 策

交 通 対 策

汚 水 対 策

福祉対策

教 育 対 策

物 価
流通対策

ゴ ミ処理 の改 善

交通公害の排除

海 の浄 化
レ ジ ャー 開 発

河 川 の 浄 化

下 水 道 の 完 備

老人福祉 対 策

身 障 者 対 策

社会教育の充実

幼 稚 園 の 確 保
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表3-3 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ニ ン グ の マ ッ プ

コミ忌 ニアイ
ーフフンニン

グ

文 化レクリェーショ
ンセンターを作る

緑 化 対

路交通網 の
墓 備

機能 別地域 の
分 化

市民文化センター
の 兀 備

レク リェーション

施 設 の 充 充

緑仕政策の 推 進

道 路 の 整 備

生活道路 の整 備

公 〉
学 校 の 誘 致
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表3-4新 市 政 の マ ップ

新市政体制
の 整 備

市 民 対 策

市の重点対策

人 口 対 策

自 治 行
政 の 推 進

職 員 対 策

市民意識 の高揚

市 民
サー ビスの強化

教育行政 の改善

公 共 用 地 対 策

人 口 抑 制 策

職員研修 の充実

住 民 参 加

市民による街
つ く り

市民参 加の政 治
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§3-2 藤沢市の ビジ ョンの 明確化

こ こでは 、 §3-1に お いて 作成 したKJマ ップに基 づ い て、 藤 沢市 の

トッ プ会 談 を 開 き藤 沢市 の 具体 的 ビジ ョ ンの明確 化 を 行 な った 。

そ の結 果 、藤 沢市 の ビジ ョン と して は 次 に のべ る5つ が基 本 的 な柱 と し

て創造 され たo

1

2

3

4

5

教 育

福 祉

街 づくり(グ リー ン計画)

市民参加

生活物資流通

次 に 、 これ ら ビジ ョンが 設 定 され るに い た った藤 沢市 のか か え てい る問

題 点 、具 体的 な政 策 案 、制 約 条 件 につ いて各 々 のべ てい く。

●
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§3-2-1 教 育

」

】

(1)教 育 を め ぐる 問題 点

中等 教 育 か ら高 等 教 育へ の移 行 に おい て 、各 人 の能 力に応 じた教 育 を どの

よ うにや っ てい くの か が問 題 とな った。

藤沢 市 におい て も、 父兄 の学歴 へ の執 着 が 強 く、 また私立 高 校 は 月謝 が 高

い の で公 立 高校 をふ やせ との 声 が強 い。

ま た 、幼 稚 園の建 築 の要 求 も強 ま りつ つ あ る。

(2)教 育 の具 体 化 の ため の政 策案

q)公 立 高 校 の誘 致 を行 な う。

㈲ 大 学 を1つ か2つ 誘 致 す る。

旬 教 師 の雑務 の コン ピュー ター 導入 に よる合 理化 を計 る。

Qv)コ ン ピュー ター 導 入 に よる新 しい教 育手 法 を取b入 れ る。

ω 個別 指導 の プ ログ ラムづ くり

(ロ)今 日の教 育 でお ち こぼれ てい る子 、.特 に悪 い方1/'5の 子 か ら始 め

てみ るo

(V)各 人 の能 力 に応 じた 、現 在 の教 育 体 制 とは別 なもの をつ くってみ る。

(3)教 育 をめ ぐる制 約条 件

(i)教 育 ママの学 歴 、 有名校 へ の意 識 が種 々の カペをつ くって い る。

㈲ 特殊 学 級 を つ くる の さえ差 別 との声 が あ り、 これ らのこ とが 個 別 教

育 を行 な うの を困難 に させ てい る。

㈹ 国の今 日の教 育 シ ス テ ムが新 しい 試 み を行 な う上 に お いて 障 害 に な

って い るo

●
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§3-2-2 福 祉

(1)福 祉 をめ ぐる問題点

藤沢市 において は0才 児の診料無料化 は医師会 の反対 に あっている。

(2)福 祉の具体化のた めの政策案,

(i)

(旧

ω

(iv)

(3)

地域 健康 管理 シ ス テ ムを つ くりあげ る。

0才 ～1才 児 に つ い て のこ の健 康 管 理 を徹底 的 に行 な う。

肥満 児対 策 を行 な う。

医療 情報 サー ビス の 提供 を行 な う。

福 祉 を め ぐる制 約 条件

地域健 康 は や りす ぎる と プ ラ イバ シー の 侵 害 に な るの では ない か とい う声

が あ るo
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§3-2-3 荷 づ く り

■

(1)荷 づ く りをめ ぐる問 題点

藤 沢 市 は 商 業従 事 者 率 は低 い が スー パー 、デ パー トの進 出 に より、 床 面積

は他 所 よ りは るか に大 きい とい う特色 を もって い る。

この よ うに 、 スー パー 、デ パー トの進 出 に より地 元 の商 店 街 の バ ラン ス を

くず して しま うお そ れ が ある。

(2)街 つ くbの 具 体 化 のた めの政 策案

(Dひ ろび う した空 間 を つ くる

㈲ 広 い 道路 をい くつ か つ くる

6ii)駅 前再 開発

(iv)市 民 参 加 に よb緑 の提供

(イ)

(ロ)

←→

ナ シ園 、 ブ ド一 睡 、 イモ掘 り場 等 を つ くり、 小学 生 に解 放 す る。

これ らと サ イ ク リング ロー ドを組 み 合わ せ る こ とに よ リグ リー ン

ネ ッ トワー ク を形 成 す る。

地 域 に対 して生 鮮食料 品 を提供 す る こ とがで きる よ うにす る。

(V)汚 水 、下 水処 理 の整 備 を行 な う。 特 に汚 水 に 関 して は 、汚 水処 理 を

つ くり、 工 業 用 水 と して循 環 汚 水を利 用 す る。

㈲ 境 川 、引 地 川 流域 下 水の整 備 を行 な う。

(3)街 つ くbを め ぐる制 約 条件 ・

'実施 す る プ ロ ジェク トの 内容 に より、工 場 地域 、商 業 地 域 、農 業地 域 間 に

対立 をひ きお こ して しま うものが ある。 また すべ て満 足 させ よ う とす る と、

ど うして も総 花 的 に なって しま う。

●

'
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§3-2-4 市 民 参 加

(1)市 民 参 加 を め ぐる問 題 点

合 まで数 多 くの対 話 を行 な って き たが 、そ の場 合 対 話 の 内容 が ど う して も

個 人的 な ものに終始 して しまい 、そ れ だ けで は不 十 分 で あ る こ とが わ か った。

(2)市 民参 加の 具 体化 の た め の政 策案

(i)意 見 を言 って くれ そ うな人 々 との定 期 的 な会 合 を もつ。

㈲ テー マ別 に種 々 の階 層 の人 間 を 集 めた シン ポ ジ ウ ムを 開 く。

㈲ イン テ リ層 を集 め て デル フ ァイ手 法 等 を使 用 した シ ンポ ジ ウム を 開

く。

(3)市 民参 加 をめ ぐる市 の特 色

藤 沢市 は 人 口が あ ま り多 くない ので 、対 話 の機 会 を多 く もつ こと がで きる

と と もに 、多 くの イ ンテ リ層 が 住ん で いる こ とも特 色 とな ってい る。

'

、
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§3-2-5生 活 物 資 流 通

、

(1)生 活物 資流 通 を め ぐる問題 点

今 回 の 石 油 パ ニ ックは生 活 物 資 の安 定 価 格 に よる安 定供 給 を確 立 しなけれ

ば な ら ない こ とを示 して い る。

② 生 活物 資流 通 の具 体 化 の た めの政 策 案

(i)流 通情 報 サー ビスの 実 施

(ii)デ パ ー ト、 スー パー 、 生 協等 を利 用 した物 資 の供 給 ルー トづ くり

㈹ 市 民 に 買い だ めを させ ない ための キ ャ ンペ ー ンの 実施

lV)市 が物 資の ス ト ック を行 な ってteく

以上5つ の基 本 的 ビジ ョンに つ いて の べ て きた が 、 これ ら を市 が プロ ジ ェ

ク トと して具 体 的 に遂 行 して い く場 合 に 、 次に のべ る諸 点 を 制約 条 件 と して

考 え てい か なけれ ばな らな い。

(i)今 日の社 会 的 、経 済 的 激変 は将 来 の財 政 的 な予測 を非 常 に困難 に さ

せ てい るの で 、 これ にい か に対処 して い くか に つい て考 え てい か な

け れ ばな らない。

ω これか らの 政 府 の補 助 を ど の よ うに考 え てい け ば よい か とい うこ と

も問題 に な る。

杣 プ ロジ ェク トの実 行 に 際 して ネ ック となる ものは 市民 の反 応 と財政

で あ り、市 議 会 、対 市 長 へ の対 策 もむつ か しい もの を含 ん でい る。
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§3-3藤 沢 市 の ビジ ョンマ ップ の 作 成

ここ では 、 §3-2で 創造 された5つ の ビジ ョ ンの う ち特 に藤 沢 市 にtev>

て重 要 性 を もつで あ ろ う と思 われ る教 育 と市 民 参 加 の2つ に つい て個 別 作業

部会 を ひ ら き 、ビ ジ ョン マ ップ を作 成 した。

なお 、 ビジ ョンマ ッ プを作 成す る際 に は 、TPBS手 法 の原 則 であ る次 の

6点 に つい て考 慮 した 。

(i)現 状 延 長型 を排 す る こ と

㈲ 藤沢 市 の特 質 を もりこむ こと'

㈲ 市民 参 加 を徹底 す る こと

㈲ 新 しい 、技 術 、組 織 、方法 を もりこ む こ と

(V)最 重 点主 義 をとる こと

(vDプ ロ ジェ ク ト設 定 につ いて は

㈲ 具 体 的計 量 化 した形 で設 定 す る こ と。

(ロ)タ ー ゲ ッ トを い くつ か の サ ブター ゲ ッ トに分け る こと。

.←・)サ ブ タニ ゲッ トは段 階 的 、発展 的 プ ロジ ェ ク トと して 設定 す る

、 こ とo

←)各 々の ター ゲ ッ ト、 サ ブ ター ゲ ッ ト、 プ ロジェ ク トに は期 限 を

つ け る こ と。

、

⑳
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●

●

§3-3-1 教

教 育 につ い ては 、藤 沢 市 にお いて は

(i)学 校 教 育 ・"

(の 青 少 年 の コ ミュ ニテ ィ思想 の普及

㈹ 幼 稚教 育

(iv)中 高年 層教 育

(V)家 庭 主 婦 の2サ イクル の問題

(vi)ボ ラ ンタ リー 活 動 のた め の教 育

舶}学 校 経 営の 機械 化

⑩ 自主的 な ス ポー ツ活動 ・

{×)教 育 施 設 と人 員 の確 保

育

の9つ が 、 これ か らの 問 題点 と して 浮 きぼ りに され て きたo

(i)学 校 教 育

1

2

3

4

5

6

子 供 に創 造 性 、問題 解 決性 を もたせ る。

画 一 教 育 では な く、 個別 教 育 を実施 す る。

テ ス トは な くす 方 向 で ルー チ ンの 中で評 価 す る。

学 年 性 に とら われ ない教 育 をす る。

自主 的に 勉強 す る方 向.に も ってい く。

コン ピュー ター の積 極 的 利 用 を行 な って い く。

とい う基本 認 識の も とに、

(1)生 徒 間 の格 差 を縮 少 する方 向 へ 向け て 積極 的 ア プ ロー チを行 な う。

② そ のた めの 、個 別 学 習 シス テ ムを確 立 す る とと もに 、標 準教 育シ ス テ

ムを 確立 して い る。 これ を先 生生徒 が 自主的 に行 な ってい け る よ うな

体 制 づ くりを して い く。

(3)計 算 のわ ず らわ しさか らの解放 と、考 え る教 育へ の ス ムー ス な移 行 を

計 るた めに電 卓 や プ ッシ ュホ ンの 積極 的活 用 を考 え てい く。

(4)教 育 ママ対 策 、 日教 組対 策 の2つ も長 期教 育 計 画 の中で考え てい く。

以 上 を こ れか らの学 校教 育 を考 え てい くため の具 体 的 目標 と して設定 した。

(ii)青 少年 の コ ミュ ニテ ィ思想 の普及
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'

これ か ら は 、市 民 参 加 に よる街 づ くりが考 慮 しな け れ ば な らぬ問題 ど し

て大 き くク ロー ズ ア ッ プさ れて くる と思 わ れ るが 、そ の ため には 地 域 の社

会 人 と して の生 き方 と各 人 の個性 との調 和 を 計 る こ とが為 され なけ れ ばな

らない 。 こ こに コ ミュ ニ テ ィ思想 の確 立 と い うもの が大 きな意味 を も って

くる。 そ こで こ こで は コ ミュ ニテ ィ思想 を特 に青 少 年 に 対 して普 及 させ て

い くこ とを考え た。

㈲ 幼 稚教 育

今 日、保育 所 あ るい は 幼稚 園 にい か ない子 供 はほ とん どない と言 って 良

い現 実 が あ ると とも に、 一方 で は私 立 と公 立 の幼稚 園の 格差 は 大 きな も の

があ る。 これ ら に加 え て 、藤 沢市 の人 口が増 加 す る と ともに 、共 働 きの家

庭 もふ え 、乳幼 児保 育 所 、0才 児保 育 所へ の要求 も高 ま って いる 。

以上 の こ とか ら こ こで は保 育所 、幼稚 園の 設 置 を幼 児教 育 にお け る具体

的 な プ ロ ジェク トと して設 定 した 。

Ov)中 高年 層教 育

今 日N'中 高 年 層 の社 会復帰 の 問題 が大 き くク ・一 ズ ア ップされて きて い

るが 、 こ こでは 特 に停 年退 職 者 の再就 職 につ い て考 え てい くこ とに した。

具 体 的 に は次 の プ ロセ ス を考 えた 。

以 上 の プ ロセ スに お いて 藤沢市 は

(1)就 職 口 の あ っせ ん

(2)教 育訓 練 を受 け るた め の訓 練 学 費 の半 額 補 助

等 を考 え てい くことに したo

(V)家 庭主 婦 の2サ イ クル の問題
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、

■

今 日、40代 以 後の 婦 人 の 再就 職希 望 者 が増加 しつつ あ るが この よ う
、

な現 状 に対 し市当局 とし ては

(1)情 報 提 供

(2)就 職訓 練

(3)通 信教 育

等 の積 極 的 に行 な う ことを 、2サ イ ク ル問題 を解 決 す るた め の プ ロジェ ク

トと して設定 す るこ とに した。

(vi)ボ ランタ リー活 動 のた め の教 育

今 まで も市 と しては ボ ランタ リー の養 成 を行 な って きた が 、受 け入 れ ら

れ ない とい う情況 が あ った。 こ の よ う な情 況 を打破 し、ボ ラン タ リー の希

望 者 を満 足 さ せる ために 市 と しては

(1)医 師 会等 と結 び つ けた組 織 教 育 の実 施

② 他 の市 と の連 携 を行 な って い く

等 の こ とを考 え てい くこ とに した。

㈲ 学 校 経営 の機 械 化

今 日の学 校教 師 は 教 育 の他 に様 々の 雑務 に おわれ 、ひ いて は そ の こ とが

教 育 内容 そ の もの に も反映 され てい る 。

そ のた めに 、種 々の事 務 の合理 化 を計 る こ とに よ り、 教 師 の雑 務 の軽 減

の 方 向 に もってい と う とす る こ とを考 え た。

具 体的 に は

(1)時 間割 の作 成

(2)身 体検 査 の 集 計'

(3)IQテ ス ト

(4)教 育 委 員会 の指 示 に よる種 々の集 計

(5)通 信簿

等 を コ ン ピュー ター化 してい くこ とを考 え た。

⑩ 自主的 なス ポー ツ活 動

ス ポー ソを通 して 、体 力 の増 強 あ るい は健 康 を増 進 す るた めに
、ス ボー

ソの 市民 へ の一般 化 を計 る と と もに 、市民 が 自主 的 に スポー ツを行 な うこ

との で きる施設 をつ くる こ とを 考 えたo
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具 体 的に は

(1)ス ポ ー ツセ ン ター の 設置

(2)ト レー ニン グ セ ンター の設 置

等 を考 え てい く こ とに したo

lX)教 育施 設 と人 員 の確 保

醐 市にパ ては、文化者肺 と しての特徴を もたせるために・これか ら

も小 、 中 、高 等学 校の 設置 及 びい くつか の大学 の 設置 を行 な って い か ねば

な らない が 、そ のた め の財 源 、物 資 、土 地 、人 員 の 確保 の ため の具 体的対

策 を考 えて い くこ とに したo

以 上の 項 目に もとず い て教 育 に つ い て の ビジ ョンマ ッ プ を作成 した もの

を表3-5に 示 す 。

●

●
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表3-5 教 育 の ビ ジ ョ ン マ ッ プ

,7〔シ㌧'77 '7〔ト,78

長期教育
計画立案

教師 とPTA

の参 加

{1}教育 ママ対 策

② 日教 組 対 策

小学校教師の教育と教

育方法評価システム

個 別学 習

ファイルの作 成

個 別学 習評 価
シス テ ムの確 立

任}ス ケ ロ グ ラ ム

'75

標 準教 育
システ ムの確 立

教育情 報 セ ンター

電卓、プッシュホンによる・

教育 の機 械化

(全 体のレベルアップと格差の縮少

(1)'78年 、レベルアップ10%

格差 縮 少25%

〔2}'80年 、レベルアップ20%

格差 縮少50%

トクエ

少

ジ

縮

ロ

差

プ

格

青 少 年 のコミュニテ

ィ思 想 の普及

〔ヨ市 民 参加 、荷づ くり と関連

に)保 育園、幼 稚園 の設 置

'80

個性 とコ ミュニテ

ィ思想 と社 会活 動

能力 を も った人 間

を育成 す る

,73 ,74

定年前にデータファイル

作成 と再教 育 計画

受入体制の整備と
市の援助

中高年層教育

(1)1/2は 社会 復 帰

家庭 主 婦の

2サ イク ル問題

〔1購 報提 供

{2)職 業訓 練

自主的 な.

ス ポー ツ活 動

学校経営の
機械化

(1}時 間割 作成

② 身 体検査 の 集計

{3}IQ.テ ス ト

ボ ラン タ リー活 動

のた めの教 育

ω他 市 との連 携 を計 る

'76年 次 の必要 量推

定 と年 次計 画

財源、物資、こヒ地の確

保のための具体的な対策

、 教育施設 と
人員の確保ハ /

{1):t:地提供 者へ の 特権 {1)公立高校設置

②大学誘置



§3-3-2市 民 参 加

地 方 自治 体 にお け る住 民参 加 の問 題 は、 これ か らの都 市 問題 にお け る最 大

の 問題 点 の1つ に な る と思 わ れ るが、 藤 沢 市 にお い て も例外 で は ない。

市 民参 加 の形 態 につ い ては、 ア メ リカの アー ン ス タイ ン女 史 に よる と8つ

の段 階 に分 かれ て い る とい う。

まず 非参 加 の段 階 と して

(1}世 論 操 作

② 対 象療 法

次 に、形 式 的参 加 の段 階 と して

(3)広 報

(4)相 談

(5)対 話

の3つ の段 階 が あb、 最後 に安 定 的 参 カ日の 段 階 と して

⑥ 対 等 協 力

{7)市 民 代表 制

(8}市 民 自治

の3つ の段 階 が あるが 、 藤沢 市 に お い て も他 市 と同様 に広報 → 相 談→ 対 話 と

い う'「型 式 的 参 加 」 の枠 を出 て お らず、 「安 定 的 参 加」 の段 階 に までな 到 達

してい ない と言 え よ う。

しか し、 人 口25万 とい う藤 沢 市 程度 の規 模 の 都市 で あれ ば、 市 民 はそ れ

ほ ど苦 労 しな くて も、 ま ち全 体 の イ メーージを把 握 す る こ と もで きれ ば 、 自分

の住 ん で い る地 区 の み で な く、 他 の 地 区 の特 徴 をつ かむ こ と も容 易 にで き る。

この こ どは 、 あ る地 区 で発 生 した 問 題 は 、 それ が 全市 的 な性格 を もつ もの で

あれ ば、 市 民 が手 づ くりで起 こす 情 報 エ ネル ギー 程 度 の大 き さで も、 容 易 に

伝 播 し、 そ れ ぞれ の 地 区 にお い て増 巾 され て全 市 に伝 わ り、全 市 民 の 関 心事

に す る こ とは可 能 で ある。

この と とは 、市 民 が 日常 的 な生 活 体 験 の 中 か ら派 生 しで くる様 々 の問題 を

また市 の あ るべ き姿 を、 市民 を含 め て市 の職 員 と協 同 しなが ら一 歩一 歩 住 民

自治 の拡 大 を してい くこ とが可 能 で あ る と考 え られ 、 この こ とが実 現 す る可
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A

能 性 は大 都 市 よ り中都 市 の方 がは るか に大 きい の で は ない か と考 え られ る。

以上 の藤 沢 市 の特 質 に もとつい て 、 こ こでは 昭和55年 に市 議 会 、 市、 市

民 代 表 に よる三 位 一 体 の市 民 自治 を め ざす た めの 市民 参加 ビジ ョン マ ップを

作成 した。

市 民 自治 とは

(D市 政へ の参 加

(川 市 民 に よる街 づ くり

の2点 に集 約 され る と考 え られ る。

そ の場 合 大 きな問 題 に なる もの と して、

(1}利 益 対立 集 団 が 存 在 す る中 で どの程度 自治 が可能 な のか?

(2}市 議会 と市 民 代 表性 との関 係 を ど うす るの か?

(3)住 民 と執 行 機 関 との 関係 を ど うす るのか?

以 上 の3つ が ある。

(1)につ い て は、 利 害 対立 集 団相 互 を どの ように妥協 させ て い くの か とい う

ことが重 要 に な り、 対 立 を緩 和 させ つ つ上 位 の コ ンセ ンサ ス を得 る よ うに も

って い くこ とが大 切 で あ る と考 え られ る。

② につ い て は、 地 域 代 表、 職 能 代 表(医 者 、農 業者 、商 業 者 の 代 表 等 等 を

組 織 しつつ 、 それ らの 代 表 を市 議 会 に どん どん 送 り こむ よ うにす る。

{3)につ い て は、 市 民 か らみ た市 民 自治 と行政 か らみた市 民 自治 が 違 った概

念 に な ってい る とい うこ,とで あ る。 す なわ ち、 市民 か らみ た市 民 自治 は主 と

してエ ゴか ら きた利益 追 求 が 中心 とな り、行 政 体 は地 域 メ リ ッ トを求 め る こ

とに重 点 をお きや す い等 の問 題 が 住 民 と執行 機 関 の間 に横 た わ って お り、 こ

れ を何 等 か の形 で解 決 して いか なけ れ ば な らない。

以上3つ を、 徐 々に で も確 実 に解決 して い きつ つ市 民 自治 を め ざす た めに

は 、 次 に のべ る2点 が 必 要不 可 欠 の もので ある と考 え られ る。

(i)町 会組 織 とは 別 の利 益 代 表、 地 域 ・職 能代 表 、 中立 組 織 づ く り

(ii)市 民投 票 制 の実 施

こ こで利益 代 表 と して は、 老 入、 主 婦 、 サ イ ク リング グ ルー プ、 グ リー ン

化 運動 、 ス ポー ツ、絵 画等 の代 表 を考 え 、地 域代 表 と して は、 藤 沢 市 を14

の ブ ロ ックに分 け、 各 々 の ブ ロ ック の代 表 を地 域代 表 と考 え て い き、 職 能 代
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表 と して は、 各種 職 業 分 類 ご とに代 表 を考 え てい く。

以 上2つ を積 極的 に推 進 す るた め には、 まず プ ロジ ェク トの 自主 管理 あ る

い は地 域 の 自主 管 理 等 が 必 要 と な り、 そ の た め には

(イ)ゴ ミ委 員会 ・ 道 路 委 員会 等 を どん どん 組 織 して そ れ に市 民 を参 加 させ

ま き こん で しま う よ うな 問題 別 地 域 組織 をつ くってい く。

(ロ)(イ)で のべ た問題 別 地 域組 織 をい くつ か の地 域組 織 へ 拡 大 し、 全 市 的 な

ものへ もってい くた め の問 題 別 広域 協議 会 を つ くってい く。

内 自主管 理 には 、 当然 市 民 の積 極 的 な参 加 が なされ な けれ ば な らない が

この場合 意 見 の 違 う人 間、 あ るい は種 々の事 情 に よ り参 加 で きない 者 が

で て くる と考 え られ る。 この場合 、 多数 決 に よ りお し き って しま うの で

は な く、 少 数 者 の実 態 を中立 者 が 評 定す る こ とが で きる調 停機 関 をつ く

ってい か なけれ ば な らない。

←)今 日藤 沢 市 の 自治 会 組 織 と して は 、公 報 部 門、 防犯 部 門 、環 境 衛 生 部

門、 貯蓄 部 門、 交 通 安 全 部 門 の5部 門 か ら成 ってteり 、 これ らが7つ の

地 域 協議 会 に ま とめ られ て い て、 そ れ が連 合 会 と して統 一 され てい る。

今 日、連 合会 は 種 々の 権 力 を持 って お り、 これ が市 民 自治 へ の障 害 に な

って い る。 そ の ため に連 合会 を変革 す る ため の運 動(例 え ば 、子 供 会、

主 婦 等 を 自治 会 に加 入 させ る こ とに よ り 自治会 の体 質 改 善 を計 る)を ど

ん どん行 な ってい くよ うにす る。

,困 市 民 自治 を地 域 組 織 に 発 展 させ る た め の1プ ロ セス と して、 まず 地域

モ デ ル地 区 を つ くる こ とが 必要 に な る。

そ の た め に は、

① 市 民 教 育的 なPRが 必 要 であ る。

② 市民 自治 にお い ては市 が金 を出 して、 そ れ で解 決 す る とい う方法

は マ イナ ス で あ る とい う考 え 方 にた ち、 社会 運 動 へ の 積 極的 参 加 を

推 進 す る た め の ムー ブ メン トを ひ きお こす 。

③ モデ ル地 区 づ くり のた めに積 極的 に動 く気 違 いづ くり を行 な う。

以 上 が必要 に なる。

←}市 民 投 票 制 度 に つい ては 、 これ は あ くまで補 完 的 な もの であ る とい う

意 識 を もつ べ きで あ り、 市民 投 票 制 度 を 明確 に しなけれ ば 、 む やみ な乱
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用 を招 くば か りで な く、 市民 自治 そ の もの に も荒 廃 を もた らす もの で あ

る ため に、制 度 の 内容 の 検討 は 十 分 に行 なわ なけれ ば な らない もの と考

え られ るo

市 民 投票 制 度 につ い ては住 民 か ら行 政 へ の、 あ るい は 行政 か ら住 民へ

の とい う一 方 通 行 を排 し、両 者 が 各 々 の意 思 を問 うこ とが可 能 な制 度 に

す る こ とが 必要 で あ る。

以上 に 基 づ い て、 表3-6に 示 す よ うな住 民 参加 の ビジ ョン マ ップを 作成

した。 、'

巳
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表3-6 市 民 参 加 の ビ ジ ョ ン マ ッ プ

74 78 79

員

Il)子供会の自治会参加
②主婦会の自治会参加

{1)子孫 の社 会 労務

きちが い づ くり

〔1}サー ビス精神に とんだ入間

モ デル地 区

つ り

題

i;虞滋 露

織
行政とのコミュニ

ケーション機 能

自主(地 域)

管 理

80

利益 代 表、 地域

職 能 中立組 織づ
くり

地 域 住 民
投 票

市 民 の 奉 仕

市

ほ)マ ンパ ワー

〔2}補 助 金

制 度 の 内 容
の 検 討

〔1}全部 で な くて もよい

② プ ロジ ェク トの 自主 管 理

〔3W域 の 自主 管理

市
制

投 函
度

〔1}ス ピー ド ア ッ プ を 計 る

i癖 套}・ の・求
〔3)主要問題 に つい て市長 が 市民 に問 う

{4)代替 案 の選択 を問 う

市

80

竃 。}一
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、

§4グ リー ン コ リダ ー ネ ッ トワー ク 計 画

§3に お い て は、 教育 と市 民 参加 につ い て 藤沢 市 の ビジ ョン マ ・ソプの作 成

を試 み た。

しか し、藤 沢 市 は 次 にの べ る よ うな他 市 に ない地理 的、歴 史 的 、 政 治 的特

色 を も って い るた め に、そ れ らに特 に着 目 したグ リー ンコ リダー ネ ・ソトワー

ク計 画(コ リダー とは 回廊 の意 味 で あ る)をTPBS手 法 の適 用 の ケー ス ス

タデ ィと して採 用 す る こ とに し、以 下 グ リー ン ヲ リダーーネ ッ トワー ク計 画 に

つ い て のTPBSの 手 順 に つ い て展 開 した 。

なお 、 グ リー ン コ リダー ネ ッ トワー ク 計画 は 藤沢 市 の具 体 的施 策 と しては

と りあけ られ てい ない が、 素 案 と して現 在 考 え られ て お り市民 参 加 とい う点

か らみ て もこれ か らの藤 沢 市 を考 え て い く上 におい て も、 ま た同様 の問 題 を

か か え てい る他都 市 に対 して も、大 きな示 唆 を与 え うる もの と考 え られ る の

で、 とり あげ る こ とに決 定 した。 、

藤 沢 市 の特 色 と しては

川 首 都 圏へ の人 口集 中 に よるス プ ロー ル化 は、 多 くの衛 星都 市 を誕 生

させ たが、 藤沢 市 へ も大 きな影 響 を及 ぼ した。 す な わ ち、 比 較 的生 活

環 境 の よい湘 南地 区 に住 居 を求 め ・入 口を急 増 させ る結 果 を もた ら し

→ 大 きな人 口問 題 を ひ きお こ した。

(il)藤 沢 市 では、 南北 に細 長 い市Q中 央 を貫い て流 れ る引地 川 を包 む 自

然 の緑 の帯 、東 の端 を流 れ る境 川 の緑 の帯 を もっ と と もに、農 地 を 中

心 とす る北部 の丘 陵 地 と商 店 街 、 住 宅 地 を中心 とす る南 部 の海 岸 地 帯

の 間 の 自然 の不 連続 性 と社 会 的 ア ンバ ランス とい う状 態 が生 じて い る。

細 ま た、 藤沢 市 に は都 市 公 園法 に も とず く正規 の公 園 が82ケ 所合 計

約30ヘ ク ター ル が あ るが、 これ は25万 市民1人 当bに 換 算 す る と

わず か1平 方 メー トル強 で あ り、県 立公 園 を含 めて1 .7平 方 メー トル

に す ぎない。 ヨー ロ ッパ の都 市 の レベ ルは お ろか、 日本 の都 市 計 画 の

最 低 基 準 の3平 方 メー トルに さえ 達 してい ない。'・

OW藤 沢 市へ の東 京 か らの 移住 人 口の か なbの 部 分が 自然環 境 の 良 さを

求 め て住居 を定 め た者 で あ るた め に 、特 に住 民 の側 か ら 自然 環 境 の保
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全 を 求 め る要 求 が強 い。

以 上 を も って い る。

これ らの 特色 を背景 と して、藤 沢 市 にお い て は特 に具 体 的 施策 と して

(i)藤 沢 市 の従 来 の 延長 線上 で の都 市 の膨 張 を思 い き って抑 制 してい く。

㈲ 市 街 化 区域 の過 密化 を押 え るた め に60%住 居 専 用 地域 とし、 そ の内

50%を 第1種 住 居 専 用地 区 に と る。 これ に より建 ペ イ率 や容 積 率 もで

き るだ け低 くお さえ る。

⑩ 工 業 誘致 や 大 規模 団地 の進 出 は今 後一 切 み とめ ない 。 そ して、 あ る規

模 以上 の 開発 や建 築 に対 し、 公 園、 集 会場 、 駐 車場 を一 定 の規 準 で義務

づ け て開 発 に と もな うソー シ ャル コス トの 自治体 へ の転 嫁 を規 制 す る。

細 市 街 化 区 域 内 の生 産 緑地 を保 護 し、空 間 地 は緑 の 広場 と して市 が借 り

㍉ ・上 げ る こ とに よ って、 住 宅地 の中 にす き間 を確 保 して い く。

以 上 の もの を打 ち 出す こ とに より、 積 極的 に環 境保 全 にの りだ して きた。

㈹ を 中心 とす る環 境 保全 、 緑 の 確保 、 公 園 、 原 っぱ の確 保(特 に原 っぱ の

確保 は 原 っぱ 作 戦 と よばれ、 大 々的 に 展 開 され て い る)及 びそ れ らの有 機 的

結 合 を計 る こ とは 、 これか らの藤 沢 市 の施 策 と して重 要 な意 味 を も っと考 え

られ 、 そ の点 か ら も、市 内の 中央 を貫 通 す る引地 川 の左 右 両 岸 に緑 地 の 帯 を

つ くり、 これ を幹 と して緑 地 の枝 を伸 ば す こ とに よ り、市 内 の グ リー ン ネ ッ

トワー ク を つ くって い く こと とす る。 グ リー ン コ リダー ネ ッ トワー ク計 画 を

こ こで とりあ げ る こ とは意 義 あ る こ とと思 われ る。

次 に グ リー ン コ リダー ネ ッ トワー ク計 画 にTPBS手 法 を具 体 的 に適 用 し

た場 合 の手 順 につい ての べ てい く。

〆

グ リー ン コ リ ダー ネ ッ ト ワー ク計 画 の

フ ィー シ ピ リテ ィス タ デ ィ

ビジ ョンマ ップ作 成 及 び ビ ジ ョン造成

方 法 、手 順 の 設定
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●

第1段 階(フ ィー シ ビ リテ ィス タ デ ィ)

ω グ リー ン コ リダー ネ ッ トワー ク計 画 に おいて 考慮 すべ き項 目の洗 い

出 し

㈹ 洗 い 出 され た項 目につ い ての 内容 調査

を 中心 に行 な うこ とに よ リグ リー ン コ リダー ネ ッ トワー ク計 画 の概 要 を明 ら

か にす る。

第2段 階(ビ ジ ョンマ ップ作成)

ビジ ョンマ ップの作成 を行 な うと と もに、 各 ター ゲ ッ トに年 次 をつ け、 ビ

ジ ョンの達 成 方法 、 手 順 を設 定 し、実 現 プ ロジ ェク トを作成 す るo

第3段 階(シ ス テ ム エ レ メン トの積 算)・

実 現 すべ き プ ロ ジ ェク トに つい て年 次 計画 予算 につ い て の積算 を積 算基 礎

に も とつ い て 行 な う。 この場 合 、年 次計 画 あ るい は段 階的 発 展計 画 と考 え て

各 々の計 画 に つ い て、 年 次 と金 額 を考 え て い く。

第4段 階(ク リテ ィカル コ ンポー ネ ン トの設 定)

各 プ ロジ ェ ク トを達 成 す るた めの ク リテ ィカル コンポー ネ ン トを 洗 い 出 し

次 に各 々の ク リテ ィ カル コンポー ネ ン トについ て推 定年 次 に お け る達成 確率

を設 定 す る。 ま た、 それ ぞ れ の ク リテ ィカル コンポー ネ ン トが 起 った場 合、

及 び起 らな か った場 合 の他 の コン ポー ネ ン トへ の影 響 度 を計 量 化 す る。

第5段 階(最 適 計 画へ の フ ィー ドバ ック)

第3、 第4段 階 の デー タ を使 用 して 、最 適計 画 へ の フィー ドバ ック を行 な

うo
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§4-1グ リー ン コ リダ ー ネ ッ ト

ワー ク 計 画 の 概 要

TPBS手 法 の具 体 的 適 用 と して ζ グ リー ンコ リダー ネ ッ トワー ク計 画 を

以 下 展 開す るに あた り、 藤沢 市 の協 力 を得 て グ リー ン コ リダー ネ ッ トワー ク

計 画 作 業部会 を も うけ、 そ こで の デ ィス カ ッシ ョン に より、 藤 沢 市 の 素案 に

基 づ い て グ リー ン コ リダー ネ ッ トワー ク計 画 の 内容 を明 確化 した。

こ こで は、 まず グ リー ン コ リダー ネ ッ トワー ク計 画 を遂 行 してい く場 合 の

バ ック ボー ンに な る ポ リシ イに つ いて の ぺ る と と もに、 次 に そ の具 体 的 内容

ど、 市民 が グ リー ン コ リダー ネ ッ トワ「 ク計 画 か ら受 け る機 能 的側 面 につい

て のべ るo

(i)グ リー ン コ リダー ネ ッ トワ一一ク計 画 の3大 ポ リシー 一

藤 沢 市 にお け るグ リー ン コ リダー ネ ッ トワー ク計画 は次 に のべ る3つ の ポ

リシー を具 体 化 す る た め に考 え て い くもの で あ る。

(1)緑 を失 な った都 市 に緑 を よみ が え らせ 自然 と緑 と人 間 が共 存 す る こ

とが 出来 る新 しい 文 化 都市 をつ くる。

② 北 部 の 森 、農 耕 地 と南 部 の市 街 地 を結 びつ け る こ とに より、 今 まで

南北 に分 化 され てい た藤沢 市 を有機 的 関連 性 を も った一 体 化 され た 都

市 にす る。

(3)以 上 のべ た(1‖2}を 市 民 参 加 に より推進 してい く。

(ii)グ リー ン コ リS'一一ネ ッ トワー ク計 画 の具 体 的 内 容

グ リー ン コ リダー ネ ッ トワー ク計画 とは 、 藤沢 市 に点 在す る。

(1)グ リー ン ロー ド

(2)サ イク リング ロー ド

㈲ 各種 の森

(4)農 業緑 地

(5}原 っぱ

(6)'公 園

等 の緑 の施 設 を有 機 的 に 結 び つ け る ことに よ り(i)で のべ た3大 ポ リシー を満

足 させ て い こ うとす る もの で す。
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細 グ リー ン コ リダー ネ ッ トワー ク計 画 の 機能 的側面

グ リー ン コ リダー ネ ッ トワー ク計 画 の 機 能 的側 面 と して は、

(1)市 民 が緑 を組 み こん だ 自然 の 中 に住 む こ とが 出来 る。

② 大 人 の リク リエー シ ョンの場 を提 供 す る こ とが で き る。

(3)子 洪を 自然 に親 しませ る こ とが で き る。

(4)藤 沢 市 の中 で有 機 的 結合 を計 る こ とに よ って食料 の 自給 を可 能 にす

るo

{5}以 上 の建 設 を市 民参 加 で行 な って い く。

以 上 の もの が考 え られ る。

●
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§4-2フ ィ ー ジ ビ リ テ ィ ・ス タ デ ィ

§4-1で の べ た 概 要 に 基 づ い て 、 本 研 究 に お い て は 特 に

(i)サ イ ク リン グ ロー ド

(の グ リー ン ロー ド

Oii)グ リー ン 施 設

の8つ を グ リー ン コ リ ダ ー ネ ッ トワー ク 計 画 の3本 の 柱 と し、 各 々 に つ い て

フ ィー ジ ビ リテ ィス タ デ ィを 試 み る こ と に よ り、 ビ ジ ョン マ ッ プ 作 成 と実 現

プ ロ ジ ェ ク ト作 成 を 行 な った 。

■

§4-2-1サ イ ク リ ン グ ロ ー ド

(i)サ イク リン グ ロー ドに 関す る調 査事 項 及 び条 件

サ イ ク リング ロー ドにつ い ては 次 の諸 点 につい て考 察 した。

{1)積 算基 礎 を明 確 にす る。

② 計 画対 応 道路 の 巾及 び長 さ を求 め る。

(3}市 民参 加 の 内容 を明 らか にす る。

ここで は

(イ)計 画へ の参 加

回 サ イク リング ロー ド建 設 時 にお け る勤 労奉 仕

の2点 を考 え る。

(4)市 民 参 加 と市 当 局 のや る割合(市 民 参加 は 勤 労奉 仕 と し、 割 合 はそ

の コス ト換 算 とす る)

A案:市 民参 加0、 市 当 局10

B案:市 民参 加5、 市当 局5

C案=市 民 参加10、 市 当 局0

(5}サ イク リング ロー ドの規 格

(イ}ア ス フ ァル ト

(司 コン ク リー ト

`
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内 既在道路 の改修

㌔ §4-2-2グ リ ー 之 ロ ー ド

b

とこでは グ リー ン ロー ドにつ い て、 グ リー ン ロー ドの種 類 、 グ リー ン ロー

ドの考 え 方 、 グ リー ン ロー ドに 関す る調 査事 項 及 び条 件 につ い て のべ る
。

(Pグ リー ン ロー ドの 種 類

(1)緑 化 道 路(一 般道 路 に植樹 した もの)

② サ イ ク リン グ ロー ド(サ イ ク リング ロー ドに植 樹 した もの)

{3}シ ョ ッピン グn－ ド

(4)マ ラ ソン ロー ド

(ii)グ リー ン ロー ドの考 え方

(1)現 在 あ る道路 の まわ りに植 樹 す る。

② 新 しい サ イク リング を つ くり、 そ こに植 樹 す る

③ サ イ ク リン グ ロー ドに し よう と してい る既存 の道 路 に まず 植 え る

(4)住 民 が積 極 的 に参 加 す る地区 に お いて上 記3つ の道 路 に植樹 す る。

杣 グ リー ン ロー ドに 関 す る調査 事 項及 び条 件

(1)積 算基 礎 を明確 にす る

② 計画 対 応 道 路 の 巾及 び長 さ

(3)規 格

A案:植 樹 のみ

B案:未 舗 装 道 路 施工 及 び植樹

C案:舗 装 道 路 施工 及 び植 樹

(4)市 民 参 加 と市 当 局 の や る割合(勤 労奉 仕 をす る道 路 植 樹 の 割合 で

示 し、 コ ス ト換 算 とす る)

A案:市 民参 加0、 市 当局10

B案:市 民 参 加5、 市 当 局5

C案:市 民 参 加10、 市 当局0

㈲ 植 樹

一56一



植 樹 につ い て は

ω 苗 木 は 市 の負 担(肥 料 も含 む)

(ロ)勤 労 無 償 奉 仕

←→ 植 樹 後 の 自主 管理 は市民 が行 な う。

(地 区 は 数 ヵ所 の 自主 管理 用 の 施設 用何 を設 置 す る)

以 上 に つ い て考 え てい く○

(6}市 民 参 加 の 内容

(イ)植 樹 地 域 の設 定

回 苗 木 の選 定

内 デ ザ イン

←)ス ケ ジ ュー ル

困 参 加者

以上 につ い て市 民 参 加 に より実 行 し、 基 本 的 な大 枠 につ い ては 市 当

局 との合 議 で決 定 す る。

§4-2-3グ リ ー ン 施 設

こ こでは グ リー ン施 設 につ い て、 グ リー ン施 設 の 内 容、 グ リー ン施 設 に関

す る調 査事 項 及 び条 件 につ い て のべ る とと もに、 特 に森 につ い ては藤 沢 市 の

素 案 として提 出 さ れ た森 につ い て優 先順 位 の決 定 を試 み た。

川 グ リー ン施 設 の 内容

団 新 設 す べ き施 設

新 設 す べ き施 設 と して は 、

㈲ 自然 を生 か した各 種 の森

(司 農 園

内 リク リエー シ ョン施 設(つ り堀等)

(→ 自転 車 置 場

困 公 園

内 原 っぱ
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●

以 上 の もの を考 え て い く。

(2}既 存 の施 設

既存 の施 設 と しては

(イ)史 跡

(司 既存 の グ リー ン施 設(ゴ ル フ場 等)

←→ 農 園

←]公 園
かき

困 花 卉

←→ 牧 場

以上 の もの を考 えて い き、 これ らの施 設 を他 の諸 施設 と有 機的 に結び

つ け て い く。

㈲ グ リー ン施設 に関 す る調 査 事 項及 び条 件

(1)積 算基 礎 を明 確 に す る。

{2}施 設 内容 を明 らか にす る。

A案1自 然 重視(ベ ンチ 、遊 歩道 、 照 明、 便 所、 水道 等)

B案:若 干 の施 設(A案 十 特 殊施 設)

C案:本 格 的 な施 設(管 理 施設 等 も含 む)

(3)施 設 の管理 体 制

A案:完 全 自主管 理

B案:市 民 と市 当 局 との 協 同管 理

C案:市 の管 理

(4)市 民 参 加 と市 当 局 の や る割 合(勤 労 奉 仕 と して コス ト換 算 した もの)

A案:市 民 参加0、 市 当 局10

B案:市 民 参 加5、 市 当 局5

C案:市 民 参 加10ミ 市 当局0

(5}建 設 費 負 担

建 設 費 負 担 と して は

(イ)入 園料

(司 市 債 発 行

←→ 売 り上 げ利 潤
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←)自 転 車 置 場 か らの収益

等 が考 え られ る。

㈹ 森 の 優 先 順位 の決 定

ここでは 藤 沢市 が素 案 と して考 え て い る各 種 の森 の 中で 、特 に グ リー ン コ

リダー ネ ッ トワー ク計 画 の一 環 と して 開発 してい か ね ば な らぬ森 に つ いて、

そ の開発 順 位 を次 に示 す6つ の評 価 基準 に基 づ い て決 定 した。

(1)市 民 の ニ一一ズ

② デ モ ンス トレー シ ョン効果

{3)予 算

{4}用 地 確保 の容 易 さ

(5}市 民 動 員 の や りや す さ

(6}居 住 区 か らの距 離

結果 を表4-1に 示 す。

表 に おい て は小 さい数 字 ほ ど優 先 順位 が高 い こ とを示 して お り、計 は順位

の 単純 合計 を示 してい る。 次 に、 デ モ ンス トレー シ ョン効 果 を重 点的 に考 え

た場 合 の修 正 計 を求 めそ れ に基 づい て森 の優 先 順 位 を決 定 した。

これ に よる と小 動物 の 森 が優 先 順位 が一 番 高 く、 次 に青 少年 の森、 散策 の

森 、 新林 公園 が 次 に きてい る こ とが わ か る。

9

表4-1市 民 の森開発の優先順位

・1動

物の

森

青少
年の

森

老人
雅
の森

野鳥

の森

ふる

さと

疎

搬

の森

聖園

の森

琳

鋼

歴史

の森

L

植物
躰
園

漸
寺の
数

市 民 の ニ ー ズ 1点 2 2 5 5 3 4 4 5 5 5

デ モ 効 果 1 3 3 2 4 4 4 4 4 4 4

予 算 4 3 4 4 2 1 4 4 4 4 4

用 地 確 保 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1

市 民 参 加 2 2 2 2 2 2 0 0 0 0 0

住居 よりの距離 4 4 4 4 4 2 1 1 1 2 1

計 14 16 17 19 19 14 15 14 15 16 15

デモ効果 を重点

に した修正計 12 15 16 17 20 15 16 15 16 17 16

順 位 1位 2 3 4 5 2 3 2 3 4 3
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§4-3ビ ジ ョ ン マ ッ プ 作 成

'こ こ で は §4 -2で 記 述 さ れ た 事 項 を ふ ま え つ つ

(i)サ イ ク リ ン グ ロー ド

(mグ リー ン ロー ド

(liDグ リー ン施 設

に つ い て 、 ビ ジ ョ ン マ ッ プ を 作 成 した 。

以 下 各 々 に つ い て の べ て い くo～ ・

(i)サ イ ク リ^ン グ ロー ド

1980年 に サ イ ク リ ン グ ロー ドを 完 成 させ る と い う 目標 の も と に 、

(1)1974年 に 計 画 策 定 を行 な う と と も に 市 民 参 加 に よb計 画 を つ く

り、 そ の 発 展 を行 な う。

(2)1974～1975年 に か け て 、 サ イ ク リ ン グ ルー プ、 農 住 の 結 合

レ ク リ ェー シ ョン要 素 を組 み こ む 等 を考 慮 に入 れ つ つ 道 路 用 地 の 確

保 を 行 な う。

こ の 場 合 、 ク リテ ィ カ ル コ ン ポ ー ネ ン ト と な る もの に 、 市 民 の 協 力

予 算 とい う も の が あ げ られ る。

(3)1975年 に は デ モ ン ス トレー シ ョン 用 の 小 型 ル ー プ道 路 の建 設 を

実 施 し、 以 下 何 様 に 数 個 の ル ー プ 道 路 を 建 設 して い く。 こ の 場 合 ル

ー プ の 中 に種 々 の 施 設 を組 み 入 れ る よ う に す る。

(4)1979年 に は 、 ル ー プ相 互 の リン ク を つ くる こ と に よb、 農 住 の

結 合 、 完 全 ネ ッ トワrク 化 を計 っ て い く。

(ii)グ リニ ン ロー ド

1980年 に グ リー ンP－ ドの 完 成 と い う 目標 の も と に 、

(1)1974年 に 計 画 策 定 を 行 な う と と も に 市 民 参 加 に よ り計 画 を つ く

り、 そ の 発 表 を 行 な う。

(2}1974～75年 に か け て道 路 用 地 の 確 保 を 行 な う と と も に 、 一 方

で は 植 樹 計 画 を 行 な う。 この 場 合 ク リテ ィ カ ル コ ン ポー ネ ン ト と して

市 条 例 、 予 算 が 考 え られ る 。

(3}1975年 に デ モ ン ス トレー シ ョン モ デ ル 地 区 を 設 定 し、 市 民 の 自
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主 的 な植 樹 運動 を起 こ しつ つ 、 モ デ ルグ リー ン ロー ドを建 設 して い く。

亡 こで はモ デ ル グ リー ン ロー ドの1つ と して 引地 川 、境 川 を選 び、 こ

れ につい て も同 時並 行 的 に行 な う。

(4)1976年 か ら78年 にか けて 、 地 区別 モ デ ル グ リー ン ロー ドを発

展 させ て、 全 地 区 の グ リー ン ロー ド化 に もってい くと と もに、 市 民 の

植 樹運 動 も自主 的 な もの か ら本 格 的 な ものへ 展開 す る。

(5}1979年 には 、 まだ グ リー ン化 の行 なわ れ てい ない残 余 道路 の グ

リー ン化 を市 民 全 員 参 加 の植 樹 運 動 に より展 開す る こ とに より、 完 全

な グ リー ン化 を計 って い く。

㈹ グ リー ン施 設

1980年 にグ リー ン施 設 を完 成 させ る とい う目標 の もとに 、

(1)1974年 に計 画 策 定 、市 民 参加 に よる計 画 づ くり とそ の 発 表 を行

な う。

(2)1975年 には 、森 の 確保 そ れ に続 くデ モ ン ス トレー シ ョン プ ロジ

ェク トの建 設 、 市 民 農 園 の確 保 、 リフ レー シ ョン施 設 の確 保 、公 園 の

確保 、 原 っぱ の確 保 に重 点 をお く。

(3}森 につ い ては §4-2-3で の べ た優先 順 位 の決定 に従 って、76

年 に青 少年 、 散 策 の森 、77年 には老 人子 供 の森、 野鳥 の森、 等 々 を

順 次設 置 してい く。

(4)森 と同 時並 行 的 に、 秋 葉 台 公 園、 釣 堀等 の各 種施 設 の建 設 を行 な う

とと もに、78年 ～79年 に既存 施 設 との ネ ッ トワー ク化 を計 りつつ

グ リー ン施 設 の完 成 に 向 け てい く。

以 上 の べ て きた こ とに基 い て、 サ イ ク リン グ ロー ド、 グ リー ン ロー ド、 グ

リー ン施 設 の各 々 につ い て ビ ジ ョン マ ップを作成 した。

それ を図4-1、 図4-2、 図4-3に 示 す。
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図4-2グ リ ー ン ロ ー ド計 画 の ビ ジ ョ ン マ ッ プ
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図4-3グ リ ・一ン 施 設 計 画 の ビ ジ ョ ン マ ッ プ
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輌 ビ ジ ョン マ ッ プ の総 合 化

こ こ で は 、 サ イ ク リ ン グ ロー ド、 グ リー ン ロー ド、 グ リー ン 施 設 の 各 々 の

ビ ジ ョン マ ップ相 互 の 有 機 的 結 合 を 計 る こ と に よ り、 グ リー ン コ リダ ー ネ ッ

トワー ク計 画 と して の 総 合 化 に つ い て考 え た 。

(1)サ イ ク リ ン グ ロー ド、 グ リー ン ロー ドの道 路 用 地 確 保 に つ い て は 共

通 部 分 が 存 在 す る た め 、 こ の 点 を 考 慮 しつ つ 確 保 を 行 な う。

② グ リー ン ロー ドに お け る 地 区 別 モ デ ル グ リー ン ロー ド、 サ イ ク リン

グ ロー ドに お け る小 型 ル ー プ道 路 の 建 設 、 グ リー ン施 設 に お け る デ モ

ン ス トレー シ ョン プ ロ ジ ェ ク トは 、 各 々 デ モ ン ス トレ ー シ ョン 効 果 を ・

ね ら っ た も の で あ る た め 、 各 プ ロ ジ ェ ク,ト は 相 互 組 み こみ が 可 能 で、

しか も相 乗 効 果 が 期 待 で き る もの を選 ん で い く。

特 に 引 地 川 、 境 川 の グ リー ン ロー ドは サ イ ク リン グ ロー ドに お け る

小 型 ル ー プ道 路 に くみ こむ よ うに す る 。

(3)同 様 に、 数 個 の ル ー プ道 路 の 建 設 に お い て は 、 グ リー ン ネ ッ トワー

ク、 各 種 の 森 、 各 種 施 設 との 相 互 関 連 を 計 りつ つ 建 設 を行 な って い く。

(4)ル ー プ相 互 の リ ン ク に つ い て は 、 トー タ ル な ネ ッ トワー ク を 考 え つ

つ 、 既 存 の もの も含 み こ む 形 で ネ ッ トワー ク 化 を 進 め て い く。

以 上 に基 づ い て 作 成 し た トー タ ル な グ リー ン コ リ ダー ネ ッ トワー ク計 画 の

ビ ジ ョン マ ッ プ を 図4-4に 示 す 。
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●
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図4-4グ リー ン コ リ ダ ー ネ ッ ト ワ ー ク計 画 の ビ ジ ョ ン マ ッ プ
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§4-4ビ ジ ョン 実 現 プ ロ ジ ェ ク ト作 成

こ こで は、 §4-3で 創造 した ビジ ョン マ ップ に従 って 、 グ リー ン コ リダ

ー ネ ッ トワー ク プ ラン を具 体 的 に実 験 してい くた め に、

(i)サ イ ク リング ロー ド

(ii)グ リー ン ロー ド

ω グ リー ン施 設

蜘 市 民参 加 の た め の プ ロジ ェク ト

以 上4つ に つ い て具 体 的 な プ ロジ ェク ト化 を行 な った。

(i)サ イク リング ロー ド

ま ず、 サ イ ク リン グ ロー ドの完成 図 を図4-5に 示 す。

図 に示 され てい る道 路 の 中 には、 す で に舗 装 され てい て 、す ぐに で もサ イ

ク リング ロー ドと して 使 用 で きる もの と、 現 在未 舗 装 あ るい は あま り道 と し

この 形 が と とのえ られ て い ない もの もあ る。

そ こで、 本 プ ロジ ェク トにお い て は、 未舗 装 及 び未 整備 の道 路 を整 備 し、

そ れ ら既存 の使 用 可 能 な道路 と結 び つ け、 全 体 的 なサ イ ク リング ロー ドと し

て い くこ とを そ の 目的 とした。

本 プ ロ ジ ェク トにお い て は、 引地 川上 流(12-32)を 整備 し、 そ れ を

各 種森 が点 在 す る御 所 見 、遠 藤 地区 を とbか こん でい る25-29-27-

28-29の ルー プ と結 び つけ る こ とに よリデ モ ン ス トレー シ ョン用 の小 型

サ イ ク リング ルー プ と したo

次 に順 次境 川 上 流及 び下 流 、横 須 賀 水 道 敷 引地 川 支 流 とサ イ ク リン グ ロー

ドを建 設 す る こ とに よって、 既存 道 路 と結 びつ けつ つ、 トー サル ネ ッ トワー

ク を つ くって い くo

次 に新 設 す べ きサ イク リング ロー ドにつ い て、 路 線名 、 区 間番 号 、延 長 、

計画 年 次 につ い て記 述 した もの を表4-2に 示 す。
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図4-5サ イ ク リ ン グ ロ ー ド完 成 図
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表4-2路 線 別 サ イ ク リ ン グ ロー ド一 覧 表

路 線 名 区 間 番 号 延 長 ㈲ 計画年次

引 地 川 上 流(1) 12-32 10,400 1975

引 地 川 上 流(2) 〃 200' 〃

境 川 上 流 ・ 15-31 10,500 1976

境 川 下 流. 1-16 3,300 1977

引 地 川 下 流 ・2-!2 2,300 〃

横 須 賀 水 道 敷 19-33

、

8,100 1978

引 地lh支 流
、

30-42 600 1979
}

(li)グ リ ー ン ロ ー ド

ま ず 、 グ リー ン ロ ニ ドの 完 成 図 を 図4T6'に 示 す 。

図 に お い て は 、 大 半 は ま だ 未 グ リー ン化 道 路 で あ り、 本 プ ロ ジ ェ ク トに

お い て グ リ ー ン 化 が な され な け れ ば な ら な い もの で あ る。

本 プ ロ ジ ェ ク トに お い て は 、 ま ず 引 地 川 上 流(12-32)、 南 部 の 辻 堂 、

鵠 沼 地 区(13-5-11)片 瀬 地 区(1-4二3)、 藤 沢 地 区(13-39)

の グ リー ン化 を 進 め る こ と に よ り 、 デ モ ン 三 トレ_シ ョ ン モ デ ル グ リ_ン

ロ ー ドと して 、 サ イ ク リ ン グ ロー ドの 小 型 ル ー プ と の結 合 を 計 る と と も に 、

南 部 の 住 居 地 区 の グ リー ン 化 を 積 極 的 に 行 な うこ と を 試 み た 。

次 に 、 サ イ ク リン グ ロー ドの 進 行 状 況 と対 応 させ つ つ 、 御 所 見 、 遠 藤 地

区 の グ リニ ン 化(25-27)(29-28)、 引 地 川(12-32)、 横 須 賀 水

道 敷(19-33 .)の グ リー ン 化 を 計 る と と も に 、 一 方 て は 半 蔀 住 宅 地 区 で

あ る湘 南 台 地 区(35-36)(40-41)の グ リー ン化 を 計 る こ と に よ り

全 市 的 な グ リー ン ロ ー ドネ ッ トワ ー ク へ と も っ て い く よ う に した 。

次 に 新 設 す べ き グ リー ン ロ ー ドに つ い て 、 そ の 内 容 を 示 し た も の を 表4

-3に 示 すo
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表4-3路 線 別 グ リー ン ロ ー ド一 覧 表

路 線 名 区 間 番 号 延 長 ㎏) 計 画年 次

引 地 川 上 流 12-32 11,100 1975

13-5-1 3,800 〃

1-4-3 2,100 〃

13-39 2,100 〃

境 川 上 流 15-31 10,500 1976

25-27 4,000 〃

28-38 2,200 〃

境 川 下 流 1-15 3,900 1977

29-28 6,200 〃

横 須 賀 水 道 敷 19-33 10,500 1978

33-37 6,300 〃

35-36 噛

、 2,300 1979

43-29 900 〃

40-41 2,300 〃

⑩ グ リー ン 施 設

こ こ で は ビ ジ ョ ン マ ッ プ の 中 で 、 特 に プ ロ ジ ェ ク トと し て 設 定 で き る も

の と して

(1)各 種 の 森 の 整 備

(2)運 動 公 園 の 新 設

(3)リ ク リ エ ー シ ョ ン 施 設 と し て の 釣 堀 の 建 設

以 上3つ を と.り あ げ 、 これ ら に つ い て の べ て い く。

ま ず 、 森 に っ い て は 、 §4-2-3で 決 定 し た 森 の 優 先 順 位 に 従 っ て
、

小 動 物 の 森 を ま ず デ モ ン ス トレ ー シ ョ ン プ ロ ジ ェ ク トと して と り あ げ 、 サ
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イ ク リン グ ロー ド、 グ リー ンロー ドと関 連づ けてい く。 次 に 、青 少年 の森 、

老 人 子供 の森 、野 鳥の 森 と御 所 見 、遠 藤地 区 を中 心に して 、 森 を整 備す る

と と もに、散 策 の森 、 森林 公 園、 遊行 事 の 森 、歴史 の森等 の 緑 の保 全 を 積

極 的 に行 な ってい く。

次 に公 園 につ い て は 、秋 葉 台 に運動 公 園を つ くり、 リク リエ ー シ ョン施

設 と しては 釣 堀 をつ くる こ とに よ り、 サ イク リン グ ロー ド、 グ リー ン ロー

ドとの結合 を計 ってい く。

なお、 プ ロ ジェ ク トとは な らないが 、農 園 あ るい は 水田 を市 当 局が 借 り

あげ 、そ れ らの一 部 は市 民 に 開 放 し、 一部 は 農家 に貸 す ・ と直 ・て 指定

作 物 をつ くって も ら うよ うに した。 これ に より市 民 農 園 をつ くる こ とが で

き る とと もに青 空市 場 も開 くことが可 能 とな る。(図4-7)

次 に、以 上 のべ て きた グ リー ン施 設 の地 図 を図4-8に 示す と ともに、

そ の具 体的 内 容 につ い て 記述 した もの を表4-4に 示す 。

表4-4施 設別 グ リー ン施 設 一覧表

施 設 名,
面 積(ha) 計画年次

小 動 物 の 森 54.5 1975

青 少 年 の 森 26.5 1976

秋 葉 台 運 動 公 園 8.5 〃

老 人 ・ 子 供 の 森 31.5 1977

野 鳥 の 森 34.5 〃

釣 堀 1.0 〃

(iv)市 民 参 加

こ こで は 、 以 上 の べ て き た

(1)サ イ ク リ ン グ ロ ー ド
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(IDグ リー ン ロー ド

㈹ グ リー ン施 設

の プ ロ ジェク トの具 体 化 を市 民参 加 に より実行す る こ とを考 え た。

そ の た めには 計 画か ら実行 にいた る各段 階 にお いて 市民 の合 意 を得 る と と

もに 、 市民 の参 加 意識 を 高 め る こ とが 必要 不可 欠の もの と して存 在 す る。

そ こで 、 ここで は市 民 の 合意 を得 、 かつ 参加 意識 を 高 め るた め の プ ロジ

ェク.トを考 え る こ とに よ り、 グ リー ン コ リダ ーネ ッ トワー ク計画 を市 民参

加 に より推進 してい くo

市 民参 加を うま くグ リー ン コ リダ ーネ ッ トワーク計画 に 組 み こん で い く.

た め に は 、

ピ)各 地 区 にお い て市 民 参 加 を積 極 的 に 推進 してい くこ との 出来 る リー ダ

ーを 発掘 す る。

回 市 民参 加 を積極 的 に に な ってい くこ とので き る中核 母 体 を育成 してい

く。

ぐうPRに よって 中核 母 体 を全 市 的 に拡 張 してい く。

←)市 民 への市 民 参 加 の よびか け を全 面 的 に行 な うこ とに よ り、一 人 一人

に ア ッ ピール して い くo

以 上の 諸点 が特 に キー ポ イ ン トに なる と考 え られ る。

これ らの諸 点を盛 りこん だ市 民 の合 意 を得 かつ参 加意 識 を高 め る プ ロジ

ェ ク トの手 順 を図4-9に 示 す。
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図4-6グ リー ン ロ ー ド完 成 図
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図4-7 市民農園のための借受予定地

一 一

〈iii[[121

一74一



図4-8グ リー ン 施 設 完 成 図
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§4-5年 次計 画 の積 算

こ こ で は 、 §4-4で 求 め た サ イ ク リ ン グ ロ ー ド、 グ リー ン ロー ド、 グ リ

ー ン 施 設 の 各 々 の プ ロ ジ ェ ク トに つ い て 年 次 別 の 積 算 を 行 な う こ と に よ り、

グ リー ン コ リダ ー ネ ッ トワ ー ク 計 画 を コス ト的 な 面 か ら考 察 した 。

なお本研究で使用 した積算 の基礎 デ ータはある建設会社の協 力を得 て作成

した もの で、1974年 の実 績値 を基 礎 と して 積 算 を行 な った。

(i)サ イク リン グ ロー ド

サ イ ク リン グロー ドにつ 吟 ては 、 実 際 は各 所 で 巾の違 広が あ るが 、 こ こ

で は一 応 巾2m、 厚 さ5.cmの アス フ ァル ト表 層 との仮 定 を も うけ て積 算 を

行 な った 。

次 に 積算 を行 なう ため に考 え た サ イク リン グ ロ、-F'の 標 準断 面 図 を 図4

t10に 示 す 。 図4_10サ イ ク リ ン グ ロ ー ド標 準 断 面 図

100

表 層工t=50

密 接 式 アス コ ン

路 盤 工t=200

砕石40～0

境 界 ブ ロ ック

エ プ ロンt=100

基 礎工t=150

i敷モル タルt=10

基 礎 栗石t=100

取 付 管 φ100%

雨 水管 φ150%
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具 体 的 な積 算 は表4-5に 示 す よ うな、各 プ ロジ ェク トに つい て の工程

別 に求 めた 単価 表 か ら、 資源数 量 と単価 を コ ン ピュ ー ターの イ ンプ ッ トデ

ー タと して 使 用 して、 次 に示 す 工程 につい て 計算 を行 な った。

(1)路 床 工

(2)路 盤 工

'(3)ア ス フ
ァル ト表 層

(4)歩 車 道境 界 ブ ロッ ク

(5)街 渠 桝 工

(6)取 付 管 工

⑦ 雨 水排 水工

⑧ 第1号 人孔 工

表4-5サ イ ク リ ン グ ロ ー ドの 積 算 基 礎

工 単 工 事 単
品 名 仕 様 歩 掛 り 資源数量 単 価

種位 数量 位

路
㎡ 6,600 世 話 役 0.0004 人 2.64 6,900

普通作業員 0.00375 〃 24.75 5,175

床
ハ イ ド ロ ショベル 0.3㎡ 0,010 H 66.0 3,500

ダ ンプ トラック 2t 0,050 〃 330.0
'

1,250

工
ブ ル ドー ザ ー 2t 0.005" 〃 33 2,400

バ イ ブ レ ーシ ョン

ロ ー ラ 1t 0,005 日 33 5,100

小 計

㎡ 6,600 粒 調 砕 石 M-30 0.2924 ㎡ 1,929.84 3,100

路 世 話 役 0.0108 人 71.28 6,900

普通作業員 0,010 〃 66.0 5,175

盤 舗 設 工 0.0975 〃 643.5 5,750

ドーザシ ョベル 0.4η ♂ 0,005 日 33 20,000

工 ダンプ トラック 2t 0,010 〃 66 10,000

バ イ ブ レ ーシ ョン

ロ ー ラ lt 0,005 〃 33 5100

＼
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工 単 工 事 単
品 名 仕 様 歩 掛 り 資源数量 単 価

程 位 数 量 位

ビ ブ ロ ラ ン マ 100Kg 0,005 〃 33 2,500

小 計

㎡ 6,600 乳 剤
カイオン系
PK-1

0,001 t 6.6 25,000

ア 合 材 密 粒 式 0.1219 〃 837.54 5,400

ス
プ ロ パ ン 0,050 Kg 33.0 100

フ

ア 世 話 役 0,005 人 33 6,900

ノレ 普通作業員 0,010 〃 66 5,175

ト

表
舗 設 工 0,020 〃 132 5,750

層
バ イ ブ レー ション

ロ ー ラ 1t
r

0,005 日 33 5,100

工 ビ ブ ロ ラ ン マ 100Kg 0,005 〃 33 2,500

小 計

(IDグ リー ン ロ ー ド

グ リー ンロ ー ドについ て は、

(1)3m間 隔 で道 の 両 側 に 植樹 す る。

② 木の 種類 に つい て は 場 所、 土 質を考 慮 しな が ら決 定 す る。

とい う仮 定 を も うけて 積 算 を行 な った。

具 体的 な積算 は各 プ ロ ジェ ク トご とに作 成 した工 種別 単価 表 に基 づい て

数量 、 単価 を イ ンプ ッ トデ ー タ として行 な った 。

表4-6に 工 種別 単価 表 を示す 。
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表4-6グ リ ー ン ロ ー ドの 積 算 基 礎

(1974)

、

プ ェ 工事量 仕 様 歩 掛 り 単

㌶ ㈲
品 名

H㈲ (1m当 り) 位
資源数量 単 価

そ め い よ し
、の ざ く ら

3.5 0.33 下本 3,466 5,000

境 つ つ じ 0.6 0.33 株 3,466 7,000

川 鳥居 支柱 0.33 組 3,466 2,000

上
10,500

造 園 工 0.05 人 525 6,000

流 普通作業員 0,017 人 178 5,175 .

黒 土 0.04 ㎡ 420 3,000

す ず 、か け 3.0 0.67 本 7,440 4,500
引

地 鳥居 支柱 0.67 組 7,440 2,000

川 11,100 黒 土 0.08 ㎡ 888 3,000

上
造.園 工 0,035 人 389 6,000

流 '

普通作業員 0.01 人 389 5,175

⑩ グ リー ン施 設

グ リー ン コ リダー ネ.ッ トワ ーク計 画 は 出来 るだけ 自然を 生か しつ つ実 行

してい くこ とを 目標 と して い るた め、 小動 物 の森 を 始 め とす る各 種 の森 に

つい ては 、そ の施 設 内 容 と して横浜 市 が 戸塚 区飯 島 につ くった 市 民 の森 の

施 設を基 準 と して考 え た。 とい うの は、 この市民 の森 は なるべ く手 を加 え

ず につ くられ た森 で あ り、 階 段 は簡 単 な木 製作 り、 池 の 飛 び石 は形 の よい

石 を おい た だ け とい うきわ めて 自然 を残 した人工 色の 少 ない もの だか らで

ある。

小動 物 の 森 につい て は 小動 物が 水 をのむ こ とが 出来 る よ うに池 をつ くり、'

青 少年 の 森 につ い ては キャ ン プ フ ァイヤ ーが 出来 る よ うに テ ン トサ イ ト、

釜場 を もうけ る等 そ れ ぞれ の 森 の特 色 に あ った施設 を もり こむ よ うに した。

また 、秋 葉 台運 動 公 園、釣 堀 に して もあ ま り手を 加 え る こ とな く、 で き

る だけ 自然 を生か す た めに 最 少限 の設備 の み に とどめ る ように した 。

なお 、森 、公 園等 の 土地 はす べて 借 り うけ る もの と して 市 当 局の基 準 に
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従 って積 算 を行 な った。

以 下 ・ 小動 物 の森 を 始め とす る各種 森 、秋 葉 台運 動 公 園、 釣 堀 の施 設内

容 につい て表4-7～ 表4-12に の べ る と と もに、 具 体的 な積算 の た め

の 工 種別 単価 表 の 例 を表4-13に 示す 。

表4-7小 動物の森の施設概要

工 種 単 位 工事数量 工 種 単 位 工 事 数 量
.

階 段 工 仇 4,900 ベ ン チ エ ケ所 300

木 道 工 糀 490 ク ズ 篭 工 ケ 86

平担道工 仇 7,600 灰 皿 受 工 ケ 70

下草刈取工 ㎡ 190,000 便所設置工 ケ所 3

枯木切倒工 本 200 管 理 棟 工 ㎡ 50

山 道 周 囲
の 清 掃 ㎡ 16～000 倉 庫 工 ㎡ 50

'

木 柵 工 η 2,500 牧 場 工 ㎡ 20,000

鉄 線柵工 働 550 駐 車 場 工 ㎡ 1,000

木製扉工 ケ所 200 給 水 工 事 仇 2,330

案 内 板 工 ケ所 2 水 呑 場 工 ケ所 3

名 称 板 工 ケ所 1 池 工 事 ㎡ 100

標 識 板 工 ケ所. 80 植 樹 本
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表4-8老 人 ・小供 の森 の 施 設概 要

工 種 単 位 工 事 数 量 工 種 単 位 工 事 数 量

階 段 工 仇 2,800 灰 皿 受 工 ケ 50

平 担 道工 仇 4,700 便所設置工 ケ所 3

下草刈取工 ㎡ 120,000 農園広場工 ㎡ 5,000

枯木切倒工 本 120 駐 車 場 工 ㎡ 1,000

山道 周囲 の
清 掃 ㎡ 900 いこいの家工 ㎡ 450

木 柵 工 仇 1,500 管 理 棟 工 ㎡ 50

鉄 線 柵工 視 300 倉 庫 工 ㎡ 50

木 製 扉 工 ケ所 12 給 水 工 事 仇 4,580

案 内 板 工 ケ所 2 水 呑 場 工 ケ所 3

名 称 板 工 ケ所 1
野 外 卓 及
ベ ン チ エ ケ所 50

標 識 板 工 ケ所 30 植 樹 本

ク ズ 籠 エ ケ 60

表4-9野 鳥の 森の 施 設概 要

工 種 単 位 工 事 数 量 工 種 単 位 工 事 数 量
.

階 段 工 m 3,000 標 識 板 工 ケ所 55

木 道 工 仇 300 ベ ン チ エ ケ所 230

平 担 道 エ 仇 4,830 ク ズ 籠 工 ケ 60

下草刈取工 ㎡ 120,000 灰 皿 受 工 ケ 50

枯木切倒工 本 160 便所設置 工 ケ所 3

山道 周囲の
清 掃 ㎡ 10,000 駐 車 場 工 ㎡ 1,000

木 柵 工 抗 1,600 給 水 工 事 抗 2,640

鉄 線 柵 工 仇 350 水 呑 場 工 ケ所 3

木 製 扉 工 ケ所 14 野 鳥 の 池 ㎡ 200

案 内 板 工 ケ所 2 植 樹 本

名 称 板 工 ケ所 1
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表4-10青 少年 の森 の施 設概 要

工 種 単 位 工 事 数 量 工 種 単 位 工 事 数 量

階 段 工 鵬 2,400

.

駐 車 場 工 ㎡ 1,500

木 道 工 仇 240 管 理 棟 工 ㎡ 50

平 担 道 工 仇 3,700 倉 庫 工 ㎡ 50

下草刈取工 ㎡ 110,000 シャワー棟 工 ㎡ 30

枯木切倒工 本 106 便所設置エ ケ所 3

山道 周囲の
清 掃

㎡ 8,000

o

熟駕 壬 ㎡ 20,000

木 柵 工 仇 1,200 給 水 工 事 働 2,300

鉄 線柵 工 m 260 街 路 灯 工 灯 106

木 製 扉工 ケ所 10 テントサイトエ ㎡ 50

案 内 板 工 ケ所 2 釜 場 工 ケ所 50

名 称 板 工 ケ所 1
野 外 卓 及
ベ ン チ エ ケ所 100

標 識 板 工 ケ所 26 四 阿 ケ所 2

ク ズ 籠 工 ケ 50 植 樹 本

表4-11罐 鑛 劃 園 表4-12釣 堀 の施 設概 要

工 種 単 位 工事数量 工 種 単 位 工 事 数 量

外 柵 工 仇 3,000 管 理 棟 工 ㎡ 50

八 一 ゴ ラ ㎡ 450 駐 車 場 工 ㎡ 600

ベ ン チ エ ケ所 200 四 阿 ケ所 2

道 路 工 仇 1,190 ベ ン チ エ ケ所 50

整 地 工 ㎡ 70,000 整 地 ㎡ 5,000

駐 車 場 工 ㎡ 2,000 池 す 工 ㎡ 4,400

管 理 棟 工 ㎡ 50 張 基 工 ㎡ 5,000

倉 庫 工 ㎡ 50 外 柵 工 仇 500

ク ズ 籠 工 ケ 30 水 呑 場 工 ケ所 1

便所設置 工 ケ所 2 便 所設置工 ケ所 1

給 水 工 事 仇 300 ク ズ 罷 工 ケ 20

水 呑 場 工 ケ所 2 植 樹 本

植 樹 本
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表4-13青 少 年 の 森 の 積 算 基 礎

単 単
=種

位
=事 数量 品 名 仕 様

㎡
歩 掛 り

位
資源数量

.

単 価 .

階 設 工 m 2,400
9A」

枕 木 柳150〆600 2.2 本 5,280 480

横 丸 太 杉 φ70x600 2.2 ' 5,280
1
180

ボル トナ ッ ト φ9田 ×150 4 " 9,600 .30

造 園 工 0.64・ 人 1,536 6,000

小 計

木 道 工 m 240

木 株 φ300x500 1.6 ケ 384 1,600

目 漬 砂 利 ・ 5～25■ 0,013 ㎡ 3.12 2,800

造 園 工 1.5 人 360 6,000

小 計
,

平 担 道工 仇 3,700

川 砂 0,043 人
,

159.1 3泡0'0

普通作業員 0,998 " 3,692.6
'
5175

..

'」・ 計

下草刈 取 工 ㎡ 110,000

普通作業員 0,018 人 1,980 5,175

小 計

枯木切倒工 本 106

普通作業員 0.15 人 15.9 5,175

小 計

山道周囲の
清 掃

㎡ 8,000
、

普通作業員 0,009 人 72 5,175

小 計

木 柵 工 仇 1,200 H20.7傾 注1.5m間 隔
.

枕 木 杉 φ90×1.5吼 0.6 本 720 436

'

横 木 杉 φ70×3.3仇 0.3 "
ρ
360 ・570
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⑩ 積 算 の ア ウ トプ ッ ト

こ こで は(i)～ ⑪ にのべ た 各 々の プ ロジェ ク トについ て の積 算基 礎 資料 を

イ ンプ ッ トデ ー タ として コ ン ピュー ター処 理 した場合 の ア ウ トプ ッ トにつ

い て のべ るo

ア ウ トプ ッ トは 、年次 別積 算 と市 民 参 加 の 割合別 の2つ の 点か ら考え る

こ とが 出来 る。

(1)年 次 別 積算

ピ)1974年 、1975年 等 そ の年 にす べ て を実 施 した場 合 の金 額

(ロ)年 次 別 計 画予算 の金 額

(2)市 民参 加 の割合 別

(K)市 当 局10、 市民 参加O

O)市 当 局10、 市民 参加0で グ リー ン施 設 を3割 減に した もの

e・)市 当 局5、 市 民参 加5

←)市 当 局5、 市 民参 加5で グ リー ン施 設 を1.5割 減 に した もの

困 市 当局0、 市 民参加10

θ 市 当局0、 市 民参 加10で 植樹 のた め の 木を すべ て最 低価格(1本

500円)の もの を使 用 した場 合 。

但 しこ こで は、

σ)市 民 参加 は普通 作 業員 と して の労働 提供 とし、そ の 分を コス ト換 算

した。

(n)年 間 物価 上昇率 は 前年 比20%増 加 とみ こん で 計算 した 。

具 体 的 な ア ウ トプ ッ トと して は 、

(1)各 年度 にす べて の プ ロジ ェ ク トを一括 して 実行 した場 合、 各年 度 に必

要 な金額 を 示 した もの を市 民参 加 の6つ の段 階か ら分け て、"各 年度 に

一括 して 実施 した場合 の 総 計"と して示 した
。(表4-14)

(2)年 次 別 計 画 に おけ る各年 の金 額 を市 民参 加 の6つ の段 階 か ら分け た も

のを"年 次 計 画"と して 示 した 。(表4-15)なie表 にて トー タル

金 額 を左 の カッ コの中に 示 した。

③ サ イク リン グロー ド、 グ リー ン ロー ド、 グ リー ン施 設 につ い て、 各 々

の個 別 プ ロ ジェ ク トご とに 必 要 な金額 を 、市 民参 加 の6つ の段 階 か ら分
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け て個 別 的 に示 した。(表4-16、17)

の 順序 に 従 って 以下 示 す。

●

口

/
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表4-14各 年 度va-一 括

計

計

計

1974年

円978

,220,000

434,770,000

673,145,000

2,086,135,000

851,330,000

419,015,000

508,496,000

1,778,841,000

724,440,000

402,422,000

344,629,000

1,471,491,000

一一87一
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して実施 した場合 の総計

・

1975年 金 額 1976年 金 額"
-

1977年 金 額

・ 円

1,173,864,000

521,724,000

807,774,000

円1
,408,637,000

626,068,000

969,329,000

円1
,690,364,000

751,283,000

1,163,195,000

2,503,362,000 3,004,034,000 3,604,841,000

1,021,596,000

502,818,000

610,195,000

1,225,915,000

603,382,000

7・32,234,000

1,471,098,000

724,058,000

878,681,000

2,134,609,000 2,561,531,000 3,073,837,000

869,328,000
'

482,906,000

413,555,000

1,043,194,000

'
579,488,000

496,266,000

1,251,832,σ00,

695,385,000

・

595,519,000

1,765,789,000 2,118,947,000 2,542,736,000
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市0、 市 民10

木 を 安 く す る 場 合

サ イ ク リ ン グ ロ ー ド

グ ン ド

グ ン 施 設

市10、 市 民O

Green施 設3.割 域 の 場 合

サ イ ク リ ン グ ロ ー ド

グ ン ド

グ .ン 施 設

市5、 市 民5

Green施 設1.5割 域 の 場 合

サ イ ク リ ン グ ロ ー ド

グ ン ド

グ ソ 施 設

724,440,000

160,254,000

319,527,000

1,204,221,000

978,220,000

434,770,000

471,202,000

851,330,000

419,015,000

432,222,000
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1975年 金 額 1976年 金 額 1977年 金 額

1,043,194,000

230,766,000

460,119,」00

1,251,832,000

276,919,000

552,143,000

869,328,000

192,305,000

383,432,000

1,445,065,000 1,734,078,000 2,080,894,000

1,408,637,000

626,068,000

678,531,000

.

1,690,364,000

751,283,000

814,237,000

1,173,864,000

521,724,000

565,442,000

2,2.61,030,000 2,713,236,000 3,255,884,00・0

1,021,596,000

502,818,000

518,666,000

1,225,915,000

603,382,000

622,400,000

1,471,098,000

724,058,000

746,880,000

2,043,080,000 2,451,696,000 2,942,035,000

∫
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表4-15年

1975年 金 額 1976年 金 額

市10、 市 民0`

(3,239,450,000)

サ イ ク リ ン グ ロー ド 377・450・000 435,550,000

グ リ ー ン ロ ー ド 156,746,000 156,888,000

グ リ ー ン 施 設 196,596,000 287,329,000

合 計 730,792,000 879,767,000

市5、 市 民5

(2,787,706,000)

サ イ ク リ ン グ ロ ー ド 328,171,000 39・1,252,000

グ リ ー ン ロ ー ド 151,145,000 150,937,000

グ リ ー ン 施 設 127,584,000 237,149,000

合 計 606,900,000 779,338,000

市0、 市 民10

(2,319,773,000)
.

サ イ ク リ ン グ ロ ー ド 279,170,000 331,929,000

グ リ ー ン ロ ー ド 145,547,000 144,353,000

グ リ ー ン 施 設 58,569,000 187,213,000『

合 計 483,286,000 663,495,000
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次 計 画

1977年 金 額 1978年 金 額 .1,979年 金 額

194,904,000

113,5'68,000

533,574,000

455,260,000

188,122,000

44,916,0PO

98,547,000

842,046,000 643,382,000 143,463,000

171,974,000

111,971,000

410,374,000

395,915,000

174,932,000

　

39,061,000

97,241,000

694,319,000 570,847,000 136,302,000

149,030,000

110,548,000

286,519,000

335,326,000

162,313,000

33,184,000

96,072,000

546,097,000 497,639,000 129,256,000
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1975年 金 額 1976年 金 額

市0、 市民10

木を安 くした場合
、

(1,884,817,000)

サ イ ク リ ン グ ロ ー ド 279,170,000 331,929,000

グ リ ー ン ロ ー ド 65,102,000 48,485,000

グ リ ー ン 施'設 56,839,000 159,815,000

合 計 401,111,000 540,229,000

市10、 市 民0

Green施 設3割 域 の場合

(2,911,265000)

サ イ ク リ ン グ ロ ー ド 377,450,000 435,550,000

グ リ ー ン ロ ー ド 156,746,000 156,888,000

グ リ ー ン 施 設 114,681,000 201,131,000

合 計 648,877,000 793,569,000

市5、 市 民5

Green施 設1.5割 域 の 場 合

(2,657,040,000)

サ イ ク リ ン グ ロ ー ド 328,171,000 391,252,000

グ リ ー ン ロ ー ド 151,145,000 150,937,000

グ リ ー ン 施 設 108,447,000 187,176,000

合 計 587,763,000 729,365,000
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1977年 金 額 1978年 金 額 1979年 金 額

149,030,000

39,430,000

278,511,000

335,326,000

76,040,000

,,A
r

33,184,000

31,956,000

466,971,000 411,366,000 65,140,000

194,904,000

113,568,000

373,502,000

455,260,000

188,122,000

44,916,000

98,547,000

681,974,000 643,382,000 143,463,000

171,974,000

111,971,000

348,818,000

395,915,000

174,932,000

39,061,000

97,241,000

632,763,000

`

570,847,000 136,302,000
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サ イ ク リン グ ロー ド造表4-16

路 線 名 区 間 番 号 延 長 単 位 1974年

横 須 賀 水 道 敷 ⑲ ～ ⑳ 8,100 仇

境 川 上 流 ⑮ ～ ⑳ 10,500 仇

境 川 下 流 ① ～ ⑯ 3,300 η

引 地 川 上 流(1) ⑫ ～ ⑫ 10,400 仇

〃(2) 〃 200 糀

引 地 川 下 流 ② ～ ⑫ 2,300 働

〃 支 流 ⑳ ～ ⑫ 600 鵬

合 計

グ リ ー ン ロー ド造 成 工 事

境 川 上 流

〃 下 流

引 地 川 上 流

13-5-1

1-4-3

横 須 賀 水道 敷

29-28

25-27

35-36

37-29 '

33-37

28-38

13-39

40-41

小 計

共 通 仮 設 費

現 場 管 理 費

一 般 管 理 費

△
口 計

一
一〇9一



∀

●

亀

成 工 事 費集 計(市10、 市 民0)

1望5年 1976年 1977年 1978年 1979年

455,260,000

435,550,000

166,234,000

375,720,000

1,730,000

28・670・000

44,916,000

377,450,000 435,550,000 194,904,000 455,260,000 44,916,000

.費集計(市10 、 市民0)

77,551,000

64,719,000 29,080,000

・32
,002,000

〉

17,698,000

113,555,000

63,364,000

31,347,000

23,098,000

13,694,000

39,576,000

18,809,000

13,172,000

43,425,000

127,591,000 127,707,000 92,444,000 153,131,000 80,217,000

〕、
29,155,0'00

ノ

29,18』1,000 21,124,000 34,991,000 18,330,000

156,746,000 156,888,000 113,568,000 188,122,000 98,547,000
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サ イ ク リ ン グ ロー ド造 成 工

路 線 名 区間番号 延 長 単 位 1974年

横 須 賀 水 道 敷 ⑲ ～ ⑳ 8,100 仇

境 川 上 流 ⑮ ～ ⑪ 10,500 〃

境 川 下 流 ① ～ ⑯ 3,300 〃

引 地 川 上 流(1) ⑫ ～ ㊨ 10,400 〃

〃(2) 〃 200
〃

引 地 川 下 流 ② ～ ⑫ 2,300 〃

〃 支 流 ⑳ ～ ⑫ 600 〃

合 計

グ リー ン ロ ー ド造 成 工 事 費

境 川 上 流

〃 下 流

引 地 川 上 流

13-5-1

1-4-3

横 須 賀 水 道 敷

29-28

25-27

35-36

37-29

33-37

28-38

13-3g

40-41

小 計

共 通 仮 設 費

現 場 管 理 費

一 般 管 理 費

合 計
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事 費集 計(市5、 市 民5)

1975年
'
1976年 1977年 1978年 1979年

395・ 『15・000

391,252,000

143,835,000

326,472,000

1,699,000

28,139,000

39,061,000

328,171,000 391,252,000 171,974,000 395,915,000 39,061,000

集計(市5、 市 民5) ,

76,888,000

28,532,000 `

61,272,000

31,412,000

17,371,000

103,555,000

62,612,000

27,412,000

22,758,000

13,511,000

38,840,000
"

18,563,000

12,977,000

42,885,000

123,032,000 122,863,000 91,144,000 142,395,000 79,154,000

128,1、3,。 。。 28,074,000 20,827,000 32,537,000 18,060,000

ン

151,145,000 150,937,000 111,971,000 174,932,000 97,214,000
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サ イ ク リ ン グ ロ ー ド造 成 工 事

、

路 線 名 区間番号 延 長 単 位 1974年

横 須 賀 水 道 敷 ⑲ ～ ⑬ 8,100 仇

境 川 上 流 ⑮ ～ ⑳ 10,500 〃

境 川 下 流 ① ～ ⑯ 3,300 〃

引 地 川 上 流(1) ⑫ ～ ⑭ 10,400 〃

〃(2) 〃 200 〃

引 地 川 下 流 ② ～ ⑫ 2,300 〃

引 地 川 支 流 ⑳ ～ ⑫ 600 〃

合 計

グ リー ン ロー ド造 成 工 事 費

境 川 上 流

〃 下 流

引 地 川 上 流

13-5-1

1-4-3

横 須 賀 水道 敷

29-28

25-27

35-36

37-29

33-37

28-38

13-3g

40-41

小 計

共 通 仮 設 費

現 場 管 理 費

一 般 管 理 費

合 計
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費集 計(市0、 市 民10)

1975年 1976年 1977年 1978年 1979年

277,512,000

1,658,000

331,929,000

121,437,000

27,593,000

335,326,000

33,184,000

279,170,000

集 計(市0

57,826,000

30,822,000

17,046,000

12,781,000

331,929,000

市 民10)

76,245,000

22,941,000

18,317,000

149,030,000

28,040,000

61,946,000

335,326,000

93,958,000

38,165,000

33,184,000

㊤●

22,463,000

13,395,000

42,345,000

118,475,000 117,503,000 89,986,000 132,123,000 78,203,000

27・072・000
.
26,850,000 20,562,000 30,190,000 17,869,000

145,547,000 144,353,000 110,548,000 162,313,000 96,072,000
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サ イ ク リ ン グ ロ ー ド

路 線 名 区 間 番 号 延 長 単 位 1974年

横 須 賀 水道 敷 ⑲ ～ ⑳ 8,100 m

境 川 上 流 ⑮ ～ ⑪ 10,500 〃

境 川 下 流 ① ～ ⑯ 3,300 〃

引 地 川 上 流(1) ⑫ ～ ⑫ 10,400 〃

〃(2) 〃 200 〃

引 地 川 下 流 ② ～ ⑫ 2,300 〃

〃 支 流 ⑳ ～ ⑫ 60 〃

合 計

グ リー ン ロー ド造 成 工 事費 集 計(市

境 川 上 流

〃 下 流

引 地 川 上 流

13-5-1

1-4-3

横 須 賀 水 道 敷

29-28

25衣 う27

35-36

37-29

33-27

28-38
A

13-3g

40-41

小 計

共 通 仮 設 費

現 場 管 理 費

一 般 管 理 費

合 計
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造成工事費集計

1975年 1976年 1977年 1978年 1979年

0、 市 民10、 木を安 くした場合)

21,324,000

・

16,808,000

28,318,000

12,491,000

6,908,000

45・608・000
15,288,000

13,622,000 、

7,157,000

5,155,000

16,288,000

・ 4,521,000

5,276,000

13,700,000

52,993,000 39,467,000 32,096,000 61,896,000 26,012,000

、

!12 ,109,000 9,018,000 71334・000 14,144,000 5,944,000

一

65,102,000 48,485,00 .0 39,430,000 76,040,000 31,956,000

102



炉

●

表4-17

分 類 項 目

青 少年 レ ク リエ ー シ ョ ン セ ン ター

老 人 ・ 子 供 の 森

小 動 物 の 森

市0、 市 民10 野 鳥 の 森

秋 葉 台 運 動 公 園

釣 堀 セ ン タ ー

合 計

青 少年 レ ク リェ ー シ ョ ン セ ン タ ー

老 人 ・ 子 供 の 森

小 動 物 の 森

市0、 市 民10
野 鳥 の 森

木を安 くした場合
秋 葉 台 運 動 公 園

釣 堀 セ ン タ ー

合 計
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Green施 設

1975年 金 額 1976年 金 額 ,1977年'金 額

84,084,000

157,645,000

58,569,000

42,444,000

103,129,000

86,430,000

58,569,000 187,213,000 286,519,000

82,148,000

155,617,000

56,839,000

39,934,000

17・667・000

82,960,000

56,839,000 159,815,000 278,511,000
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分 類 項 目

青 少年 レ ク リエ ー シ ョ ン セ ン ター

老 人 ・ 子 供 の 森

小 動 物 の 森

市10、 市 民0 野 鳥 の 森

秋 葉 台 運 動 公 園

釣 堀 セ ン タ ー

合 計

青 少年 レ ク リエ ー シ ョ ン セ ン ター

老 入 ・ 子 供 の 森

小 動 物 の 森

市10、 市 民0'

野 鳥 の 森
Green施 設3割 域 の場合

秋 葉 台 運 動 公 園

釣 堀 セ ン タ ー

合 計

一〇5「

、



、

●

1975年 金 額 1976年 金 額 1977年 金 額

170,934,000

274,201,000

196,596,000

166,787,000

116,395,000

92,586,000

196,596,000 287,329,000 533,574,000

119,654,000

191,941,000

114,681,000

116,751,000

81,477,000

64,810,000

114,681,000 201,131,000 373,502,000
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●

●

●

分 類 項 目

青 少 年 レ ク リエ ー シ ョ ン セ ン ター

老 人 ・ 子 供 の 森

小 動 物 の 森

'市5
、 市 民5 野 鳥 の 森

、

秋 葉 台 運 動 公 園

釣 堀 セ ン タ ー

小 計

青 少年 レ ク リエ ー シ ョ ン セ ン ター

老 人 ・ 子 供 の 森

小 動 物 の 森

市5、 市 民5
野 鳥 の 森

Green施 設1.5割 域 の 場 合 F

秋 葉 台 運 動 公 園

釣 堀 セ ン タ ー

合 計

'
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1g75年 金 額 ig76年 金 額 ..1977年 金 額

、27,627,。 。 。'

215,940,000

127,584,000

104,8'15,000
、

109,522,000

89,619,000

127,584,000 237,149,000 410,374,000

108,483,000

183,547,000

108,447,000 '

一

89,095,000

78,693,000

76,176,000

108,447,000 187,176,000 348,818,000

〇
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§5グ リー ン コ リダ ー ネ ツ トワ ーク

計 画 実 現 の 基 本 要 因 設定

こ こ で は 、 グ リー ン コ リダ ー ネ ッ トワ ー ク計 画 を 実 現 して い く場 合 に ク リ

テ ィ カ ル な コ ン ポ ー ネ ン トと して 浮 び 上 っ て くる 種 々 の 要 因 に つ い て 、 ま ず

グ リー ン コ リダ ー ネ ッ トワ ー ク 計 画 全 体 に 対 す る ク リテ ィ カ ル コ ンポ ー ネ ン

トに つ い て の べ 、 次 に ビ ジ ョン マ ッ プ で 指 摘 した 個 々 の ク リテ ィ カ ル コ ン ポ

ー ネ ン トに つ い て ク ロ ス ・イ ン パ ク ト ・マ ト リ ッ ク ス 法 を使 用 し て分 析 した

結 果 に つbて の べ て い くo

109一

》



o

§5-1ク リテ ィ カル コ ン ポ ー ネ ン トの 設 定

ここでは まず 、 グ リー ン コ リダー ネ ッ トワー ク計 画全 体 に対す るク リテ ィ

カル コン ポ ーネ ン トを次 に示 す よ うに設定 した6

(1)魅 力的 で ある こ と。

(2)完 全 自主 管理 を 前 提 とす る こ と。

(3)市 長 及 び担 当 部局 の リー ダー シ ップ を確立 す る こ と。

(4)計 画 に対 して十分 な予 算 を考 え る こ と。

(5)市 の専 任 推 進 組織 をつ くbあ げ る こ と。

(6)週 休2日 制 に よる動員 の確 保 を計 る こ と。

(7)日 教組 の協 力体 制 を得 る こと。

上 記の 内容 の うち外 特 に(1H2×3)は 本 計画 を実 行 してい く上 に お いて欠 け て

は な らない もの と考 え られ る。

次 に 、 ビジ ョンマ ップに示 され てい る個 々のク リテ ィカ ル コン ボ_ネ ン ト

につ い てそ の内容 につ い て のべ る。

グ リーン コ リダ ー ネ ッ トワーク計 画 の3つ の柱 で ある サ イク リン グ ロー ド

グ リー ン ロー ド、 グ リー ン施 設 を推 進 す るに あた って は

(1)予 算

(2)市 民 参加

(3)市 条 例

の3つ が変 更 な ク リテ ィカル フ ァク ターに なる 。次 に 、これ らの具 体的 な基

本 要 因 につ い て列挙 した 。

(1)予 算

◎ 税 収 ①

市議 会 ①

◎ 政 府 、県 の補 助 ②

勤労 奉 仕 ②

企 業 参加 ③

市債 ③

(2)市 民 参加
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◎ リーダーの発堀 ①

組織化 ②

計画 内容 ②

PR②

参加度 ②

(3)市 条例

◎ 市民の合 意 と協 力 ①

市議会 ②

以上 において 、番号は重要度を示 している。

特 に欠けてはな らない もの として、予算 においては税収 、政府 ・県の補助

が あげ られ、市民参 加、市条例 については,各 々 リーダーの発掘 、市民 の合

意 と協 力が あげちれ る。
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§5-2ク ロ ス ・イ ン パ ク ト ・マ ト リ ッ ク ス 法

こ こで は 、 §5-1で 求 めた予 算 、 市民 参 加 、市 条 例 につ いて の基 本 要 因

の相 互 関連 分析 す るた め の手法 で あ る ク ロス インパ ク トマ ト リック ス法 につ

い て のべ て い く。

ク ロス ・イ ンパ ク ト ・マ トリック ス 法 とは 、未 来 予 測 の ため の1手 法 で あ

り、社 会 的 な事 象 で あ れ 、技 術 的 な事 象 で あれ 、そ れ ら予 測項 目間 の相 互 関

連 性 を考 慮 しつ つ 、各 々 の予 測 項 目の起 こる可能 性 を求 め よ うとす る もので

で あ る。

次 に具 体 的 にク ロス ・イ ンパ ク ト ・マ トリック ス法 につい ての べ る こ とに

す る。

まず 、図5-1に 全体 的 な方 法 につ い て のべ る。

1. ク リテ ィ カ ル コ ン ポ ー ネ ン トの 設 定

↓

2 ク リテ ィ カ ル コ ン ポ ー ネ ン ト と し て起 こ り うる事 象 の 摘 出

↓

1・ 初期実 現確率の推定将来時点 における実 現確率の推定

↓

4 各要 素 間 の ク ロス インパ ク トの把 握

↓

5 コン トロールで きる事 象 の操作 な どに よる初期 実現 確率 の コントロール

↓

1・ 将 来 時点 で の ク ロス ・インパクトを考 慮 した実現確 率 の予想

↓

7 未来像の確率的設定 とそれ らの評価

図5-1
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ま ず第1段 階 と して、 ビジ ョンを達成 す るの に必 要 な 、あ るい は障 害 とな

るク リテ ィ カル コンポ ー ネ ン トを ビジ ョン マ ップを作成 しつつ 洗 い 出す 。

第2段 階 と しては 、第1段 階で 洗 い 出 され たク リテ ィカル コンポー ネ ン ト

と して起 こ りうる事 象 、す なわ ちク リテ ィカ ル コンポ ー ネ ン トの 中身 を明 確

にす る。

第3段 階 及 び第4段 階 に つい て以 下 少 しば か り詳 しく説 明す る。

社 会的 な事 柄 で あれ 、技 術 的 な事 柄であれ、ある具体 的 か つ明 確 に規定 され

た事 象Dili=1.2…N)に 対 し、これ らの事 象 が あ る年 次 ま でに起 こ る

と思 われ る確率 を予 測 し、 これ をPi(i=1.2…N)と す る。 次 に表5-

1に 示 す ような マ ト リック ス を作 成 す る。表 に お いて第1行 の要 素 は 、実 際

にD1が 起 こった時 、そ れ に よって 、D2、D3、 …Dnの 起 こ る確 率 が ど

う変 るで あろ うか とい うこ とを示 して い る。

この場 合 、い ろい ろ な ケ ース が考 え られ る。

表5-1

D1 D2 D3 D4 D5 Dn

PID1 ＼ 十5
'
-2

:
一 一「

P2D2

-

＼
P3D3・

、

＼
P4D4 ＼
P5D5

、

＼
::
◆ ●

PnDn ＼
例 え ば 、D,が 起 こ っ起 とvaよ って 、D・ の起 こ る確 率 が増 大す る場合

もあ る し、 また反対 に起 こ りに く.,〈な る場合 もある。極 端 な場 合 にはD・ が

起 これ ばD2は 絶対 に起 こ らない とい う こ と もあ ろ う し、またD2が 起 こる'

ため に はそ の前 にD1が 起 こ ら なけれ ば な らない とい う場合 もある。 この よ

うに相互 影 響 を表 わ す程 度 をr3～ 十3の 数値 で表 わ し、0は 関連 の ない場

合 、±3は 関連 の非常 に強 い場 合 を示 す とす る。 さ らに その符 号 に つ い ては

D1が お こる こ とに よ ってD2の お こる確 率 が増加 す る場 合 は正.逆 の場 合

一113一
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は 負 で 表 わ す 。

PnをDmが 起 こ ら な い 前 の 生 起 確 率
、Pn,をDmが 起 こ っ た 後 の 生 起

確 率 と す る と、PnとP .,n'と の 関 係 は 一 般 に は 次 式 の よ う に な る。

Pn'=f(Pn,M,S,tm,t)

こ こ で

M:関 連 モ ー ドの機 能

S:関 連 の 強 さ

tm:Dmの 生 起 時 期

t:予 測 し ょ う と す る将 来 の 時 期

PnとPn〃 と の 関 連 が 図5-2の 対 角 線 上 に あれ ばDnとDmと の 関 連

は 全 くな い とい う こ と を示 して お り 、 そ の 他 の場 合 は 増 加 あ る い は 減 少 を示

す 。

こ
.こで はPn'を2次 式 で 表 現 で き る と仮 定 した 。 この こ と は 、2次 式 で

一 応 増 減 の 近 似 が 可 能 で あ る こ と に よ る
。

Pn'=2Pn2十bPn十C

こ こ でPn=0な らPn'=OPn-1な らPn'=1と い う条 件 を

入 れ る と

Pn'=aPn2十(1-a)Pn

こ こ で はaは 線 型 と仮 定 して

t-tma=ks

t

k:モ ー ドに よ っ て き ま る01ま た は 一1の 値 を と る

・・醒 の強さを示す係数 ・きS計

こ こで、kの 値 は 、Pmの 生 起 に よbDnの 確率 が増 大 す る場 合 に は 一1

Dnの 確 率 が減 少 す る場 合 には十1と な る こ とに注意 しなけれ ば な らな い。

この ～二とはPn'>Pnの 場 合 にはa<0と な る こ とか ら明 らか で あ るC

以 上 のPn、aな どのデ ー タを コ ン ピ ュー タに プ ログ ラ ム して お き、以 下

の よ うな手 順 で計 算 を行 な う。'

第5、 第6段 階 に拾 い て は、 まずDl～Dnの 中 の事象 の中 か ら1つ の事

象 を乱数 表 に よって ラ ンダ ムに 選 び出 す。 例 え ばD2が 選 ば れ た とす る と、

そ れ に対 応 した確率 を用 い て 、乱 数 を用 い そ の事象 が起 こった か ど うか を コ

一114一
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ン ピ=一 夕 ーで計 算 す る。 か りに起 こった とす る と、 前述 の2次 式 を用 い て

そ れ ぞ れ の確 率 を修 正 す る。 次 に、 い ま選 ば れ た事 象 を除 き、 残 りの事 象 の

中 か ら ラン ダ ムに1つ の事 象 を選 び同様 の こ とを行 な う。 この プ ロセス を繰

返 して 、す べ て の事 象 に つい て そ の生起 が 否 か を確 か め る。

以 上 で1回 の操 作 が 終 わ るわ け で あ るが.vこ れ を1000回 くりかえ して

行 な う。

そ の1000回 の試 行 の うちそ れ ぞれ の事 象 が何 回 お こった か とい うこ と

を集 計結 果 か ら計 算 す る。 そ の生起 回数 を1000で 割 った もの が生起 確 率

で あ る6

以 上 の操 作 を行 な うこ とに よb、PiとPi'は 一 般 にそ う と う違 った値

に な る。

こ の こ とは、 そ れぞ れ の事 象 が あ る場 合 は補 強 しあい 、 あ る場 合 は打 ち消

し合 う とい う相互 作 用 が 行 なわれ 、総 合 的 な結 果 が示 され るか らで あ る。

第7段 階 に おい て は 、以 上 の 結 果 に 基 づ い て ク リテ ィ カル コ ンポー ネ ン

トの確 率 的 設定 とそ の評 価 を行 な うこ とに よ り、 ビジ ョン達 成 の た めの手 助

け とす る。 ・ 図5-2計 画 初 期 実 現 確 率

実
現
確
率

(
P
)

'
,/

/
/
/
/

㈱ 初期実父ξ研 二(P・)
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§5-3基 本 要 因 の 分 析

■

こ こでは §5-1に のべ た各 々の基 本 要 因 につ い て、 §5-2で 記 述 した

ク ロス イ ンパ ク トマ ト リック ス法 に よ り、分 析 を行 ない 、基 本要 因相 互 の相

関関係 を求 めた ので 、 そ れに つ い てのべ る。

まず 、表5-2に 示 す ク ロス インパ ク ト表 を作 成 した 。

なお 、各項 目の持 つ数 字 は次 の意 味 を もつ。

-3:非 常 に起 こ りに くい

一2:起 こ りに くい

一1:少 し起 こ りに くい

0:無 関 係

十1:少 し起 こbや すい

十2:起 こ りやす い

十3:非 常 に起 こ りやす い

マ トリックス の後 には 、1977年 まで に各 々 の事 項 が達 成 さ れる確率 を

示 して あ る。
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表5-2ク ロ ス イ ン パ ク トマ ド リ ック ス 表

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
1977年 までに

達成される確率

税 収 1 0 一2 0 0 一3 0 0 0 0 十2 十2 0.85
1

市 議 会 2 0 0 十1 十2 十1 0 0 十1 0 0 0 0.75

政 府 県 の
援 助

3 0 十1＼ 0 0 一2 0 0 0 0 0 0 0.70
■

勤 労 奉 仕 4 0 十1 0 ＼ 0 0 十1 十2 0 0 十2 十3 0.80

企 業 参 加 5 0 十1 一1 十1 ＼一1 0 0 十1 十1 十1 十1 0.50

市 債 6 0 十1 一1 0 0 ＼ 0 0 0 十1 十1 十1 0.30

リ ー ダ ー の
・発 掘 7 0 十1 0 十3 十1 0 ＼十3 0 十3 十3 十3 0.80

組 織 化 8 0 一1 0 十1 0 0 十1＼午1 十1 十3 十3 0.75

計 画 内 容 9 0 十3 十1 十1 十1 十1 十1 十1 ＼十1 十1 十2 0.90

PR 10 0 1十1
,

0 十3 十1 0 十1 十2 十1＼十3 十3 0.80

市民参加度

●

11
.

0 十1 0 十2 十1 0 十2 十3 十1 十1 ＼十3 0.80

市民の合意
と 協 力

12 0 十1 0 十2 十1 0 十2 十2 十1 十2

、

十2＼ 0.85

・ の 裁 ク ・ス ・イ ン ・・ク ト ・マ ト リ 。 ク ス 法 の 第5
、 第 段 階 の バ 。

レ ー シ ョ ン を 適 用 し て 、最 終 確 率 を求 め る と次 の よ うに な る
。
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表5-3計 画達成確率

"

1977年 ま でに達成 され る確 率

初 期 確 率 一.最 終 確 率

税 収 0.85 0.85

市 議 会 0.75 0.87

政 府 ・県 の 援 助 0.70 0.64

勤 労 奉 仕 0.80 0.92

企 業'参 加 0.50 0.68

∋

市 債 0.30 0.23

リ ー ダ ー の 発 堀 0.80 0.91

組 織 化 0.75 0.87

計 画 内 容

c

O.90 0,●93

PR 0.80 0.88

市 民 参 加 度 0.80 0.94

市民 の合意 と協力 0.85 0.96

以上 の結 果 か ら、わか る こ とは,ク リテ ィカル コ ンポー ネ ン トと しての基

本 要 因相 互 の 関係 は、他 項 目の実 現 に よっ て 、政府 、県 の援 助が 受 け に く ぐ

な る とい う ここ と、市債 の発 行 がむ つか し くな る とい う点 を除 い て 、他 は す

べ て 実現 確 率 が増 加 してお り、 この こ とは 、上 記2項 目以 外 はす べ て積 的

な 推進 関 係 を相互 に もっ てい る こ とを示 して い る。

特 に、 勤 労 奉仕 、組 織化 、市 民 参 加度 、市 民 の合 意 と協 力 は相 互 に 強 力 な

推 進関 係 に ある ことを示 して い る。
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§6グ リー ン コ リダ ー ネ ツ トワ ー ク 計

画 の 最 適 計 画 へ の フ ィ ー ドバ ック
●

こ こで は 、 §4で 行 な った年 次計 画 の 積算 、 §5で 行 な った 、達 成確 率 に

もとずい て 、種 々の政策 効 果 を考 慮 しつ つ 、 あ る もの につ い ては年 次 計画 、

プ ロ ジェク ト内容 の変 更 を計 る こ とに より、魅 力 的 な計 画 、予 算 的 に実現 可

能 な計画 を尊 び くた め の フィ ー ドバ ックの論理 に つい て のべ てい く。

本 研究 にお いて は 、 時間的 な制 数 もあb、 §4、 §5の 結 果 に基 い た具体

的 な,フ ィー ドバ ックは行 なわ な か った の で 、第1次 計 画へ の フ ィー ドバ ッ

ク の論 理 につ い て のみ のべ る 。

ここで言 うフ ィー ドバ ック とは 具体 的 に は

(1)積 算結果 につ いて の フ ィー ドバ ック

(2)ク ロス ・イ ンパ ク ト ・マ トリックス 結果 につ い ての フ ィー ドバ ックの も

2つ を指 す 。

積 算 結 果 に つ いて の フィー ドバ ック とは 、各 プ ロ ジェク トの必要 コ ス トを

計 算 した場 合 投 資規模 が大 きす ぎない か 、予 算 との関連 は大 丈夫 か等 につ い

て検 討 す る。'

ク ロス ・イ ンパ ク ト ・マ トリ ックス につ い て の フ ィー ドバ ッ ク とは 、ク リ

テ ィカル ・コンポ ー ネン ト相 互 の 因果 関 係 を も とに して 、年 次計 画 を も う一

度 み なお してみ る とい うこ とを行 な う。

以 上 の検討 の結果 、望 ま しくない結果 が 出 た場 合 には 、次 に示 す修 正 を行

な う。

(1)プ ロジェ ク トの縮 少

プ ロジ ェク トの規模 が 大 きす ぎ 、積 算結 果 が過大 傾 向 に あ る時 には プ

ロジェ ク トの規 模 の縮 少 を行 な う。

(2)プ ロジェ ク トの拡大

積算 結 果 が過 少の際 には プ ・ジエ ク トの規 模 を拡 大 す る。

(3)プ ロジ ェ ク トを お く らせ る

プ ロジ ェ ク トの 実施 が早 す ぎ、 その た めに 、全体 的 な無理 が生 じる よ

う な場 合 に は プ ロジ ェク トの実 施 時期 を お くらせ 、余裕 を もた せ る よ う
う

一119一

旬

間



■

にす る。

(4)プ ロジ ェ ク トを早 め る

逆 に余 裕 が あ りす ぎる よう な場 合 には プロジ ェク トの実 施 時期 を早 め

る こ とに よ り全体 の バ ラン スを調 節 す る。

なお、 フィー ドバ ック に よって プ ロジェ ク トの規 模 を増 減 す る際 には、 あ

らか じめ与 え られ て い る優 先順 位 に従 って増 減 す る。

以上 の べ て きた フ ィー ドバ ック の論 理 をグ リー ン コ リダー ネ ッ トワー ク計

'画 に適用 す る と次 の よ うに なる
。

(1)一 般 原 則

㈲ デモ ンス トレ三シ ヨン プ ロジ ェク トの 時期 はず ら さ ない 。

(ロ)魅 力 的 で金 の かか らぬ プ ロジェ ク トを選定 す る

(2)フ ィー ドバ ック の論 理

(イ)費 用 を さげ て、 で きるだ け市民 参加 の度 合 を高 め る。

(ロ)個 々の設 備 を縮 少 す る。

内 期 限 を延 長 す る。

←)全 体 的 な規模 を縮 少 す る6

(3)プ ロジ ェ ク ト選 択 の た めの基本 的 な論 理

(イ)3つ の柱 の有 機 的 関連 性 を重視 す る。

回 グ リー ン施 設 に重 点 をお く。

内 植 樹運 動 は動 員体 制 との 関連 で調整 す る。

(4)デ モ ンス トレー シ ョン用 プ ロ ジェ ク ト選択 の優 先順 位

① 小 動物 の森

② 地 区 別 モ デル グ リー ン ロー ド

③ 小 型 ル ー プサ イ ク リング ・一 ド
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§7 今 後 の 課 題

本 報告 書 は 、未 来 志 向型 長期 ビジ ョン設 定 を 目的 とした汎 用 システ ムTP

BSの 実 用 化 をめ ざす た めに 、地 方 自治体 用 モ デ ル と して 、藤 沢 市 の協 力 を

得 て作 成 した もの で あ る。

本研 究 にお い ては 、TPBS手 法 の藤沢 市の グ リー ンコ リダー ネ ッ トワー

ク計 画へ の具 体 的 な適用 を計 る こ とに より ,今 ま での政策 決 定 プ ロセス ロに

おい て持 ち得 なか った種 々 の特 色 を もつ こ とが明 確 化 され 、 この こ とは これ

か らます ま す複 雑 化 して い く と考 え られ る都 市 問題 に対 処 してい く上 にお い

て1つ の指 針 を与 え得 る もの で あ る と考 え られ る。

特色 と しては

(1)い くつ か の ビ ジ ョンの具 体 化 を計 る こ とに よ り、ビ ジ ョン相互 の関係

を明 確 にす るこ とが出来 、 統一 的 な見 地 か らの政 策 決定 が 可能 となる 。

(2)自 治 体 の長 期 ビ ジ ョン を作成 し、具 体的 にそ の実 現 計 画 をつ くるこ と

が 出来 る。

(3)自 治体 の トップが《 コン ピュー ター と人 間 の対 話》 を しなが ら、問 題

点 をみ つ け た り、 改善 した り しなが ら意 志決定 を行 な うこ とが で きる。

(4)計 画 をい ろい ろ な条件 の変 化 や 新 しい 問 題 に あわ せ て弾 力的 に変更

す る こ とが で きる。

(5)市 当 局 と市民 とtos-一一体 に な って手 づ くりの ビジ ョン と具 体 的 な計 画 の

作成 に とり くむ こ とが で きる。

等 が考 え られ る。

次 に、今 回 の研究 作 業 をふ りか え るこ とに よ り、今 後 の問 題 点 につ い て考

え て み る と

(1)今 回の 研究 は ス タ ー ト時 期 の大 巾 な遅 れ の ため トップ委 員会 作 業 部
、

会 相互 の十 分 な検 討 の場 を も うける こ とが 出来 ず,個 々 の問題 につ い て

深 く掘 り下 げ る こ とが 出来 なか った。 この こ とは 、運営 組 織 は迅 速 に組

織 し、十 分 時間 を か け て個 々の問題 に対 処 すべ きであ る とい うこ とを示

して い る。

(2)特 に ビジ ョン マ ップ作成 につ い ては や や もす る と現 状延 長 予 測型 で考
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え て しま う場合 が 多 く、 現状 延長 型 を出来 るだ け排 す る方 向 に もって い

か ね ば な らない 。

(3)ま た 、 ビジ ョン マ ップ作成 の もう1つ の問 題点 と して、 ビジ ョンの具

体 的内容 が一般 的 かつ 、網 羅 的 に な りや す い傾 向 に あるため 、最 重 点立

義 を とる ように しなけれ ば な ら ない 。

(4)ビ ジ ョン年 次計 画 の積 算 プ ログ ラ ムにつ い て、 も う少 しきめ細 か いア

ウ トプ ッ トが 出せ る と、 もっ と利 用範 囲 が ひ ろが る もの と考え られ る。

㈲ ビジ ョン計 画 実現 の基 本要 因設 定 に お け るク ロス ・インパ ク ト ●マ ト

リ ックス法 自体 の使 用方法 及 びそ の結果 の使 用法 に ついて は、積 算 、 フ

ィー ドバ ック との関連 を考 えつ つ も う少 し検 討 す る必要 が あ る と思 われ

るo

以 上 い くつか 問題 点 につ いての べ て きたが これ らの諸点 をふま え て、TP

BS手 法 を さ らに充 実 させ つつ 、具体 的 に適 用 してい くこ とが 今後 の課 題 で

あ る と考え られ る。
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付 属 資 料 の 見 方

付属資料1

(1)

(2)

(3)

付属 資 料2

第1表

当表 は3部 に わかれ て いる が印刷 ミス に より太線 をおか な か った ため.

1表 の よ うに な って しま ってい るの で 、利 用 す る場合 には

(1)都 市成 長 過程 「成 長 中」 ～ 「そ の他 」 ま で

(2)都 市 の成 長 要 因 「交 通 網 の発 達 」 ～ 「購 買力 を もつ」 ま で

(3)「 成 長 の必 要 性 」(○)と 「不 必要 の理 由」

「入 間 が … 」 ～ 「生 活 レベ ル の向上 」 まで

区分 して み て下 さい。

尚,(3)の ○ 印は必要性 のあ りと解答の あった右文は必要性の理 由を附

記 され た市 に記入 した もの であ り、 × 印 は不 必要又 は

不 必 要 の理 由 を附記 された市 に記 入 した もの で、合 計

欄 の数 はその 合計 であ り、(?)は 解 答無 しの都 市数 を示

した もので す。

付 属 資料3現 在 の都市 の問題 点

(1)市 名 にAを 記 入 して あるの は 印刷 ミス

(2)○ 印 は当 該解 答 の記 入

(3)合 計欄 で0解 答 の あ る項 目が あるの は他 の 目的 で利 用 した もの ですか

ら抹 消 して利 用 して下 さい。

付 属 資料4将 来 の都 市 の問 題点

(1)○ 印は 当該解 答 の 記 入

② 合計 欄 の0解 答 と あ る項 目は他 の 目的 で利 用 した もの です か ら、 利用

され る場 合 に不 必要 で した な ら抹 消 して下 さい 。

実数値及 び得点表

「順位」 は合計得点 の低い順位

「実数値」の単位 は下位欄に示 してある単位 で、 ない ものは実数を示

す。

「得点」は都市性 の高い順位 に実数値 を評価 したもの。

都市の特性及 び成長 について
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付属 資料5都 市 の ビ ジ ョンにつ い て

(1)○ 印 は当該 解 答 を示 します 。

(2)合 計 欄 の0解 答 とあ る項 目 は他 の 目的 で利 用 した も.のです か ら利 用 さ

れ る場合 に不 必要 で した な ら抹 消 して下 さい。

付 属資 料6市 民 参 加 につ い て

当表 は5部 門 に分 かれ てい ま すの で利 用 され る場 合 留意 して み て下 さい 。

(1)ビ ジ ョン作成 へ の 市民 参加

「PRパ ン フレ ッ ト」 ～ 「や って い ない 」 ま で

(2)利 用 方 法

「市長 の立案 参考 」 ～ 「そ の他 」 まで

(3)市 民 参加 方法

「市 民 アン ケー ト」 ～ 「ロー リングシ ス テ ム」 まで

(4)ロ ニ リング シス テ ム

× 印は ロー リング シス テ ム を して い ない都市

「方 法 」 の○ 印 は 「市民 ア ン ケー ト」 か ら 「委 員会 設置 」 まで の各 項

目 につ い て当該 方法 で ロー リング シス テ ム を行 ってピ る都 市 を示 す 。

(5)市 議 会 意志

「積 極的 」 か ら 「そ の他 」 まで
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付属資料1 実 数 値 及 び 得 点 表 付属資料1

(左:実 数 値、右:得 点)

順位 都市名 合計得点 投 票 率 予算額/総 人口
■

人 口 増 加 率 1人当り市民所得額 農 家 人 口 率 商 業従 事 老率 住 宅 団 地 数 大 企 業 数 工 場 数

1 金 沢 374 77.35 12 6.08h5
i.

130 36 一 8.4
.

21 12.4 14 3

F

25 42 1
'・'「

.

1935 6

2 函 館 395 74.30 19 7.5514
…

96 41 54.6 14 L1
.

1 27.1 4 1 32 20 12

.

925 16
A

3 奈 良 408
.

74.09 20

I

i
5・91116

■

177 21 66.3 5 10.1
.

23 6.0 30 一 19 14 1326 9

4 福 井 410 86.00 2
…

6・5719 160 25 50.6 21 23.4 36 12.q 15 15 7 25 4 2343 3

5 清 水

.

439 75.00 17

1

4.79 33 180 18 62.2 8 14.0 27 9.88 23 13 8 18 15 1393 8

6 旭 川

・

442
.

77.90 11

.

・.32i14 170 23 47.3 24

.

92
.

22 27.7 3 2 20 12

.

一

6 秋 田 442
■

78.85 7

■

5ユ2 30 132 34 57.7 11 13.4 26 11.6 18 12 .9 10 25

.

657 24

8 富 山 450
.

74.09 20

■

5.21 27 156 26 61.0' 9

.

10.1 23 6.0 30
一 19 14

.

1326 9

9 高 松 467 72・00 23

1

528 25 132 34 52.4 17 22.2 34 33.3 2 7 15 25 4

.

2015 5

10 大 分

.

474 86.60 1

1

6.50 12 143・ 28 53.0 15

.

22.7 35 18.4 10 43 3 14 20

■

964 14

11 宇都宮

.

477 82.70 3

■

6.53 10 130 36 62.4 7

■

18.4 30 19.0 9 5 19 13 22 1319 10

12 長 野

.

478 81.30 6

.

5.53 19 191 16 一

.

26.8 39 11.7 16 56 1 39 2

■

1070

「

13

12 平.塚

.

478 75.70 15

1

5.39 22 180 18 9.6 28

■

一 9.6 24 8 13 24 7 813 21

,

14 福 山

.

482 76.60 13
・

.

8.36 3 156 26 68.0 4

■

20.9 33 112 19 7 15 8 32

■

3080 2 .

15 明 .石

1

483 55.40 39

■

5.14 29 180 18 一

.

6.0 13 22.7 6 4 21 21 11

.

723 22

16 曽:崎

.

496 7450 18

■

5.29 24 140 29 50.1 22

.

11.0 25 12.9 13 28 5 12 23 445 30

17 山 形

・

501 78.50
'

10

■

4.63 34 115 40 50.0 23

■

23.0 36

.

11.7 16 7 15 10 25

.

1493 7

18

,

一の宮
.

505 78.64 8 3.83 41 135 32 52.4 17

.

16.0 29

.

2LO 8 54 2 24 7

■

5684 1

19 福 島

■

507 82.15 4

.

4.63 35 173 22 53.6 16

1

25.9 38

●

9.9 22

●

10 .10 23 9

■

921 17

20 浦 和

■

522 62.76 31

.

3.97 40 193 15 一

1

4.7 10

■

10.5 21

.

3 25 3 36 一

21 徳 島

.

534 63.90129

.

6.45 13 122 39 56ユ 12

1

16.3 30

.

242 5

■

0 34 32 8 1303 11

22 八 戸

.

537

`|

57・10138

.

5.48 21 140 29 45.3 25

.

14.3 28

.

34.3 1

.

4 21 14 20

.

833 20

23 岡 崎

.

540 7524
1
16

.

5.27 26 138 31 一

●

18.4 30

■

18.0 .11

■

10 10 15 18

■

2216 4

24 川 越

■

545 64.30 28

1

4.50 36 L70 23 5L6 20

●

20.5 32

.

6.7 27

■

8 i13 11 24

.
層

921 17

25 日 立

.

559 81.60 5

.

5.05 31 135 32 一

●

7.5 18

.

6.4 29

■

2 28 1 41 868 19

26 豊 田

■

577
r

7853 9

.

8.77 2 510 1 93.0 1

■

25.0 37

.

5.9 32

.

40 4 29 3 933 15

.

(%)

.

(万円/1万 人) 〔蒲 刈 ・・) (万 円)

■

(%)

■

(%)・

■

{ 　

・
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"付 属 資料1

(左:実 数値、右:得 点)

順位 都 市 名 コ ン ビ ナ ー ト数
ビ ッ グ ス ト ア 数 都 市 銀 行 数 大 学 短 大 数 競輪場・競馬場数 道 路 鉄 道 ・バ ス

.

空 港 数 下 水 道 排水 率

1

.

金 沢o 2 7 12 6 16 5 7 1 5 4 2 3 4 1,.・ 1 1L5 30

2

.

函 館0 2 0 40 4 28 5 7 2 3 4 2 2 28 1
7

1 596 6

3

.

奈 良0 2 6 19 29 1 7 1 3 1 2 12 3 4 0 9 29.7 19

4

.

福 井0 2 6 19 2 33 5 7 1 5 0 35 3 4 0 9 443 10

5 清 水0 2 11 5 28 2 1 34 0 19 4 2 3 4 0 9 15.4 25

28 1 1 154 25
6 旭 川0 2 7 12 6 16 4 10 1 53 72

28 1 1 5τ3 8
6 秋 田0 2 13 2 2 33 4 10 0 19 2 12 2

8 富 山 0 2 6 19 12 8 3 15 1 5 2 12 3 4 1 1 5τ0 9

9 高 松 0 2 3 34 6 16 3 15 1 5 2 12 3 4 1 1 379 12

10 大 分 1 1 5 24 3 29 4・ 10 1 5 1 23 2 28 0 9 144 28

11 宇都宮 0 2 8 9 6
、

16 3 15 2 3 2 12 3 4 0 9 280 20

12 長 野 0 2 7 12 6 16 6 5 0 19 3 7 3 4 0 9 690 4.

110 32
12 平 塚0 2 8 9 6 16 1 37 1 5 2 12 2 28 0 9

9340 .15

14 福 山 0 2 4 31 3 29 2 22 1 5 2 12 2 28 0

768 33.
15 明 石 0 2 2 38 5 25 2 22 0 19 0 35

1

3 4 0

182 2 28 1 1 3正0
14 5 2 22 1 5 4

16 宮 崎 0 2 一

17 山 形 0 2
、

7 12 2 33 2 22 0 19 0 35 2 28 .0 9

-

23⑨ 21

18 一の宮 0 2 3 35 5 25 1 34 1 5 4 2 3 4 0 9 852 2

19 福 島 0 2 5 24 7 14 4 10 1 5 1 23 3・ 4 0 9 20.1 23

28 0 9 64⑨ 5
20 浦 和 0 2 4 31 8 12 21 22 1 5 3 7

1

2

21 徳 島 0 2 5 24 2 33 7 1 0 19 2 12 2 28 0 9 33⑨ 16

22 八 戸 0 2 5 24 一 2 22 0 19 2 12 2 28 1 1 一

23 岡 崎 0 2 1P 5 3 29 3 15 0 19 3 7 3 4 0 9 3a3 17

24 川 越 0 2 8 9 17 4 3 15 0 19 1 23 3 4 0 9 5{LO 7

25 日 立 0 2 5 24 18 3 2 22 .0 19 0 35 3 4 0 9 35.1 14

26
'豊 田

0 2 5 24 2 33 2 23 0 19 1 23 2 28 0 9 一 一

(%)

一127一
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＼

(左:実 数値、右:得 点)

付属資料1

順位 都市名 上 水 道普 及率 都市ガス普及率 1人 当 り公園面積 電 話 普 及 率
.

交通事故発生率 人口10万 人当り医者数 総 合 病 院 数 被 保 護世 帯 数 心身障害者充足率
/ね た きり老 人対策

A

　

　

噺

　

　

　

.

1

.

金 沢 93.6 17
.

49.9 11 4.63
1

5 78.0
.

7 1.1 30 307 3 13 4

■

1B
.

.

21 才4 6

.

1《L8 17

2

1

函 館 98.4 9 316 18 12.9
1

2 |
1

062

E

17 151 14 5 14 37 12
、'■一

3

.

奈 良 95.0 15 75.3 4 22.50
1

1 80.oi4
$

.

0.8 20 194 7 2 30

.

17

.

22 10 26
「140

13

4

.

福 井 978 13 60、0-』 9'
'4
.57

`

6 75.4
.

8 、0.58 15 170 9 3 20 12
.

28 一 5&0
.

36

'

5

.

清 水
.

93.5 18 一 0.41 37 62.0
.

,

23 0.11 2 137 20 3 20 一

■

300 1 313
.

27

6 旭 川 70.0 42 27.9 21 11.50 3 60.0
.

24 0.4 3 一 4 15 26
■

16 0.08^ 32 135 11

6

1

秋 田 883 26 91.0 1

1

5.27 4 50.8・

.

34 06 16 181 8 4 15 al1
.

19 20 19 60 1

8 富 山 86.0 32 39.9 14

.

一 50.0 35 0.8 20 137 20 4 15 138
.

3 .05 25

.

15.5 14

9

.

高 松 83.4 37 18.7 31

1

3.69 7

.

680 一17 09 22 167 10 6 12 15 24 1.4

■

24

.

250 23

10

.

大 分 912 23 25.9 23

`

2.5 12

.

41.7 38 1.00 28' 124
・

24 3 20 2応0 16 70 7

.

10.0 4

11

1

宇都宮 87.0 29 88 35

1

2.80 10

■

51.3 33

1

120 32

.

一 2 30

.

12 28

.

一 10』 4

12

1

長 野 93.7 .16 24.41 25

`

0.76 34

.

44.0 37

.

0.62 17

.

132 23

.

1 35

■

142 27

■

169 22 432 32

12

.

平 塚 91β 22 32.0 17

1

1.5 25

.

749 9

.

0.97 27

.

140 16

■

9 7

■

68 10

■

30 16

■

3625

エ

29

14

.

福 山 86.8 30 一

.

2.1 16'

■

70の ・ 15

.

13
』34

.

107 25

■

4 15

.

ao 14

■

2α0 4

■

130 9

15

.

明 石 99.9 2 39.3 15

1

0.02 4σ

■

806 3

.

0.1 1

.

140. 16

■

5 11

■

一

.

56 11

.

10.0
'
4

16

.

宮 崎 88.0 27 25.0 24

1

2.42 !4

.

19.9 41

■

0.94 26

.

167 10

.

3 20

・

18L81 1

.

2《LO 3 4127 31

17

.

山 形 92.8 21 14B 34

.

3.2 9

■

67.7 18

■

0.4 3

.

470・ 1

■

6 12

.

10ユ
'4
■

2α0 4

・

1ao 9

18 一の宮 85.4 33

1

27.0 22

.

16 22

.

565 31

■

13 34

.

105 26

.

9 7

■

68 10

■

_A 16330 38

19

1

福 島 75.5 40

1

19.3 30

.

1.9 20

.

62.1 21

.

0.9 22

.

219 5

.

3 20

■

13 22

.

一 一

20

1

浦 和 80β 39

.

40.0 13

1

0.87 33

.

633 20

.

09 22

.

231 4

■

16 1

■
、

93 1

.

e67 28 一

21

.

徳 島 85.0 34

.

226 27

1

2.39 15

.

71.9 13

.

100 28

■

'356
2

■

3 20

.

27
^15

.

11⑮ 23 一

22

.

八 戸 91.1 24

1

8.8 35

`

2.43 13

.

53.2 32

■

0.5 13

■

140 16

■

2 30

.

251 18

.

6L7 9 166 16

23

1

岡 崎 83.5 36

1

242 26

`

3.40 8

.

58.0 27

■

18 38

.

15 36

.

1 35

.

02 37

.

20 19 107 8

24

.

川 越 84.8 35

.

16.0 33

I

O.96 31

1

67.0 19

.

15 37

.

211 6

. '
0 42

■

1《10 4

.
-‥ ρ5

29 300 25

25

.

日 立 86.4 31

.

368 16

1

1.45 26

.

71.4 14

■

1.1 30

■

77 31

.

3 20

.

一

■

3{LO 1 15.73 15

-
一

ー 一

26

.

豊 田 97.8 13

.

22.0 28

`

2ユ 16

.

32.0 39

.

14 36

■

53 34

■

2 30

.

03 36

■

一 3τ4 30

(%) .(%)(助 人)(%)(件 数/人)(%)(悪 霊 議)(鷺 耀)
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付属資料2都 市 の 特 性 及 び 成 長'に つ い て
■

'付 属 資 料2 ・

都 市 成 長 過 程 鳩ケ谷 国分寺 昭 島 新 座 武蔵野 大 和 草 加 三 鷹 平 塚 日 立 川 越 宮 崎 山 形
豊 田 岡 崎 入 戸 福 井 明 石 奈 良

一一 宮 清 水 福 島

成 長 中 ○ ○ ○ ○ ! ○ ○ ○ ○ O ○ ○ 9 O O

安 定 に 指 向 ○ ○ ○

飽 和 状 態 ○ ○ ○ ○

低 満期 に 入 って い る
O

成 長 以 前

そ の 他

都 市 の 成 長 要 因.

交 通 網 の 発 達 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O O O

地 理 的 条 件 ○ ○ ○ O

人 口 の 適 正 配 置 ○
o

住 宅 の 増 加 ○

人 口 増 加 ○ ○ ○ ○

産 業 の 健 全 な 発 展 ○ O ○ ○ O ○ ○ O O

行政 機 関の 適正 配 置 ○ ○ ○

開発 万能 空 間 の存 在
O

社 会 資 本 の 拡 充
O

豊 富 な 労 働 力

購買力(消 費力)を もつ

成長 の必 要性(○) ○ ○ ○

不必 要 の理 由(×)
× X

人間 が 住む に値い す
る環 境を保 ち得 ない × X ×

'×

都 市 と し て の 完 成 ○ ○ o

人 口増な[K伴う財政負担ロス × × r
X

都 市機 能 の集 積 必要 ○ 0

適正な都市規模 の確保
0

公 共 施 設 の 不 足 ・

生 活 レベ ル の 向 上

一12
.9一
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付属資料2

一

都 市 成 長 過 程 町 田 八 尾 秋 田 藤 沢 枚 方 富 山 福 山 高 松 松 戸 浦 和 長 野 大 分 高 槻 宇都宮 旭 川 金 沢 船 橋 徳 島 函 館 大 宮 合 ・ 計

・

'

成 長 中 ○ ・ ○
'

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31

安 定 に 指 向 ○ ○ 5

飽 和 状 態 ○
'●',

5

低 滞 期 に 入 っ て い る 1

成 長 以 前

そ の 他

都 市 の 成 長 要 因

交 通 網 の 発 達 ○ ○ O 0 O O 16
'

地 理 的 条 件 ○ ○ O ○ 0 O 10

人 口 の 適 正 配 置 2

住 宅 の 増 加 ○
・.,

2

人 口 増 加 ○ ○ 0 0 0
'
9'

産 業 の 健 全 な 発 展 ○ ○ 11

行政 横 関 の適 正 配 置 ○ ○ 5

開発 万 能 空間 の 存 在 ○ 0 3

社 会 資 本 の 拡 充 ○ 2

豊 富 な 労 働 力 ○ 1

購買力(消 費力)を もつ ○ 1

成長 の 必要 性(○) ○ ○ 0 ○ (O)17(×)10

不必 要 の理 由(×) (?)15

人間 が住 む に値 いす
る環 堵 痴 保 ち相 方い 4(×)

都 市 と し て の 完 成 ○ ○ O 0 7(O)

人口増力【セ(伴う貝オ願 ま旦ロス
`

3(×)

都 市 機能 の 集積 必 要 ・2(○)

適正左都市規模の確保 ○ 2(○)

公 共 施 設 の 不 足 × 1(×)

生 活 レベ ル の 向 上 ○ 1(O)

　

←

.
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付属資料2〔

〉「「 －A'一

、

●

●

・

鳩ケ谷 国分寺 昭 島 新 座 武蔵野 大 和 草 加 三 鷹 平 塚 日 立 川 越
・

宮 崎 山 形 豊 田 岡 崎 八 戸 福 井 明 石 奈 良 一 宮 清 水 福 島

、

`

1

.

、
〉

`

A・B群 列 A A A A A A A A B B B B B B B B B B B B B B

単位
、

S33人 目(万) 1.7 3 4.1 10 3.5 3・ 8 10 15 108 15 1&4 4.3 16 16 14 125 }3 17 13.7

48〃 5.6 8 &1 97 13 132 15 15.5 18 20 20.3 21 21.1 22 22 22 224 226 23 23 237

倍 率 339 266 2.0 L3 3.77 5.0 1.93 18 1.33 20 1.40 1.14 5.11 1.37 L37 160 180 1.76 135 172

S33人 口密度 0.27 0.28, 024 0.9 0.11 0.5 0ユ5 0.09 009 0.06 005 α03 0.07 007 α13 026 0.06 α22 0.25 OO5

S48〃 0.90 0.73 047 1.2 0.54 0.9 0.26 0.13 0ユ8 0.07 005 OO8 009 0ユ0 007 048
『

α11 029 0.10 003

特 性 農 一住 .農 一 往
工二

王 ・住
農一往 住一高 ?一 工 農一住 住一往

商業一
工商業

工 ・鉱 一

工 ・鉱

農 ・商一

工商住
農一高 商一商 工 ー工

標準一
標準
工ー工

商工一
商工

農 ・住一
工 住

観・住一

観 ・住
工ー工 港湾工業

農 ・商・住
一高観

‥

0～10 24 1&0 18β 224 15.9 242 14.72 188 20.6 199 16 1《L6 196 186 212 196 152 1τ8 18 176 175

11～20 13 13.9 13ユ 127 13.2 13ユ 13.55 14.1 163 16.1 18 1τ6 14」6 178 1丘7 148 14.7 134 25 158 1&3

21～30 22 24.0 2L4 135 25.5 242 25ユ6 219 216 217 19 164 270 1軌9 185 1τ4 1&0 204 21 202 1τ0

31～40 20 1τ1 17.9 22ユ 16.3 206 1〔L77 17.7 162 170 16 158 1{L7 155 17.1 152 152 1&0 14 172 15フ

41～50 10 12.7 12.5 &5 12.5 &3 1226 118 105 10.4 13 ・138 &9 11.4 124 1a4 138 121 8 1a3 13.3

51～60 6 7.2 7.5 5.1 79 5.1 τ74 75 79 7.4 8 &9 6.0 &1 τ1 93 9フ &1 7 78 &5

61以 上 5 71 16.5 15.7 &7 4.5 710 82 69 75 10 1α9 72 &7 70 113 134 102 .7 駐1 97.

戦 災

全 部 ○ ○ ○ 0 O O

一 部 ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 O ・

ほ とんど ○ ○ ○ ○ 0

皆 無 0 0 O

予 算(億)

税 9 28 21 18 54 32 33 56 56 51 44 39 48 112 60 43 51 51 58 40 58 43

国 庫 3 6 8 6 5 10 5 17 10 18 9 8 7 16 5 9 22 29 23 11 6 18

そ の 他 12 10 25. 29 14 22 29 25 31 32 28 64 42 65 51 68 71 38 55 37 51 50

計 24 44 54 54 73 64 6.7 98 97 101 81 111 97 193. 116 120 144 118 136 88 115 111

人口当り予算(功

43 55 67 56 5.6 4.9 4.5 6.3 5.4 5.0 40 5.3 46 8β 53 55 64 52 5.9 39 一 47





付属資料2

1町 田 八 尾 秋 田 藤 沢 枚 方 富 山 福 山 高 松 松 戸
浦 和 長 野 大 分 高 槻 宇都宮 旭 川 金 沢 船 橋 徳 島 函 館 大 宮 合 計

A・B群 列 A A B A A B B B A B B B A B B ・B A B B A

単位 '

'

S33人 口(万) 6.3 11.2 19 12 66 178 18 22 7 15 15.6 21 72 18 295 13 17⑨ 24⑨ 16

48〃 24 24.1 25 25 2(L8 28 28 2&9 29 29 29.9・ 30 3α5 31 31 373 39 229 232 30

倍 率 3β0 2.15 L31 2.1 406 1.57 1.55 1.31 4ユ4 1」)3 1.91 L42 4.23 1.7 126 30 12 0.93 19

S33人 口密度 027 0.04 0.1 0.17 OO8 0.14 0.12 028 0.1 0.06 OO7 0.07 ρ05 α75 0ユ13 0,113 0.17

,S48〃 0.32 0.58 0.05 0.36 0.4 0.13 0.13 0.15 0.49 0.41 0.07 0.08 0.29 0.10 OO4 0.81 04 0ユ22 0,091 .033
.

特 性 住一往
農 ・住 一

住工
農二行 一 住 農業一住宅

商工 ・

商工
商業一工業

商 ・観 ・

中枢 ・管理
農一住

住文一
注文 行一行

農 行 一
農工商行

農 一往
商 ・工ー

工商行

田商一

田商

商観行一
商観行
農業水産
一商業住宅一商・禰

商 ・行政 水産 水産一
商業 商業

住一商業

,一 ー 一 、, 一 、,'工 ・ 一一 一

`

0～10 23.1 21.0 17.0 213 23.23 17.8 19.1 17.0 23 182 18 17.9 24 1&7 183 1τ6 1《L7 162 20

11～20 12.8 14.4 1&4 12.6 12ユ4 142 15.9 15.4 13 136 15 1τ5 12 1{L7 1&1 146 1《L7 1{L7 15

21～30 20.4 22.7 18.0 20.4 23.07 1&4 192 182 24 224 17 1&7 .22 .19・7
19β 205 182 1τ5 22

31～40 22.4 17.5 16.9 1a8 1920 1ao 162 1《L6 20 182 15
'160

20 163 17.6 149 1a1 15.1 17
馳

41～50 10.8 10.4 13.3 119 1067 13.2 11.9 13.6 9 113 14 125 10
、

1ao 119 124 129 1&0 11

51～60 58 7.0 &4 69

,

5.72 98 &0 go

'

6 76 10 &4 6 翻 79 92 α1 92 8
9,

61以 上 6.1 τ0 7.9 79 5.97 106
,

9.1 10.2 5 &3 11 ⑨0 6 &4 a6・ 108 103 93 7

戦 災 ,

全 部 ○ ○ ○ O ○ 11

一 部 O 0 ○ 11

ほ とん ど ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 O 13

皆 無 ○ ○ 0 ○ 7

予 算(億)

税 64 60 95 76 79 109 78 66 55 64 85- 78 81 112 81 5α9 50 74.9

国 庫 30 18 16 22 19 15 26 6 10 22 41 22 34 34 18 99 .50 10.1

そ の 他 66 49 61 150 48 110 49 78 55 80 69 115 81 79 121 86.9 76 43.9

計 160 127 172 248 146 234 153 150
.

115 166 195 215 .196 225 220 147.7 176 12&9

人口当り予算(万

6.7 5.1 69 9.3 5.2 &4 53 5.2 40 56 65 τ1 仕3 60 5.6 65 76 43
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付属資料3現 在 の 都 市

一

、

一

←

の 問 題 点 付属資料3
-

◆会

鳩ケ谷A 国分寺A 昭 島A 新 座A 武蔵野A 大 和A 草 加A 三 鷹A 平 塚 日 立 川 越 宮 崎 山 形 豊 田 岡 崎 八 戸 福 井 明 石 奈 良
一 宮 清 水 福 島

、

下 水 処 理

教 育 施 設 の 不 備 、 ○ ○ ㎡●'≡

交通 混 雑 ・交通公害 ○ ○ O 0 O O O O

公 園 、 緑 地 不 足

保 育 園 ・幼 稚 園/ ○ ○ ○ C ○ ○ ○ O ○ ○ O O

新庁舎(市 民センター) ○

ご み 処 理 ○ ○

公 共 用 地 ○ ・ ○

道路整備(土 木施設) ○ ○ ○ ○ O O

河川 ・海汚染その他(公害) ○ e ○ ○ O 0 ○

流 通 機 構
`

地 域 再 開 発

市立病院(救 急医療、その他医療不足) O

物 価(土 地) O O
へ

駅 前 広 場

人 口 抑 制 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O

用 舎 地 域 の 管 理

市民の市財政への不理解

シ ビ ル ミ ニ マ ム の 設 定

余 暇対 策 を抜 本 的 に

歯 科 医 の 予 防 制
`

公害住宅の積極的確保

市営住宅不足(住宅不足) ○

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

事 務 繁 雑 化
、

財 政 不 均 衡 ○ C こ ○ ○ ○ ○ ○ ○

住 民 エ ゴ ○
'

事 務 の 繁 雑 化 ' ○ ○

米 軍 施 設 跡 地 ○

.

新 空 港 建 設
、

←
_

.一 』
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付属資料3

＼

町田A 八尾A 秋.田 藤沢A 牧方A 富 山 福 山 高 松 松戸A 浦 和 長 野 大 分 高槻A 宇都宮 旭 川 金 沢 船橋A 徳 島 函 館 大宮A
計 AB

下 水 処1理
0 00

教 育 施 設 の 不 備 、 ○
3 21

交通混雑 ・交通公害 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
,」',

O 19 118

公 園 、 緑 地 不 足 ○
1 10

保 育 園 ・ 幼 稚 園' ○ ○ ○ OiO ○ ○ ○ ○ O ○ ○ O 25 1213

新 庁舎(市 民センター 、

「

}
'

1 10

ご み 処 理 ○ 1 ○ 4 13

公 共 用 地
2 11

道路整備(土 木施設) ○ ○ ○ ○ ○ 11 47

河川 ・海汚染その他(公 害) ○ ○ ○ ○ O 12 48

流 通 機 構
0 00

地 域 再 開 発
' 0 00

市立病院(救 急医療・その他医療不足)
1 01:

物 価(土 地)

・

.

2 02

駅 前 広 場 1 0 00

人 口 抑 制 ○ ○ ○
i

○ ○ O O 0 0. 17 116

用 舎 地 域 の 管 理
0 00

市民の市財政への不理解 シ

・

0 00

シ ビル ミニマ ムの設定
0 00

余 暇対 策 を抜 本 的 に
0 00

一

歯 科 医 の 予 防 制
0 00

公害住宅の積極的確保

7

0 00

市営住宅不足(住 宅不足) ○ …
2 02

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

'
0 00

事 務 繁 雑 化
○ 1 01

財 政 不 均 衡 ○ ○ ' 0 ○ 13 94一

住 民 エ ゴ ○ 2 02

事 務 の 繁 雑 化 ○ 3 03

米 軍 施 設 跡 地
1 10

新 空 港 建 設

.

○ 1 01

`

一134一





一付属資料4 '将 来 の 都 市 の 問 題 点 付属資料4

鳩ケ谷A 国分寺A 昭島A 新座A 武蔵野A 大和A 草加A 三鷹A 平 塚 日 立 川 越 宮 崎 山 形 豊 田 岡 崎 八 戸 福 井 明 石 奈 良
一 宮 清 水 福 島

自動車公害、過密、道路マヒ、交通公害 ○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○ O O ○ ○

ご み の 処 理 ○

学 校 等 公 共 用 地 確 保 ・整 備 ○ ○ ○ ○ O ○ O ○ 〆 ← O ○

住 民 サ ー ビ ス(住 民 運 動) ○

老 人 対 策 ○ ○ ○
'

○

公 害 ○

幼 稚 園 不 足

病 院 不 足 ・ 赤 字

住 宅 難 ・ 過 小 宅 地 の 増 大 〔⊃

下 水 処 理

政 策 費 の 減 少(財 源 不 足) ○

市 庁 舎 収 容 能 力 の 限 界
、

、

生 活 用品 対 策 ・小規 模 店 対 策

余 暇 利 用 対 策

子供の性教育、母子 関係の正常 化 ム

○ . ○ ○ ○、部品 嗣 淀・噸(市 街地 一再開を)

』 ○

○
ご

一、

共 同 ・ 互 助 精 神 欠 除
こ

農 業 対 策

管 理 職 の 質 の 低 下

緑 地 公'園 ○ ○ ○ 二 ○ ○

水 資 源 不 足 こ ○ ○ ○

人 口抑 制 ・集 中ス プ ロ ー ル 化 ○ ○ .

歴 史 資 料 の 散 逸

地 震 対 策

高 層 ビ ル 消 防 力 の 低 下

税 の 未 納 者 増 加

鵠 沼耕 地 整理 内権 利 関係 マ ヒ

身 障 児 者 の 増 加 、 対 策 ○ ○

新 幹 線 対 策

市 民 参 加 の 保 障

交 通 の 利 便 性 ○
、

工場用地の拡大傾向、企業 誘致 ○ ○ ○

生活環境の悪化(地 価物価含) ○
・

○ ○ .

基 地 の 存 在 ○
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付属資料4

町田A 八尾A 秋 田 藤沢A 牧方A 富 山 福 山 高 松 松戸A 浦 和 長 野 大 分 高槻A 宇都宮 旭 川 金 沢 船橋A 徳 島 函 館 大宮A
計 AB

自動車公害、過密、道路マヒ、交通公害 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・
1

○ 20 317

ご み の 処 理 ○ ○ ○ O 5 23

学 校 等 公 共 用 地 確 保 ・整 備 ○ ○ ○ ○ ○ O 16 88

住 民 サ ー ビ ス(住 民 運 動) …

一 一,

1 10

老 人 対 策
! 4 22

公 害 ○ 2 11

幼 稚 園 不 足 ○
1 10

病 院 不 足 ・ 赤 字
0 00

住 宅 難 ● 過 小 宅 地 の 増 大
1 10

下 水 処 理
1

○ ○ 2 02

政策 費 の減 少(財 源不 足)
1 ○ 2 20

市 庁 舎 収 容 能 力 の 限 界

…

10
1 10.

生活 用 品 対 策 ・小 規 模店 対 策 i ○
1 01

余 暇 利 用 対 策
0 00

子供の性 教育、母子関係の正常化
0 00・

都樹 ⑭ ≡ 紅 瞳(市 街地再開を) ○ ○ ○ ○ 0 ○ ○ 14 .410

共 同 ・ 互 助 精 神 欠 除
0 00

農 業 対 策
1 01

管 理 職 の 質 の 低 下
0 00

緑 地 公 園 ○
7 43

水 資 源 不 足 ○
5' 05

人 口 抑 制 ・集 中 ス プ ロ ー ル 化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 44

歴 史 資 料 の 散 逸
0 00

地 震 対 策
0 0σ

高 層 ビ ル 消 防 力 の 低 下
0 00

●

税 の 未 納 者 増 加
0 00

鵠 沼耕地 整 理 内権 利 関係 マ ヒ 1

0 00

身 障 児 者 の 増 加 、 対 策 ご
3 21

新 幹 線 対 策 ○ 1 10

市 民 参 加 の 保 障 ○
1 10

交 通 の 利 便 性
1 10

工場用地の拡大傾向 ・企業 誘 致 3 03

生活環境の悪化(地 価物価含) ○ こ 4 13

基 地 の 存 在 1 10
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付 属資料5都 市 の ビ ジ ョ ン に っ い て 付属資料 ε

鳩ケ谷A 国分寺A 昭島A 新座A 武蔵野A 大和A 草加A 三鷹A 平 塚 日 立 川 越 宮 崎 山 形 豊 田 岡 崎 八 戸 福 井 明 石 奈 良
一 宮 清 水 福 島

'

緑 の市緑 と文化それは … … 市 ○ ○ C ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 合的 市民 文化 リク リエーションセンタ ー ○ ∩

駅周辺交通 網整備 ・新交通システム ○ ○ O ..O

下 水 道 完 備 ○ 0 ○ .

市政へ の市民参加 ・組 織 充 実 ○ ○

地 域 環 境 整 備 ・ 住 宅 建 設 ○ ○ O ○

学 園 都 市 へ

.

主 要 道 路 舗 装 歩 車 道 分 離 ○

河 川 浄 化 、 ○

都市 と(農 業)と の調和(産 業 との) ○ ○ ○ ○ ○農 ○ ○ O .

人 口 の 適 正 配 置

ゴ ミ 対 策

コ ミ ュ ニ テ ィ 計 画 の 達 成 ○

老 人 ・ 福 祉 対 策 ○ ○

心 身 障 害 者 ・ 福 祉 ○
`

○

市 立 幼 稚 園

社 会 教 育 の 充 実

自 動 車 公 害 撲 滅

広 域 市 政 の 拡 大 ・能 率 化 O `

県 ・市による教育二重行政の解消
一

都市計画決定権の市長全面委 譲

外 国 派 遣 研 修 の 恒 常 化

社 会 体'育

「すくやる課」にする市民本位の政 治

自分の ものは 自分で処理する運 動 、

消 費 流 通 機 構 改 革
,

生 活 安 全 C ○ ○ ○ ○ ○ ○ c

江 ノ 島 片 瀬 海 岸 再 開 発

○
・

.都市 機能 の 充実(地 方 中核) ○ ○ ○ ○

生 活 優 先 の 都 市 環 境 の 整 備 ○ ○ ○ ○

各 種 土 地 の 集 約 化 ・再 開 発 二 ○

老 朽 校 舎 の 解 消

公 共 施 設 整 備
.一
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付属資料5
」 ち

町田A!八 尾A 秋 田 藤 沢 牧 方 富 山 福 山 高 松 松 戸 浦 和 長 野 大 分 高 槻 宇都宮 旭 川 金 沢 船橋A 徳 島 函 館 大宮A 計 A

緑 の市緑 と文化それは … … 市 ○ ○ ○ O O O ○ ○ 18 7

総 合的 市民 文化 リク リエーシ ョンセンタ ー ○ 3

`

1

■

1

駅 周辺交通網整備 ・新交通システム i ○ ㎡q
.

5

下 水 道 完 備
7(1
) ○ ○ 5

市 政 へ の 市 民 参 加 ・組織充実 i

i
2

地 域 環 境 整 備 、 住 宅 建 設 | ○ O ○ 7 4

学 園 都 市 へ 1

1
0

主 要 道 路 舗 装 歩 車 道 分 離 、 1
:

,

1

河 川 浄 化
` 1

都市と(農 業)と の調和(産業との) O σ 10

.

2

人 口 の 適 正 配 置 i 0

ゴ ミ 対 策 1 0

コ ミ ュ ニ テ ィ 計 画 の 達 成

1

1 1

老 人 ・ 福 祉 対 策 :
i
l ○ ○ ○ ○ O 7 1

心 心身 障 害 者 ・ 福 祉il i 、 2

市 立 幼 稚 園' i' 0

社 会 教 育 の 充 実

'

○
1

自 動 車 公 害 撲 滅 0

広 域 市 政 の 拡 大 ・能 率 化
1

県 ・市による教育二重行政の解 消
, 0

都市計画決定権の市長全面委 譲
0

外 国 派 遣 研 修 の 恒 常 化 0

社 会 体 育 0

「すくやる課」にする市民本位の政治 0

自分のものは自分で処理す る運動 0

消 費 流 通 機 構 改 革 0

生 峯活 安 全 8 5

江 ノ 島 片 瀬 海 岸 再 開 発 } …
1

…

!

1{
, 0

都 市 機能 の 充実(地 方 中核) i
こ' ○ ○ ○ 8 1

生 活優先 の都市 環 境 の 整 備 ○ ○ 6

各 種 土 地 の 集 約 化 ・再 開発 e 3

老 朽 校 舎 の 解 消 ○
1

公 共 施 設 整 備 ○ 一 2

、

.
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付属資料6

付属資料6市 民 参 加 に つ い て

●

●

ビジョン作成への市民参加 鳩ケ谷 国分寺 昭 島 新 座 武蔵野 大 和 草 加 三 鷹 平 塚 日 立 川 越 宮 崎 山 形
豊 田 岡 崎 八 戸 福 井 明 石 奈 良

一 宮 清 水 福 島

PRパ ン フ レ ッ ト ○ ○ 0 0 0 0 ○

意 識 調 査 ○ C ○ ○ ○ O 0 0 0 0 0 0 0 0 ○

公 聴 会 ○ 0 0
'・ 一

0

市 民 集 会 ○ ○ ○ ○
O

市 長 と の 対 話 ○ ○ 0 0 0 0 O O

そ の 他 ○
0 0

や っ て い な い

利 用 方 法

市 長 の 立 案 参 考 ○ ○ ○ ○ O 0 O 0 0 0 0 0

担 当 者 の β ○ ○ ○ ○ ○ ・O O 0 0 0 0 0

市 議会 決 定 の一 要 素 ○ ○

反応 に よる修 正 、改正 C 0

市民意志により市議会決 定
.

そ の 他 ○

市民参加方法

市 民 ア ン ケ ー ト ○

一

『0
O 0 O .0 0

市政 モニター制度の採用 ○ ○ 一〇

市 民 憲 章 の 制 定 ○ ○

懇 談 会 、 相 談 室 ○ ○ ○ 0 C O 0

市 長 と の 対 話 ○ ○ 0 .O 0 0

市 民 会 議 、 集 会 ○ O 一

ロ ー リ ン グ シ ス テム ○ ○ 0

ロ ー リン グ シ ス テ ム × X × × X X × ×'

方 法

市 民 ア ン ケ ー ト こ こ

市 長 と の 対 話 ○

委員会設置、計画実施策 定 ○ ○ ○ ○ 0 O .0 O

市議会意志 積 極 的 ○ ○ ○ ○ 0

参 考 ○ ○ ○ ○ 0 ○ ○ 0

無 視
'行 過 ぎ

　

そ の 他 1
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付属資料6

ビジョン作成ヘニ市民参加 町 田 八 尾 秋 田 藤 沢 牧 方 富 山1福 山 高 松 松 戸 浦 和 長 野 大 分 高 槻 宇都宮 旭 川 金 沢 船 橋 徳 島 函 館 大 宮 合 計

PRパ ン フ レ ッ ト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ 16

意 識 調 査 ○ ○ ○ ○ O ○ O 22

公 聴 会 ○ 0 0 ●' ・ O 8'

市 民 集 会 ○ ○ 0 8

市 長 と の 対 話 ○ C ○ ○ ○ ○ ○ 0 16

そ の 他 ○ ○ ○ ○ ○
・

0 ○ ○ 11

や っ て い な い ○ 1

利 用 方 法

市 長 の 立 案 参 考 ○ ○ ○ ○ O ○ O O 20

担 当 者 の 〃 ○ ○ ○ ○ C ○ ○ O ○ ○ ○ O 24

市議会 決 定 の一 要 素
一

〇 3

反 応 に よる修正 、改正 ○ 3

市民意志により市議会決 定 0

そ の 他 ○ ○ O 4 .

市民参加方法
`

市 民 ア ン ケ ー ト
一1-
一1> ○ O 11

市政モニター制度の採用 ○ O 5

市 民 憲 章 の 制 定 2
A

懇 談 会 、 相 談 室 ○ C ○ ○ 0 O 13

市 長 と の 対 話 6

市 民 会 議 、 集 会 ○ ○ 0 5

ロ ー リ ン グ シ ス テ ム ○ 4

ロ ー リン グ シ ス テ ム × ○ × ○ × × O ○ ○ O (×)12・.一

方 法 (0)23

市 民 ア ン ケ ー ト 2

市 長 と の 対 話
1 1

委員会設置、計直i戻施策 定 C c ○ C ∴ ○ 0 ○ ○ 16

市議会意志 積 極 的 C こ ○ ○ ○ ○ ○' ○ 13

参 考 C ○' 10

無 視 0

行 過 ぎ
O 1

そ の 他 ○ (二 0 c 4

`
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第 部

TPBS企 業 モ デ ル 報 告 書

一 住 友 電 気 工 業 ㈱ と の 共 同 開 発 プ ロ ジ
ェク トー



●

`

■

'



■

§1企 業TPBSの 発 端

企業TPBSプ ロジ ェク トの 目的 は,す で に 開 発 されて い るTPBSの 概念 と

方法 を企業 の ビジ ・ン計画,立 案 に 応 用す る こ とに あ った。TPBSは 先 に

「情報 社 会 化 計 画 」の立 案 に 利 用 し.10年,15年 後 のわ が 国 の情 …報化路

線 の決 定 お よびそ の具 体的 内容 の 検討 に有 効 に 利用 出 来た。この よ うなTPBS

プ ロジェ ク トの成 果 に 立脚 して・TPBSを 単に情報社会化計画だけに応用す るので

は な く.企 業 に お け る 長期 ビジ ョ ン計 画 に も応 用 で き るよ うに拡張 及 び 改 良

を行 な うこ と をね らい と した。 しか しなが ら この よ うな 応 用 と改 善 を行 な う

た め には}TPBSの 概 念.手 順,方 法,コ ン ピ ュー タプロ グラ ムな どの 諸 点

に つ い て実 際的 な点 か ら詳 細 に 再 分析 す る必要 が あった。'

TPBSと はTargetsSettingPolicyModelBuilding・and

ScheduhngSystemの 略 称 で あ り,長 期 目標 の 設 定,政 策 モ デ ル

の 作 成,ス ケ ジ ュー ル化 の た め の シス テ ムで あ る。しか しなが らこの 玖 テム

は も と も と 情 報 社 会 化 計画 の た め に開 発 さわ た もので あ り,企 業 の場合 と

は 問題 の 内容 が異 る。 企業 に おい ては 新製 品 の 開 発,海 外市 場 の 開拓,工 場

の省 力化 な ど内 容の 異 な 「た 計画.立 案 を行 なわ な けれ ば な らない。 この よ

うな ビ ジ ョン内 容 の計 画 変 更 は必 然 的 にTPBSの 概 念,方 法,手 煩 な どに 影

響 す る ので,こ れ らの 必 要 な変 更事 項 の確 認 及 び 実際 の 変更 を行 な うた めに

新 プ ロ ジェ ク トが 発 足 した もの で あ る。

§2企 業TPBSの 目 的

企業TPBSの 目的 を言 とめれ ば,次 の通 りで あ る。

① 企業 にお い て 将来 の新 しい ピジ ・ン計 画 を実施 した 場合 の収 支 バ ラ ン

ス及 び 収益 性 につ い ての検 討 を適 確 に行 な え る よ うにす る こと。
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② 現在の業績(財 務 状況)と 将来計 画の内 容 との間 の整 合性を充分に分

析す ること。

③ 収益性 と社会 コス ト(公 害防止投資.地 域社会 との調和 など)と の関

係 を計量化 し,そ の メ リッ トとデ メ リッ トを評価す るこ と。

④ 企業が現在及び将来 かかえてい る問題 に内在 する各種 の制約条件相互

間 の影響 と,そ の収益 に及ぼす影響度合 を計量化 しズ明確にす ること。

⑤ 将来 の ピジ ・ン計画におけ るい くつかの代替案 について,そ れぞれの

収支 バ ランス と問題 点を明示 して トップマネ ジメン トの意思決定 の参考

資料 とす ること。

§3企 業TPBSの 特 色

企 業TPBSの 特 色 を要約 す れ ば.次 の通 りで ある。

① 長 期 ビジ ョン計 画 の確 立

② 望 ま し くか つ実 現可 能 左企 業 の ビジ ョン確 定。

③ トップマ ネ ジメ ン トの意 思 決 定へ の コ ンピ ュー タ利用。

④ 状 況 変化 に応 じた ビ ジ ョン計 画の柔 軟 性 の確 立

⑤ 企 業 ピジ 宮ン計 画 作成 に対 す る社 内 にお け る意 欲 の 増 進 及 び体 制 の確

立。

まず 第 一 の長 期 ビジ ョン計画 の 確 立に つ い て述 べ てみ よう。 従来 企 業 に お

いて は,'3カ 年 または5カ 年 の 中期,長 期 経 営 計 画 の立 案 を主 と して行 な っ

て き た。 しか しな が ら最 近 に おい ては企 業 の 経 営環境 の ダ イナ ミ ックな変 化,

国際 化 の進 展 に よって 従 来に も増 して 長期 の ビジ ・ンを実 務的 な 見地 か ら,

か つ総 合 的 な 角度 か ら検討 す る必 要 が きわめ て 大 き くな って き てい る。

しか しな が ら,こ の よ うな要 請 が あ るに もか かわ らず,実 際 に は10年 な
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い しは15年 の 長 期 計 画 の立 案 と評 価 の ため の 概 念,手 順,方 法は 開発 され

てい ない のが 現状 で あ る。 企 業TPBSの ね らい の一 つは.こ の よ うな要請 に

こた える た めで あ る。 長 期 の ビ ジョン計 画 を立案 し,評 価 す るに おい て よ り

質 的 な深 化 及 び 効 率 的 な 促進 が 出来 る よ うに して ある。

第 二 の特 色 で あ る「望 ま し くか つ実 現 可能 な ビ ジ ・ン 策定 」に つい ては.

次 の通 りで ある。 従 来 に苦 い て,一 方 に おい ては バ ラ色 の ビ ジ ョ ン が 描 か

れ た が,そ の内 容 の 具体 性 に乏 し く内 容空 虚 な理 想の表 現 ま たは,実 現 不可

能 な希望 に終 始 して いた。 他 方 た おい て,現 実 に立 脚 した経 営 計画 は とか く

後 向 き と な り.保 守 的 な性 格 を強 め て いた ため,企 業 の将 来 構 造 を革新 的

か つ飛 躍 的 に 向上 させ るた め の内 容 に 欠け る と こ ろが あ った。 この よ うな現

実 を直視 した場 合 に は,今 後 の課 題 と して 理 想 を考 慮 しつつ しか も実際 に実現

可 能 か ど うか を も合 わせ て検討 した 企 業 の ピ ジ ・ン を確定 す る 必 要が 大 で あ

る。 この よ うな一 見 二 律背 反 の 必要 条 件 を満 た す には,そ こに独 特 の 考え 方.

ま たは 方法 論が な け れ ば ならな い。 企 業TPBSは この よ うな一 見矛 盾 した要

求 を満 た すた めに,ピ ジ 冒ン計 画 を 多角 的 かつ具 体 的 に検討 す るた め の方法

論 な らび に手 順 を確 定 してい る。

第 三 の特 色 は企 業 の トッ プ ・マ ネ ジ メ ン トが行 な う意 思 決 定 に コン ピ ュー

タ を利 用 す る途 を開 い た こ とで あ る。 従 来 に おい ては,ト ップ ・マ ネ ジ メ ン

トが意 思 決定 を行 な う際 には,ト ップ ・マ ネ ジ メン トの経 験 あ るい は カ ンに

依 る とこ ろが大 で あ ったc

しか るに企業 環 境 が複 雑 化 し,考 慮 しな けれ ば な らない要 因 の数 が多 くな

る と,単 な る経 験,カ ンに依 る の では な く,企 業 内外 の数 多 くの要 因 を体 系

的 に整理 し,効 率 的 な意 思決 定 を行 な うこ との 必要 性 が指 摘 され た。

この要 請 を充 す た め には一 方 で は トップ ・マ ネ ジ メ ン トの意 思決 定 に有 用
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な ソ フ トウェ アが 不 可 欠 で あ った。 企 業TPBSは この要 請 に応 え るべ く設

計 され て い るoこ の シ ス テ ムに よっ て トップ ・マ ネ ジ メン トは コン ピュー タ

端末 機 を利 用 して,コ ン ピ ュー タ と対 話 しつ つ(Q・A方 式),必 要 な意 思

決定 を適 切 か つ タ イ ム リー に行 な うこ とが で き る よ うに な って い る。

第四 の特 色 は状 況 変化 に 応 じた ビジ ョン計 画 の 柔 軟 性 を確保 す る こ とで あ

る。 従 来 に お い て は,計 画,立 案 の際 には 綿 密か つ具 体 的 に 内容 を確定 して

あ って も,そ の 後 の 状 況変 化 が 激 しい 場合 に は計 画 内容 が精 密 で あれ ば あ る

ほ ど状況 変 化 に応 じきれ ない とい う悩 みが あった。 す な わ ち計画,立 案 時 に

は よ く検討 さ れ た 計画 で あ って も.そ の後 の状 況 変 化 に よ って,現 実 ば なれ

した 内容 とな り,い わ ゆ る計 画倒 れ の 案 に 酷い ら ざ る を得 なか った。 この よ

うな欠 点 を克服 す るた め には 計 画 の柔 軟 性 を確保 す る こ とが 必 要 で あ り,具

体的 には計 画 の改 善 の容 易 さ 及 び,効 率 を増 進 す るこ とが きわ めて 重 要 で あ

る。 企 業TPBSは この よ うな 問題 意 識 に立 脚 し,状 況 の ダ イナ ミッ クな 変 化

に応 じた ビジ ・ン計 画 の弾 力性 を極力 保持 す る こ とに つ とめて い る。

最 後 の第 五 点 の特色 として企業 ビジョンの作成 と意欲促進の体制づ くりの問題が

ある。 今 ま で の 企業 の 状況 で は.企 業 ビジ ・ンの作 成 に あた って社 内で の一

致 協 力 に よ る ビジ ・ン作 りは 難 しい 状 況 に あ った。 これは 利潤 追 求 を主 と し

てい た企 業 と して は,長 期間 経 過 後 の投 資 収益 の 回収 は,当 面 の問題 か らは

ず れ た もの と して,受 け と られ これ がた め に社 内 に おけ る一 致 協 力の気 運 を

醸成 ず る こ とが きわ めて 困難 で あった。 この ため に,ミ ドル ・マ ネrジ メ ン

トが,仮 に 意欲 を持 った と して も,ト ップ ・マネ ジメ ン トが 充 分 ミ ドルの 意

欲 をバ ックア ップ しな い場 ÷ が あ り,ま た 逆 に トップ ・マネ ジメ ン トが そ の

ような 意識 を持 った に して も,ス タ ッ フ及 び ラ イン ・マ ネ ジ メ ン トが そ の よ

うな意 欲 につ いて い け ない とい うケー スが 多 か った。 また 単 に意 欲 や 意 識 だ
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●

け の問 題 では な ぐ,企 業 ビジ ョ ンを確 立す る ため には,社 内 におけ る広 範 な

体 制 作 り及 び,協 が体制 が 左 けれ ば な らない が,こ の点 におい て もとか く困

難 を生 じて い た。 この よ うな 困難 を軽 減 す るた め には,と こに 企業 ビジ ョン

'

作成 の具 体 的 な ケー ス を提 出 し,こ れ に よ って一つ の成 功例 を提 供 す る こと

に よって,今 後 の 企 業長 期 ビジ ・ン作 成 の 気運 を助 成す る ことが 可能 に な る

の で あ る。

§4プ ロ ジ ェ ク トの 体 制

4-1TPBS企 業 モ デ ル共 同 開発 プ ロジ ェ ク トの発 足

プロジェクトの発 足時におい て,情 報社 会 化 計画 に使 用 したTPBSコ ン ピュ ー

タ'プログラムがあ り・また 情 報 社 会化 計 画 の 立 案 時 に確立 した概 念 ,ア プ ロー

チ.方 法 論 な どは,す で にそ なえて い た。 しか しなが らこの よ うな基 盤 の上

に 立脚 して は いて も,企 業 にお け る ビジ ョン作 成 のた めには,企 業側 と協 会

側 企業TIPBSプ ロ ジ ェク ト ・メ ンバー との緊 密な 協 力 と意見 交 換 が必 要 で あ

った。 した が うて,企 業TPBSの プロ ジェ ク トの進 行 に あた っては,プ ロ.ジ

ェク ト ・メ ンバ ー と密接 に協 力で き るだ け の関心 を もち,企 業 と しての 充 分

な体 制 を持 った 企 業 を選定 す る必 要が 生 じた。

この よ うな ニ ーズ に 適す る企 業 を種 々 選定 し探 索 したが,幸 い に して 住 友

電 気 工 業株 式 会 社 との共 同 プ ロ ジ ェク トを発 足 す る こ とが で きた。

企業TPBSの 協 力会 社 の 条 件 と しては,本 プ ロ ジェク トに対 す る トップ'・

マ ネ ジメ ン トの深 い 理 解 と強 い関 心,☆ よび プ ロ ジェ ク トを 推進 す るに 足 る
.

だけ の強 力 な 社 内体 制,さ らには 充分 な コン ピュー タ使 用 経 験 な どが 必 要 で 、

あ った。 前 記 の企 業 は,こ れ らの 必要 条 件 を 充分 に備 え た 企業 で あった ため,

以 後 の プ ロ ジ ェク トは円 滑 に 進行 し,プ ロジ ェク トの 目的 を達成 す る こ とが

で き た。
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プ ロジ ェ ク トQ推 進 に あた っては,ト ップ ・マ ネ ジ メ ン ト委 員会
.作 業部

会 の グルー プに分 け て適宜 会合 を開 き,ト ップ ・マネ ジメン トの意 向 と考 え

を充分 に吸収 しな が ら,こ れ をス タッ フ及 び ラ イン ・マネ ジ メン トに ,反 映

し,従 来 のTPBSと の イ ンター フェ イス を と る ことに意 を用 いた
。

4-2対 象分 野 の確 定

対 象分野 の確 定 とは,企 業 全体 を対 象 と して分析 をすす め るか,あ るいは

企業 内 の特 殊 な分野 だ けを対 象 とす るか の決 定 の どち らをとるかの問題 である。

二 つの案 の うち どち らを選 ぶか(そ れぞれ メリットとデメ リットがあるが) ,

今 回 は企 業TPBSプ ロジェ ク トと して初 め ての ケー ス なので,対 象 を狭 く

しぼ って実 質 的 な効 果 を挙 げ る こ とを主 眼 とす るた めに後者 を選 ぶ こ と に

した。更 に 選 定 した 事業部 門は① 素 材工 業 に近 い業種 で ある こと ① 従 っ

て エネル ギー多 消費型 産業 で あ る こと ③ 工場 の周辺 に住宅 地 が ある こ と

④ 公 害問題 につ いて厳 しい環境 に ある こ と等,日 本 の産 業 の直面 して い る現

下 の諸 問題 を有 して いるた め,汎 用 性に富 ん でい る とい う有利 さが あった。

§5プ ロ ジ ェ ク トの 手 順

企 業TPBSの 手順 は お おむ ね 次の通bで あ る。

第一 フ ェーズ… … … 現状 延長 型 の予測

第 二 フェーズ… … … ビジ ョン実現 プ ロ ジェク ト計 画 の立案 と評価

5-1予 備 調査

第一 フ ェーズ の作業 に入 る前 に 予備 調査 を行 な った。 この 予備 調査 のね ら

いは,当 該企業 の性 格,特 徴,現 状 ,問 題 点 な どを事前 に充分 に検 討 して 把

握 し.以 後の 作業 の 円滑化 に資す るこ とであ った。

第1図 は調査 の観 点 の1例 で ある。
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第1図 企 業 と 経 営 環 境
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●

以 上 の把 握 に基 づ い て,ど の よ うな問 題 意 識 の もとに企 業TPBSモ デル

を作 成 すれ ば よい か を具 体 的 に決 定 で きる よ うにす る こ とが 重要 で あ った。

予 備 調査 は トップ ・マ ネ ジ メン トとの会 合,工 場 の現 場視 察,会 社 に 関す

る各 種 内部 資 料 の収 集 な どを通 じて行 な った。 予 備調 査 の結果,企 業 を とり

ま く要 素 を ポ ジテ ィブ フ ァク ター とネガ テ ィブ フ ァクター に 分 け て ま とめ た

のが 第2図 で あ る。

5-2第1フ ェー ズの「概 要

第一 フェー ズは,前 述 の ご と く現 状延 長型 の予測 が 主 目的 で あ った。 情報

社 会 化 計画 の場 合 には,プ ロ ジェ ク トの最 初 の段 階か ら直接10年 後,15

年 後 の ビジ ・ン計 画 の 内 容 の明 確 化 に と りくむ ことが で きた が,企 業 の場 合

には 比較 的,短 期 的視 野 を強 調 す るた め に,直 接 ビ ジョン計画 の立 案 に入 る

ことは 困難視 され た。 そ のた めに ビ ジ ・ン型 計画 の立案 に入 る前 に一 つ の ク

ッ シ 冒ンと して,「 会 社 の現状 を将 来に そ の ま ま投影す る とすれ ば,ど の よ

うな結果 に な るか 」を検 討 して み たn具 体 的 に は,売 上,コ ス トな どの主 要

経営 指 標 を中心 と し,こ れ に追 加 デ ー タを加 え て,外 挿 的に 将 来 に 引 き伸 ば

した の で あ る。 そ の結 果 を分 析 した と ころ,蒋 来 におい ては,社 会的 投資 が

加わ り,ま た 現存 製 品 が陳 腐 化 す る な どの原 因 も あ って,現 状 を その ま ま延

長 す れば,将 来 に おい て,非 常 に深 刻 な事 態 を引 きお こす と とが判 明 した。

以上 の 検討 に あた って は,タ イ ム ・シ ェア リング ・シス テ ムを利 用 し,マ

ン ・マ シン ・モ ー ドに よる会 話 型 の コン ピュー タ ・プ ログ ラムを 開発 して,

現状 延 長 型 予測 の 多 面的 検 討 を行 な うこ とが で きた。

5-3第2フ ェー ズ の概 要

第 二 フ ェー ズは,ビ ジ ョン計画 の試 案 を作成 す る こ とが ね ら.いで あ った。

第 一 フ ェーン は 現実 に とらわ れ す ぎて,理 想 的 な 意味で の ビ ジ ・ン作 りの

観 点 か らは 充分 で あ った。 そ こで ア プロ ーチ と して第二7エ ー ズで は,全 く
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逆 の観 点 を と り,10年,15年 後 の最 終 的 な企 業 の姿 を想 定 して,'そ れ を

現 在 の状況 に つな げ てみ る とい う方 式 を とった。

この よ うな 最終 ビジ ョンの明確化 に あた って は,ト ップ ・マネ ジ メ ン トと

充 分 な連 絡 及 び 意 見 交換 を 図 った。 さ らに ス タ ッフ及び ライ ン ・マ ネ ジメ ン

トに よる実 現 可能 性 の検 討 及び 積算 資料の 収集 な どに よ って ビジ ・ンの具 体

的 な 証拠 固 め をす る よ うにつ とめ た。 この第 二 フ ェ ーズの プ ロ ジェ ク トの進

行 に あた って も,第 一 フェ ー ズ と同様 に タ イ ム ・シ ェ ア リング ・シス テ ムの

利 用 を図 り,ビ ジ ョン計 画 の た めの デ ー タ ・ペ ース の確 立,計 画情報 の 検 索,

計 画改 善 の 質的 深化 及 び 効 率 化 をね らい と した コン ピュー タ ・プ ログ ラムを

開 発 した。

§6第 一 フ ェ ー ズ の 内 容

6-1第 一 フ ェー ズ の 目的'

第 一 フェ ーズ の 目的は,前 述 の よ うに現 状 延長 型 の 予測 を行 な う こ と

で あ った。 ま た一 方 におい ては 企 業 ビジ ・ン計 画 のた めの意 欲 をか きた

て 社 内 の体 制 作 りを 進め る こ と も,第 一 フェ ー ズの重 要 なね らい で あ っ

た。 さ らにはTPBSの 概念,方 法,手 順 な どに つい て協 会 の プ ロ・ジ ェ

ク ト'・メ ンバ ー が 企 業 側 に説 明 し,そ の 消化 吸収 を促 進す るた め の努

力 を傾 注 した。 他 方 に お㊤ て,協 会 側 としては,企 業 の実態 を正 確 かつ

適 確 に理 解 す る こ とに つ とめ,そ の 後 の プ ロ ジェ ク トの進 展 に支 障 の な

い よ うに 配慮 した。

6-2特 色

第一 フ ェ ーズ の特 色 は,お お む ね 次の 通 りで ある。

現 状 延 長 型 の予 測 を す るた め には,現 在 企業 が か かえ てい る問題 点 を

構成 して い る諸 要 因 の 因果 関 係 を 明確 化 す る ことが ね らい の一 つ で あっ
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た。 このため に企業側 と数 多 くの会合 を重ねて,こ のような要因間の相

互 関係の分析 を行 なった。

次に現状型延長の 予測 内容を深めるた めに過去 におけ る会社 の業績 を

示す経営 指標 を収集 し,こ れ に追加的分析 を加えた。

これ らの諸計数 を15年 後 まで延長 した。 そ の際には単 に単純 な外挿

型 の延長では な く,将 来に派生すると予想され る社会 的 コス トも追加 し

た。

6-3第 一フ ェー ズ の手 順

第一 フ ェー ズ の手 順 は次 の9つ に分 け られ る。

第一ステ ップ ・… 企 業 目標 の決 定

第 ニ ス チ ップ … ・目標 の影 響 要 因 の選 定

第三 ス チ ップ ・… 企 業 の基 本 構 造 の分析

第 四 ス テ ップ・… モ デ ル構造 の作成

第五 ス テ ップ・… 資 料 の収 集

第六 ス テ ップ・一 ・予 測 傾 向 パ ター ンの把 握

第 七 ス テ ップ・… シ ミュ レー シ ョン ・モ デ ルの 開発 とプ ログ ラム作 成

第 八 ス チ ップ・… シ ミュレー シ ョン結 果 の評 価

第 九 ス テ ップ ・… 結果 の修 正

以 下 で は 各 ス テ ップに おけ る主 な内 容 を説 明 す る。

〔第 一 ス テ ップ 〕 企 業 目標 の決 定

第一 ス テ ップは企 業 目標 の決 定 で ある。 何 を企 業 目標 に選 ぶ べ きか

又何 故 そ の 目標 を選 ぶ べ きか な どにつ い て種 々の検討 を行 な った。

そ の結 果,企 業 の成 長 と発展 を企 業 の最 終 目標 に決 定 レた。
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〔第二 ズ テ ッブ 〕 目標 の影 響 要 因 の 選 定

第 ニ スチ ップは 目標 の 影響 要 因 の 選 定 で あ る。 こ こで 影響 要 因 とい

うのは,目 標 を達成 す る た め に重 要 な手 段 を考 え てみ た 場合 に,具

体 的 に どの よ うな手 段 が あ り,そ の手 段 に は どの よ うな要 因が 影 響

して い るか を見 きわめ る こ とに あ る。 例 え ば,社 外 の影 響要 因(制

約条 件)と して は,イ ン フ レ,電 力制 限,公 害,資 源 制 約 な どが あ

り,他 方 で は社 内 の影 響 要 因(必 要 条 件)と して,新 製 品 の 開発,

企 業合 併,工 場 の省 力化,海 外 進 出,技 術 陣 の充実 な どが あ った。

(第3図 参 照)

第3図 企 業 成 長 と必 要 条件 ・制 約 条 件

〔制約条件〕

◎[⇒

資源制糸勺

そ の 他

環境要因

〔必要条件〕

新製品開発
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第4-1図 総資本利益率の推移
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第4-2図 景気3局 面 にお ける利益 への影響 要 因
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(2)平 均的成長局面
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(3)景 気下降局面 利益減少

△
輸出増一;
上げ 議よ鷲 減→篇力日価値額

①景飛 一く 齢 ＼

前年好況→設備 ス トック

大

⑥

人員横 ばい

ない し増

⑫ ベースUP

大

⑬

人件費増

付 加 価値

配 分 の変 化

⑪
ープロダクトミ

ックス

悪化

＼ 利益分配率

総資本

利益率

」成田互イ賞去P

大

＼

③

設備投資
新規減

⑭

金利負担

増

/

④

販売価格

同 レベル

一157一



・
苛 皇

第5図 枠組要素の相互 ・因果関係
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第7図 初期のモデル構造図
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第8-2図 第1フ ェー ズモデル因果 関 連 図
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第8-5図 資本投資 ブロ ック
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第8-6図 フ ロ ー チ ャー トの 記 号 一 覧
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〔第 三 ス チ ップ 〕 企 業 の基 本構 造 の分 析

第 三 ス チ ップは企 業 の基 本構 造 の分析 で あ るが,・ これ は第二 ス チ

ップで検討 した 目標 と影 響要 因 な どの よ うに組 合 わ さ ってい るか の

検 討 の問題 で あ るo

この 場合 に 分析 の対 象 を短 期 的 問 題 と長 期 的 問 題 に分 けた。 短 期

的問 題 につ い て は,企 業(事 業 部)の 最 終 的 な収 益性 を判 定 す る指

標 で あ る総 資 本 利 益率 に 影 響 を及 ぼ す 要因 の 分析 を通 じて景 気 の上

昇 局 面,平 均 的 成長 局面,景 気下 降局 面 に 分 け て,そ の因果 関係 を 。

ときあか したo(第4-1図,第4-2図 参 照)

さ らに長 期 的 問題 を掘 り下 げ る には 長期 の影 響 要 因 を さ ぐりだ し

企業 の発 展 の 定 期 的枠 組 み を形 成 して い る諸 要 因 を リス ト ・ア ップ

して,そ れ らの相 互 関係 を示 す 因果 関 係 図 を描 い て み た。 これ が第

5図 で あ る。 最 後 に以 上 の短 期要 因、 長 期要 因 の分 析 の上 に立 脚 し

これ らを 目標 と手 段 の枝 分 れ構 造 を第6図 の如 くま とめ あげ た。 た。

〔第 四 ス テ ップ 〕 モ デ ル構 造 の 作成

第 四 ス テ ップで は第 三 ス チ ップの企 業 の基 本 構 造 を反 映 した シ ミ

ュ レー シ ョンモ デ ル構 造 を作成 す る必 要 が あ る。 最 初,作 業部 会 の

グ ルー プに提 出 され た モ デル構 造 は 第7図 で あ った が議 論 を重 ね て

基 本 構 造 及 び現 実 を よ り よ く反 映 した もの に してい った結果,最 終

的 に採 用 した モ デル構 造 は 第8図 で あ る。(第8-1,第8-6図 参照)

な お モ デル の 作成 に際 して は後 の 段 階 で の モ デル を構成 す る方 程

式 の パ ラメー タの 推定,な らび に シ ミュ レー シ ョンの実 行 を考 慮 し

① 単純 な最 小2乗 法 に よるパ ラ メー タの推 定 が可 能 な こ と

② 逆 行 列計 算の 手 間 を省 くこ と

を前提 と して,モ デ ルは 同 次決 定 モ デ ル とはせ ず,遂 次決 定 モ デ ル

、を採 用 した。

〔第 五 ス テ ッ プ 〕 資料 の収 集

第五 ス テ ップは 資料 の収 集 で あ るが,具 体 的 には モデル構 造 図 に

出て い る全 て の項 目に つ いて,そ の裏 付 け とな る経 営 資料 を集 め た。

資料 の収 集 項 目は 多 岐 にわ た ってい る が,そ の主 な もの をあ げ る

と,製 品 別 売上 高,価 格,生 産 量,コ ス ト項 目,需 要 動 向,な どで
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第9図 予測パターンの種類
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第11図 第1フ ェー ズ の 作 業 と デ ー タの 流 れ
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〔第 六 ス テ ップ 〕 予測 傾 向 パ ター ンの把 握

第六 ス テ ップは予 測 傾 向 パ ター ンの把 握 で あ る。 周 知 の よ うに長

期 に わ た る予 測 を行 な うの は きわ め てむ つ か し く,そ れ らの困 難 を

排 除す る た め に,2つ の方 式 を用 い た。 第一 は ト ップ ・マ ネ ジ メン

トに よる主 観 的 な見通 しの パ ター ン化 で あ る。 将 来 の長期 的 な見 通

しを行 な うに は,不 確 定 要 因 が非 常 に強 い た め将 来 の 方 向 づ け を具

体 的 に確 定 す る必 要 が あ る。 こ のた め に トップ ・マ ネ ジ メン トに対

して イ ン タ ビ ュー,ま た は ア ンケー ト調 査 などを行 な って
,会 社 の

将 来 の主 要 な方 向 づ け につ い て具 体 的 な パ ター ン化 を行 ない,そ の

方向 づ け の具 体 化 に つ とめ た。 即 ち統 計 的 予測 方法 の 関数 型 の決 定

や,シ ミュレー シ ョンの 際 の外 生 変数 の決定 に使 用 した。 第9図 が

トップに イ ン タ ビュー 及 び ア ンケ ー トした各種 の パ ター ンで あ り
,

第10図 がそ の結 果 例 で あ る。 他 方 にお い て コン ピ ュー タ を使 用 し

た 統 計 的 予 測 方 法 も と り あ げ ,過 去 の 計 数 の 引 き の ば しを 行

な った。 以 上 の両 方 式 の結 果 を有機 的 に結 合 して長 期 的 な予測 傾 向

を分析 した。

〔第 七 ス テ ップ 〕 シ ミュレー シ ョンモ デル の開 発 とプ ログ ラ ム作 成

第 七 ス テ ップは,シ ミュ レー シ ョンモ デル の開発 とそ の プ ログ ラ

ム の作成 で あ る。上 記 の各 ス テ ップ,即 ちモ デル構 造,資 料,予 測

傾 向 パ ター ン な どを もとに して統 計 的 手法 も折 り込 ん で シ ミュ レー

シ ョンモデ ル を 開発 し、 そ の プ ログ ラムを作成 した。 外生 変数 は 将

来 に影 響 を及 ぼ す企 業 外 要 因及 び企業 内状 況 で あ り,こ れ らを イ ン

プ ッ トす る と長 期 にわ た る予測 期 間 につ い て の主 要 経 営 指 標 の 計 算

結 果 が見 通 し と して 出 て くる。 以上 の作業 の流れ を図示 す る と第11

図の よ うに な る。

〔第 八 ス チ ップ 〕 シ ミュレー シ ョン結果 の評価

第八 ス チ ップは シ ミ ュレー シ ョン結 果 の評 価 で あ る。

前 の 段 階 の ス テ ッ プ で 開 発 した シ ミュ レー シ ョン ・プ ログ ラム を

使 用 し,実 績 デー タを投 入 して シ ミュ レー シ ョン(内 挿 テ ス ト)を
e

－170一



第12図 シ ミュ レーションモデルの適合性 検定

の プロセ ス
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行 な ったが,そ の ア ウ トプ ッ トを 多 角 的 に検討 す る ことに よ って,

シ ミュレー シ ョン ・モ デ ルの 修 正及 び改 良 を行 な った。 そ の手 順 は

第12図 の如 く3段 階 に な るo

〔第 九 ス テ ップ 〕 結 果 の修 正

第 九 ステ ップは結 果 の修正 で あ る。 上 記 の結 果 を さ らに校 訂 す る

こ とに よって,各 要 因間 の相 互 関係,あ るい は将 来 の予 測 パ ター ン

の修 正 な どを行 な って,よ り現実 を 強 く反映 し,し か も将来 の 予 測

をお りこん だ見 通 しを確 保 で きる よ うに努 め た。

シ ミ三レー シ ョン は次 に示 す順 序 で行 なわれ た。

ー

ワ
臼

3

総 資 本 利益 率 に影 響 を及ぼ す要 因 を因子 分析 で検 討

政 策 変数,外 生 変 数 の 予 め与 え られ た値 をそ の ま ま用 い て シ ミ

ュレー シ ョン を行 な った(標 準 ケー ス の最 悪 ケー ス)

各 々の政 策 変 数,外 生 変数 の変 化 の影 響 を見 るた め,こ れ らの

変 数 の うち1つ だけ を10%増 加 させ,他 の 変数 を固 定 して各

部 分 へ の影 響 をみ る(感 度 分析)

な お シ ミュ レー シ ョンに は モ デ ル の計 算 の プ ロセ ス をFORTRAN

に て コー デ ィング し,電 々公 社 のDEMOSシ ス テ ムを用 い て 計算 を

行 な った。

6r4第1フ ェー ズの結 果i

1985年 まで の シ ミュレー シ ・ンの結果 は次 の 通bでipる 。

(1)標 準 ケー ス結 果

第13図 参 照

(2)感 度 分析 結果

す べ て の外 生 変 数 の中 で総 資本 利益 率 に対 して影 響 の大 きい17

の変 数 を選 ん で 個 別 的検 討 を行 な った。 即 ち標 準 ケー ス を使 い,影

響 要 因 の うち1つ だけ を選 ん で,毎 年 の数 値 を10%ア ップ して 総

資本 利益 率 へ の影 響 を検討 した。 この検 討 は要 因 を変 え て17回 分

析 した。そ の結 果 は 次 の通 りで あ るo
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σ

〔1985年 の総 資本 利益 率 〕

(1)A製 品 価格5.1%

(2)1人 当 り労 働 時 間4.7

(3)C製 品 価格3・6

(4)1数 量 比率3.2

(5)F製 品 価格3.0

将 来 に…賦(て は損 益 面 に お い てか な り深刻 な状 態 が予 想 され る こと

こ とに企 〉

「この よ うな,将 来 の危険 を回避 す るた め に は,ど の よ

が具 体 的 に 明 白 に な った 。 この よ うな結 果 を得 るに及 ん で,

業 と して も,

うな対 策 が今後 の10年 間 にお い て具 体 的 に展 開 され なけ れ ば な らな

いか 」 を検討 す るた め の強 い 問 題意 識 を抱 くよ うに な った。

'

`

§7第 二 フ ェ ー ズ の 内 容

7-1目 的

第 二 フ ェー ズは,ビ ジ ・ン実 現 プ・ ジ ェク ト計 画 で あ るが,そ の 目的

は 次 の 通 りで あ るo

現 在 の企 業 行 動 や企 業 構 造 を将来 にそ の まま延 長 した もの で あ って は.

将 来 の 変化 に対 応 で きな い。 した が って現 状延 長そ の ままで は 企業 業績

は 横 這 い 又は斜 陽 化 の道 を た ど らざ るを得 ない。 そ こで企 業 を新 しい 方

向 に転換 させ,さ らに成 長 を続 け るた めには どの よ うな ビ ジ 百ンを と り,

どの よ うな 方法 づ け を行 な うか が問 題 となる。 この よ うな意 味 での ビジ

ョン計 画 を,将 来 プ ロ ジェ ク トの有機 的 な組合 わ せ をた もち つ つ,最 終

目標 と して 実現 す る こ とが 第 二 フ ェーズ の ビジ ・ン計 画 の内 容 であ る。

この 場 合 に重要 な こ とは,ビ ジ ・ン実 現 プ ロジェ ク ト計 画の 内 容は,

一 方 では理 想 的 で あ る必 要 が あ り,他 方 では 現実 の達成 可 能 性 を検討 し

た計 画 で ない とい け ない。 す な わ ち 両者 の調和 を保 つ こ とが 重 要 ぞ あ る。
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7-2第 二 フ ェー ズ の特 色

第二 フ ェー ズ の特 色は,次 の通 りで あ る。

① 『企 業 の10年 後,15年 後 の将 来 ビ ジ ョンにつ い てKJ法 を使 っ

て 図 式化 し,'こ れ を明確 化 した。

② このKJ法 の ビジ ョン図 式 を も とに して,中 間 目標,手 段 目標 な

ど の枝 分 れ構 造 を構成 して,全 体 の有 機 的 な関連 を追 求 す ると共 に,

ビジ ョン と現 実 へ の結 び つ け を行 な った。

③ 未 来予 測 の一 手 法 で ある ク ロズ イ ンパ ク ト ・マ トリッ クス を使 っ

て重 要 な イベ ン トの達成 期 待 確 率を計 算 し,プ ロ ジェ ク ト間 の 有機

的 な 関連 を不 確 定 要因 を考 慮 しつ つ検 討 した。

④ 以 上 の 諸結 果 を フ ィー ドバ ック して ビジ ョン実 現 プ ロ ジェク ト計

画 を 段階 的 につ な ぎ合わ せ て,最 終 目標 で あ る企業 の理 想 的 な姿 を

達成 す る具 体 的 な径 路 を確定 した。

7-3第 二 フ ェー ズ の手 順

第二 フ ェー ズ の手 順 は次 の六 つ の ス テ ップに分 け られ る。

第 一 ス テ ッ プ・…1985年 の ビジ ョン の明 確化

第 ニ ス チ ップ ・… ビジ ョン構 造 の作 成

第三 ス チ ップ ・… サ ブター ゲ ッ ト別 の プ ロジ ェク トマ ップの作成 、

第 四 ス テ ップ・… 企業 シス テ ムの開 発及 び積 算

第 五 ス テ ップ・… ク ロス イ ンパ ク トマ トリ ックス法 に よ る達 成 確率

の計 算

第六 ス テ ップ ・… フ ィー ドバ ック

〔第1ス テ ップ 〕1985年 のt',ジ ョンの 明確 化

第 一 ス テ ップで あ る,KJ法 に よる企 業 ビジ ョンの明確 化 は,最

初 の 時 点 に お い て,き わ めて不 明 確 で,ば くぜ ん と してい る企 業 の

将 来 ビジ ョンを 明確 な形 にす る た めの作 業 で あ る。 この よ うな観 点

に立 って 最 初 に ト ップ ・マ ネ ジ メ ン トに対 して イン タ ビ ュー や ア ン

ケー トを行 な って,ト ップが想 定 してい る企 業 の将 来 の姿 を聞 きだ
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●

した 。 さ らに これ らの ビジ ョン の見 通 しを,ラ イ ン及 び ス タ ッフに

提供 して協 会 側 プ ロジ ェ ク ト ・メ ンバー と共 に,将 来 ビジ ョン の明

確 化 をKJ法 に よb行 な った。 ま とめ られ た ビ ジ ョンは 第14図 で

あ る。 この ビ ジ ョンは,社 会 的 責任 を充 分 に果 しなが ら適 正 利潤 を

確 保 す る とい うので あ るが,適 正 利 潤 の確 保 の柱 は高 付 加価 値 化
,

国 際化,シ ス テ ム化,省 力化 た あ る。 一 方∫ 社 会 的 責 任 は コス トと

して と らえ るの では な く,そ れ を充 分 に果 さな けれ ば適 正 利 潤 を 確

保 で きない とい う考 え 方 に立 つぞ い る。

頃
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〔第ニ ス チ ップ 〕 ビ ジ ョン構 造 の 作成

第 ニ ス チ ップは ビジ ョン ・マ ップの作 成 で ある。 第一 ス テ ッ プに

お い て 明確化 した ビジ ョンに も とつい て,こ れ を有機 的 な 関連 に よ

って相 互 の将 来 ス テ ップを結 合 し,現 在 か ら将 来に わ た る径 路 の シ

ナ リオ と ビジ ョ・ンのTree構 造 を確 定 した。

第15図 に示 す如 く,ビ ジ ョンのTree構 造 は最終 目標,基 本

目標,タ ー ゲ ッ ト,サ ブター ゲ ッ トに よ り構成 されて い る6

第15図 目標のTree構 造

、'

最終 目標 基本目標 Target Sub-Target

企 業 の

成長と発展

社 会 的

責.任

地 域 社会 との調 和

従業員の生きがい増大

高付加価値新製品の事業化

経営 活 動 の効 率化

高級素材加工分野への

事 業 の シ ス'テ ム 化

〆
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第16図 地域社会ぺの貢献の ビジョンマ ップ

80年

地域貢献計画

作成チームの

編成

基本PROGRAM

の

作 成

地域からの

優 先購 買

大気 ・水

廃棄物公害

の解決

騒音公害

の 解 決

●病院の利用

●体育館の開放

●保育戸斤建設

●教育施設

地域住民に

リクリエーションの

場を提供する

81年

●蒸気を利用したヘルスセンター

●生産設備、生産物を利用した工

芸場

インダス トリアル

パ ー クの

実 現

族

や
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遣
欝
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職
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〔第三 スチ ップ 〕 サ ブ ター ゲ ッ ト別 の プ ロジェク トマ ップの 作成

最終 目標 を達成 す るた めの1985年 のサブ ・ター ゲ ッ トの内容 を

確 定 し,さ らに このサ ブ ・ター ゲ ッ トを達成 す るための 細か い方法

手段 な どに つ いて検討 を行 な った。 この段階 は プ ロジェク ト・メン

バー 全 員の討 論及 び分析 に よって 内容 を深 めた。

この ブレー ンス トー ミングに よb ,1985年 のサ ブター ゲ ッ トの

具 体 的 姿 に 至 る 時 系 列 的,マ イルス トン 的 プ ロジェク ト(中 間 目

標)を 設 定 したo

次 に プ ロジ ェク ト毎 に,プ ロジ ェク ト達成 のた めの制 約条 件 と必

要条 件 を具 体 的 に追 求 し,そ れ らを手段 目標 と称 した。

以上 検討 した 内容 を サ ブター ゲ ット別 に ビジ ョンマ ・ソプを作成 し

とれ らの 内容 につ い て多角 的 な検討 を行 な った。 この段 階 に至 る と

各 同 じプ ロジ ェク トの内容 が,か な り具体 的 に煮 つ ま り,そ の 内容

が一 層精 密 とな った。 ビジ ョン マ ップの一 例 を第16図 に示 し,全

体 の 目標 ～ プ ロジ ェク トのTree構 造 図 を第17図 に示 す。

〔第 四 ステ ップ 〕 企 業 シス テムの 開発及 び積算

既 開発 のTPBSシ ステムは,情 報社会化 計 画策定 時 に開発 され だ 、

もの で あるた め,企 業 の システ ムと して不 備 な点 があ る。 それ は,

企 業特有 の会 計 計算(収 支 計算)で ある。

既 開発 のTPBSシ ステムの基本的機能 と企業のシス テ ムに要求 され

る機能 の 関連,及 び改善 方法 は第18図 の通bで ある。改 善方 法 を

考 え るに当 って の 留意点 はINPUTの 簡便 さであ る。 ・INPUTは,

出来 うる限b最 小 限 に とどめ,必 要 な計算 はComputerが 行 な う

こ とに した。 す なわ ち,INPUTは,次 の通 りで ある。

① ブ ・ジ ェク トの開始年 次,終 了年 次

② 売上 高(開 始年,終 了年)

③ 原料 費 比率(対 売 上高)

④ 運転金 利 比率(対 売上 高)

⑤ 経費(対 人件 費)

⑥ 人 員数(開 始年,終 了年)
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⑦ 設 備 投 資 累 計額(開 始年,終 了 年)

⑧ 土 地,建 屋 面 積(開 始年,終 了 年)

⑨ 賃 金 テー ブル

⑩ 土 地,建 屋単 価 テー・ブル

次 に プ ロジ ェク トの積 算 は,プ ロジ ェ ク トそ れ ぞ れ につ い て,第

三 ス チ ップの ブ レー ンス トー ミング をふ ま え て上 記 の イ ンプ ッ ト項

目① ～⑩ につい て行 な った。 そ の 際,規 模 に よ って上 薬,中 案,下

衆 の3案 の積 算 を行ltっ た。

,

♪

第18図 既開発TPBSの 基本的機能 と企 業のSystemに 要求 される機能との関連

既開発TPBSの 基本的機能

}.積 算の簡便さ

企業のSystemに 要求 される機能

1,積 算の簡便さ

2　 -E≧i

3.FeedBack

① 予算 の 制約 一(Me・itDemerit分 析)

(f憂先Jlua位)

② 開 発投 資一 達 成 年 度 を繰 上 げ る

(対CriticalComponent)

③ 開発投 資 →価 格 の 上 昇率 をお さ える

(対SystemElement)

4.MeritDemerit分 析'

_2.日 文文 言十算

＼

CROSSIMPACT、 、
MATRIX、3.連 続f生

＼
一..一.i・f-一 一"4・FeedBack

、
一一 、

N-一一5.1吉 報 検索

6.CrossImpactMatrix

、

1.収 支

収入

原 料 質・…・・売上高比率

人 件 費

逆転金利……売上高比率

設 備 費

経 費・…・・人件費比率

3.人 件費

4.設 備 費

/

'

開始期 終了1明

2.売 上高

麟 ↓ 欝
中間年次は

コンビュターで算出

麟 ↑ 欝
中醐年次はコンピューターで計算し

それぞれに比率をかけて賃金をだす。

(80年)(肪 年)

コンピューターに開始期 ・終了

期の投資累計をinput.コ ンピュ

ーターの中で中間年次の投資累

計を算出 し、その差額 を新規投

資と考えて償却、金利を計算す

る。

司

.
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第19図 ク リテ ィカル コ ンポ ーネ ン トとプ ロ ジ ェク トの 関連

4

■

推疋年次の変更、

クリティカルコンポーネント

の起 る年次 の推定

クロスイ ンパ ク トマ トリックス

OCCURRENCE

NON-OCCURRENCE

クロスインパ ク トマ トリ ックス法

によ りクリテ ィカル コンポーネン

トの起 る年次 を求め る

プ ロ ジェ ク トー ア ロ ジェ ク ト

フ ロ ジェ ク トー ク リテ ィカ ル

コ ンポ ネ ン トの 関 係

関連 のあるク リティカルコ ンポー

ネ ン トとプロジェク トの影響 を う

けた結果 のプロジェク ト開始年次

の決定

[=]Computerに よ る計 算

[コ 人 によるイ ンプ ッ ト
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第20図 ク ロス イ ンパ ク トマ トリッ ク ス に よ る

プ ロ ジ ェク トへ の フ ィー トバ ック の 方 法.
./
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〈原 案〉

ノ
ー「O

開始年 終了年

〈計算結果〉

Projec・tA 74 77

B 79 85

0.1 0.5 0.99 0.1 0.5 o.99

Crit|cal

・c。m
,A

〃B

〃C

}'rOＬectA

ProleetB
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77
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76

75

83

C.C.A

〃B

〃C

74

74

79

6

@

⑳

77

75

84

●

レ

(CrossImpactMatrixの計 算)

原 案

1年 遅 れ

一 ・一・-1年 繰 上 り

ProlectAの 開 始;卜

74→75fド

↓

lProlectBの 開 女h年

79→80(ド
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〔第 五 ステ ップ 〕 ク ロス インパ ク トマ ト リ ックス法 に よる達成 確率 の

計算

第 五 ス テ ップは,達 成 確 率 の算 定 を行 な った。 各未 来 プ ロジ ェ ク

トが そ れ ぞ れい つ ごろ実 現 す るか に つい ては,不 確定 な要 因 が あ り

これ を現 時点 で断 定 す る こ とは,き わ め て困難 で あ った。 した が っ

て問 題 は,こ れ らの不確 定 要 因 の 関連 の度合 に よ って,未 来 プ ロジ

ェク トの タ イ ミン グが どの よ うな変動 が起 るか を見 きわ め る こ とで

あ った。 この よ うな観 点 に た ち,未 来 予 測 技法 と して 開 発 され た ク

ロス ・インパ ク ト ・マ トリ ック ス法 を用い,こ れ を企 業TPBSプ ログ

ラム に結 合 して,不 確定 要 因 を入 れ た場 合 の プ ロジ ェク トの タ イ ミ

ング の ズ レ を具 体 的 に計算 してみ た。

即 ち,プ ロジ ェク トの達 成 可 能 性 を,ク リテ ィカル コ ンポー ネ ン

トの達 成 確率 に よ り検証 す る シ ス テ ムで あるoク リテ ィカル コン ポ

ー ネン トとい うの は,第 三 ス チ ップに お いて検 討 を行 な った 手 段 目

標 の 中 で特 に重 要 な手段 目標 の こ とで あ る。 そ して,ク リテ ィ カル

コ ンポー ネ ン トの マ トリ ック ス を描 き,そ れ ぞれ の ク リテ ィカ ル コ

ン ポー ネ ン トが起 つた場 合 と,起 らなか った場 合 の他 の ク リテ ィカ

ル コ ンポー ネ ン トに与 え る影 響 度 を採 点 し,ク ロス イ ンパ ク トマ ト

リ ック ス計算 に よ り,ク リテ ィ ガル コ ンポー ネ ン トの 達成 年 次 の初

期 値 を変 更 す る もの で あ るρ

ク ロ ス イ ン パ ク トマ ト リ ッ ク ス 計 算 の 結 果 の プ ロ ジ ェ ク トへ の フ

ィー ドバ ッ ク 関 係 は 第19図,第20図 に 示 す 通 り で あ る。

〔 第 六 ス テ ッ プ 〕 フ ィ ー ド バ ッ ク

,以 上 の ス テ ッ プ に よ リ コ ン ピ ュ 一 夕 ー で 計 算 し た 。

ア ウ ト プ ッ ト 項 目 は,最 終 目 標,基 本 目 標,タ ー ゲ ッ ト,サ ブ タ

ー ゲ ッ ト
,プ ロ ジ ェ ク ト単 位 に 次 の 項 目 を ア ウ ト プ ッ ト 出 来 る 。

1'・ ・一■・売 上 げ16・ ・・… 職 員 数

2・ ■一… 費 用17・ ■一… 特 別 職 員 数

3・ 一一・一・収 支 残18・ 一一・一一設 備 投 資 合 計
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4・ ・・… 原 料 費

5・ ・・… 人 件 費 合 計

6・ ・・… 〃(㊧

7・ … ・・ 〃 ⑧

8… … 〃 ㊨

9・ ・… ・設 備 償 却

10・ ・・… 金 利 合 計

11・ ・・… 設 備 金 利

12… ∵ ・運 転 金 利

13・ ・・… 経 費

14・ ・・… 人 員 数 合 計

15… … 作 業 員 数

19… … 土 地(面 積)

20… 一 ・ 〃(金 額)

21・ ■■… 建 物(面 積)

22・ ・・… 〃(金 額)

23・ ・…'・ 機 械(金 額)

24・ ・・… 原 価 比 率

25・ ・・… 売 上 高 利 益 率

26・ … ・・1人 当 り の 売 上 高

27… … 〃 利 益 高

28… ■■・投 資 効 率

計 算結 果 を資 源即 ち入,資 金 の制 約 に よ り計 画規 模 を縮 少す る フ ィ

ー ドバ ック シス テ ムを 考 え た。

フ ィー ドバ ックの方 法 は 次 の通 りで あ る。

①74～85年 設 備 投 資額 累計 を一 .定額 に抑 え る こ と

②'85年 の人 員数 を一 定 数 に抑 え る こ と

の2つ の場 合 につ い てFeedbackす る

(1)規 模 修正 の手順

SubTargetのpriotityが 低 い ものか ら,SubTar-

get全 体 を(い くつ か のiojectが 含 まれ てい る)上 衆→

中案 と し,順 次priorityの 高 い もの 迄制 約 に入 るtで,規 模

を縮 少 す る。 す べ て のSubTargetが 中衆に な って も,ltts制

約 内 に な らな い場 合。priorityの 低 い ものか ら中案 → 下 案 と

制 約 に入 るま で規模 を 縮少 す る。

② プ ラ イオ リテ ィの 法 定 方法

① サ ブター ゲ ッ トに つ い て順 位 をつ け る。

② サ ブター ゲ ッ トを次 の3つ の グ ルー プに分 け る。

(i)社 会 的 責任
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翻 図 TPBS計 算システム

ProjectInput

●開 始年次 終 了年次 ●原料比率

●人員数 ●経 費比率

●投資(機 械 、土地、建 屋)

Target,Sub-TargetProject

の 関 係

人件費

単 価iテ ー ブ ル土 地
建 屋

人員数 ・累積投資額の

制 限

積算 計算

人による

判断

Projectの

規 模縮 小

るよ

折
に
判

人グ

W
－781一

ク ロ ス イ ンパ ク ト

マ トリ ック ス

計算 結 果

Sub-Targetの

Priority

「コ 言麟

[コ 人



㈲ 適正 利潤の確保(除 く経営活動の効率化)
o

⑩ 経 営 活 動 の 効率 化

③ 上 記 の グ ルー プ内 で サ ブ ター ゲ ッ トの順 位 を つけ る。

④ 総 合 順位 は 』

グル ー プ㈹ → グ ルー プ(D→ グ ルー プ㈹ → グ ルー プ(i')グ ルー プ

lii)→

以 上 述 べ て きた 計 算 シ ス テ ムを ま とめ て図示 す る 鴎21図vakる ・

以 上 の結果 を総 合 的 に検 討 し,さ らに今 ま で検討 で きなか っ た角 度 か

らの分析 を深 め て企 業 の将来 の姿 を具 体 的 に描 きだ し,そ れ の実 現 可 能

性 と理 想 条件 を どの程 度 そ なえ て い るカ・な ど を検 討 した。

¶

§8デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン の 概 要

一 年 間 に亘 っ た プ ロ ジ ェ ク トの 終 了 に 当 り
,今 ま で の 作 業 結 果 を集 大 成 し

た デ モ ン ス トレ ー シ ョン を 行 な っ た 。 協 会 の 会 議 室 に こ の プ ロ ジ ェ ク トに 協

力 した 企 業 の ト ッ プ ・マ ネ ジ メ ン ト及 び ス タ ッ フ ・ ラ イ ン を 招 待 し,会 議 室

に そ な え た タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・ コン ピュ ー タ,・ター ミナ ル を 使 用 して,企 業

TPBSプ ロ グ ラ ム を稼 動 させ たcコ ン ビ=一 夕 に は す で に イ ン プ ッ トし て あ

る ビ ジ ョ ン計 画 案 が あ っ た が,デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン の 会 議 室 に お い て ト ッ

プ ・マネ ジ メン トに 対 し て,ア ウ トプ ッ トの 指 定 及 び 資 源 制 約 値 に つ い て 意 見

を 求 め た 。 トッ プ ・マ ネ ジ メ ン トの希 望 事 項 は た だ ち に プ ロ ジ ェ ク ト ・メ ン

バ ー に よ リ コ ン ピ ニ 一 夕 端 末 か ら入 力 さ れ
,通 信 衛 星 を 介 して 米 国 の タ イ ム

・シ ェ ア リン グ ・サ ー ビ ス セ ン タ ー を呼 び だ し ,計 算 結 果 を 直 ち に 東 京 の 会

場 に プ リ ン トア ウ ト し た 。 これ ら の コ ン ピ ュ ー タ か ら の ア ウ トプ ッ トは 直 ち

に プ ロ ジ ェ ク タ ー は よ っ て,大 き な ス ク リ ー ン に 映 し,そ の 場 で 報 告 した 。

上 記 の よ う な ト ッ プ ・マ ネ ジ メ ン トの 直 接 の 参 加 に よ る意 思 決 定 結 果 の ゴ

ン ピ ユ ー タ に よ る 検 討 は お そ ら く き わ め て 数 少 い ケ ー ス で あ ろ う と 思

わ れ る 。 特 に ビ ジ ・ ン 計 画 の 内 容 と ビ ジ ・ン 計 画 の 重 要 な核 心 を 形 成 した
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冷
三

のは'ト ッ プ ・マ ネ ジ メン ト自身 の判 断 に よ る見 通 しや シナ リオ で あ り,こ

れ を ライ ン及 びス タ ッフ に よって さ らに精 密化 し,検 証 して 一 つ の有 機的 な

ビジ ョン計 画 を立案 し,そ れ を改 善 した こ とは 有 意義 で あった と思 われ る。

■

F

白

`

§9プ ロ ジ ェ ク ト全 体 の 評 価

この プ ロ ジ ェク トは,情 報 社 会計 画 に使 用 した 概念,手 順,方 法 を初 めて

企 業 に応 用 した もので あ り,こ の よ うな 点 に おい て 幾多 の障 害 が あ ったが,

そ の 中 に あ って次 の 点は 本 プ ロ ジェ ク トの協 力 企業 に よ って 有 効 で あ った と

評 価 され た 事項 で あ る。

〔1)目 標 及 び戦 略 決定 に トップ を含 め て各 階 層 の参 画が得 られ 易い シ ステ ム

で あ る。

② 各種 の 手法 が シ ス テ マ テ ィカ リー に導 入 され てい る。

手 法 活 用 のStep

相 関 分 析
一 一◆
モ ァ ル ビ ル ァ ィン グ

主要因分析感度分析 要 因 解 析

KJ法 Vision設 定

シ ナ リオ ラ イ テ ィン グ

}

TPBS手 法
Visionの 具 体 化

クロスインパクトヤ トリックヌ法 Project達 成年 度 の検 証

(3)TargetOrientedなapProachsystemで あ る。

最 終 目標(1985年 のVision)を 定 め,そ ご に 至 る マ イ ル ス トン的 な

中 間 目標 を 設 定 し て,現 実 へ の 結 び つ け を 行 な って い く手 法 は 経 営 計 画

立 案 方 法 と し て,大 い に 有 用 で あ る 。

(4)ク ロ ス イ ン パ ク トマ ト リ ック ス 手 法 の 導 入 と改 善 を した 。

(5)定 性 的 要 因(ex.社 会 的 責 任)を 数 量 化 す る こ との1つ の 試 み で あ る 。

一189一



§10今 後 の 課 題 と 展 望

資 源制 約 ピ コス ト上 昇 な どの 障 害 をか かえ てい る 日本 の進路 に とって,前

向 きか つ実 現 可能 な 長 期 的 ビジ ョンの立案 と評 価 は.き わめ て 重要 で あ る。

この プ ロジェ ク トは この よ うな 問題 意識 の もとに 立脚 し,こ の 点 に関 して

一 つ の体 系 的 な理 念 と明 確 な方 法 と秩序 だ った手 順 を確 立 す る ことに主 眼 を

置 い て きた。 この よ うな意 味 での プ ロ ジェク トの 目的 は,一 一年 間 の作業 努 力

に よ って,概 ねそ の 目的 を達 成 す る こ とが で きた。 しか しな が らこの よ うな

試 み は,わ が国 で も初 めて の ことで あ り,そ の 内容 と方 法 論 の 改 善は,な お

今 後 に待 つ と ころが大 きい。 また単 に 企業TPBS自 体 の 問題 だけ では な く,

企業 で実 際 に応 用 し,直 ち に評 価 を し得 るだけ の成 果 を 確実 に提 出で き る こ

とが重 要 で あ る。

この よ うな観 点 か ら考 えて み た 場合 には,企 業TPBSに つ い ての 応用 面 に

お け る幾 多 の創意 工夫 が 今後 共 追 加 され るべ きで あろ う。

改 善点 につい て各 フ ェー ズ毎 に述 べ れ ば次 の通 りで ある。

(1)第1Phase(現 状延 長 型 で 将 来 を予 測)

1)モ デ ル構 造(フ ィー ド バ ッグ)の 改 善

(i)電 力 ・石 油etcの 制 約

㈲ 価格 と量

制 デ フレー ター 間 の 整 合性

㈹ 収益 性 と資 金 調 達,収 益 性 と設備 投 資

2)感 度 分析 の改 善

要 因の相互関連の見 直 しによ り感度分析 の精度 を上 げる。

(2)第2Phase

1)タ ー ゲ ッ トセ ッテ ィ ン グ

a,計 算 シ ス テ ム の 改 善

目標 設 定 と し て は 当 シ ス テ ム で 充 分 。 但 し計 算 シ ス テ ム と し て は
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目標 間 の相互 関連,Project間 の相 互 関連 を導入 す る必要 が あ る。

ex.Project毎 の損益 に,社 会 的 責 任 ・経 営 の効 率 化 の コス トと

効 果が 割 当 て られ て い る必 要 が あ る。

b,Project間 の相 互 関連(波 及 効果)の 明示 的 導入

c,Target内 容 のつ め を更 に行 う。

ex.地 域 社 会 へ の貢 献,国 際 的貢 献

d,既 在 分 をProject化 す る必 要 が あ る。

e,代 替 案 の検 討 を更 に 行 う必 要 が あ る。

2)積 算

a,Targetに よbInputス タ イ ル を変 える必 要 が あ る。

ex.経 営 の効 率化 の効 果

b,目 標間 の相互 関 連,Project間 の相 互 関連 を 明示 的 に導 入 す る

必 要 が あ る。

c,積 算 精 度 の納得 性

3)フ ィー ドバ ック

a,Project間 の波 及 効 果 が シ ス テ ム的 に組 み 入れ られ てい る こ と。

即 ちProjectの 採 否 に よる経 営 全 体 に与 え る影 響 が わか る こ とσ

b,Priorityに よる一 括 的 フ ィー ドバ ック では な く,ダ イナ ミ ッ

ク な フ ィー ドバ ック が で きる こ と。

c,各 年 次 の収 益 によ って事 業 内 容 ・規模 が変 る フ ィー ドバ ックが で

きる こ と。

d,制 限 で な く増 加 す る方 法

e,経 営環 境 の 変化(ex.公 共 投 資抑 制)が 反映 で きる シス テ ム で あ

る こ と。

f,ク ロス イ ンパ ク トマ トリ ックス をProject開 始可 能 年 次 の検 証

シ ス テ ム と して 活 用 す る必 要 が あ る。

以 上 の改善 は,今 後 の 開発 に待 た れ る訳 で あ るが,ま とめれ ば ,今 後 の社

会 及 び経済 動 向 の ダ イナ ミック な変 化 と方 向 の転 換 に即 応 して長 期 計 画 あ る

い は ビジ ョン の作 成 を より総 合 的 かつ柔 軟 な形 で検討 で き る よ うにす る こ と
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で あ る。企 業TPBSは これ らの将 来 の 課題 に答 え るため の一 つ の 方法 で あ

り,今 後 は,国 家,地 方 公共 団 体,企 業 な どへ の広範 な適 用 を促 進 す る こ と

が 必 要 で あ るo
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